








































前略、英雄候補は強くなるためにセンセイと××します。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一日目・前編「『死者の眠る地グレイブヤード』」









「強さに意味はない。それがどんな種類の強さであれ、強さはいつか必ずおまえを裏切る。剣も魔法も肉体も知恵も信仰も権力も金きん銭せんも全すべて──絶対ではない」

「そうですか」

　灰色グレイブと黒色アリシエル、春が似合わない二人だった。

　不吉とされる灰色の髪に古びた灰色の外がい套とう、疲れ果てた旅人の顔をした男。

　夜を溶かした長い黒髪と凍いてついた空の瞳ひとみを持つ少女。

　時刻は昼の手前、春風に吹かれる二人は木剣を手にし、向かい合っていた。

「七十年に一度の霊魔大戦、一つの『聖なる霊せいれい』に選ばれた一人の《英雄》と復活した六の『霊なる魔れいま』は世界の命運を賭として闘争する」

「はい」

「《英雄》とは世界を護まもる存在だ。一つの善き聖霊に選ばれた証あかしである紋もん章しようを宿し、一つの善き聖霊の加護を受けた剣を持ち、世界を滅ぼす六の霊魔を再び封じる存在だ」

「はい」

「しかし何かが起きた。まだ前回の大戦から七年しか経たっていないというのに占せん星せい術じゆつ師したちは霊魔復活の予兆を読み取り、現れるべき一人の《英雄》も現れなかった」

「はい」

「現れたのは《英雄》の証あかしである聖霊紋もん章しようを持ちながら《英雄》の力である聖霊剣を持たない──不完全な、二人の、《英雄》候補でしかなかった」

「はい」

「《英雄》候補を《英雄》に育て上げるために、七年前の《英雄》だったおれがいる」

「はい」

「わかるだろう、おれとおまえのどちらが強いか比べることも意味はない」

「私は剣士です。七年前、六の霊魔を封じ姿を消し、死んだと言われていた最速の剣士と名高い《英雄》に私の剣は通じるのか、興味があります」

「……仕方のない教え子だ。わかった、一手だけ付き合おう」

「ありがとうございます」

「英雄称号《天斬煌刃テンヲキルヒカリノヤイバ》、十二人目の《英雄》。昔の名前は捨てた。今はグレイブヤード、教師なんて柄がらでもない住所不定無職のろくでなしだ。グレイブとでも呼んでくれ」

「英雄称号《戦剣姫ドウルガリエ》、十三人目の《英雄》候補、剣神レガリア流剣術皆伝、アリシエル・クーデライトです。アリスと呼ばないでください」

　灰色と凍いてついた黒、グレイブとアリシエルは互いに名乗り、木剣を構えた。

「いざ、参る──」

　長い黒髪をなびかせ彼女が静かに決闘の始まりを告げる。

　その時、強い風が吹いた──




「──白のレースか」




　聖暦七七七年、第一の月、春。

　エリュシオン大陸の中央を流れ、大陸を東西にわける聖ステュークス大河、その水上に築かれた『教会都市』デルフォイは三つの理由で大陸の中心であった。

　一つ目は文字通り地理上の中心、東を統すべる人類王連盟国ヘファイストスと西を治おさめる妖精王国ヘカテリオンの間に位置し、東西を繫つなぐ橋としての役割を担になっている。

　二つ目は大陸の宗教的中心だ。大陸全土に広がる聖霊教会の総本山であり、大陸最大の宗教的建築物、三つの尖せん塔とうを頂く壮そう麗れいなる大聖堂を都市の北部に有している。

　三つ目は学問と教育の中心。都市の南側には同じく聖霊教会が設立した大陸最大の学校『聖ウェルギリウス学園』がある。もう一つの大聖堂とも呼ばれる荘そう厳ごん純白の大校舎を有し敷地面積では大聖堂を越える巨大学園では今日も大陸中から集まった優秀な若者たちが武芸と学問に励はげんでいた。












　その聖ウェルギリウス学園のはずれ、大校舎からやや離れた人気のない裏庭、柔らかな日差しに照らされた瑞みず々みずしい青草が春風に揺れる何とも爽さわやかな情景が広がる場所で──

「わかっただろうアリシエル、強さは必ず裏切ると」

　アリシエルが木剣を上段に構えて佇たたずみ、その足元にはつぶれた蛙かえるのようにグレイブがぶっ倒れていた。

「たとえどんなに強くて格好良くて最高な先生であったとしても、白のレースに気を取られたりすれば脳天に良いのを一撃貰もらってぶっ倒れるのもよくある話だ」

「はい、よくわかりました」

　淡々とした声だった。春風がアリシエルの長い黒髪を揺らしていた。

　夜を溶かしたような長い黒髪に感情の宿らない氷の瞳ひとみ。

　聖ウェルギリウス学園の白い制服に押し込まれた、はちきれんばかりに豊かな胸。

　顔立ちは極めて端正──凍いて付いた眼まな差ざしと表情のない顔は彼女をひどく大人びて見せている。実際は僅わずか十五歳の、幼い少女でしかない。

　凜りんとして、背筋を伸ばし、油断なく木剣を上段に構えた姿はその若さを考えれば異常なほどに隙すきが無く完成されていた。アリシエル自身が研とぎ澄すまされた一本の刃やいばであるように鋭するどく、一人だけ終わらない冬の中にいるように遠い。

「誤解しないでくれ、おれは別に白のレースに対して何か不純な気持ちを抱いたわけじゃあない。確かに『わお、こいつ澄ました顔で結構大胆なのはいてるな』とか思ったが、白のレースに目を奪われてしまったのは長く険けわしい道を歩む旅人が路ろ傍ぼうに白く可か憐れんな花を見つけて足を止めるのと同じで、とても当たり前のことなんだ。だからあんまり怒らないでくださいごめんなさい」

「私は怒っていません」

　淡々と、無表情に彼女は言った。

「剣士たるものがあの程度の些さ事じに心を揺らすなど未熟の極み。行いの全すべてが真剣勝負であると心に構えていれば何が起きたとて揺らぎはしない」

「……怒ってないならまだ木剣を構えていらっしゃるのは何でかなーって」

「相手が生きて動いている間は油断するなと祖父に──師に習いました」

「正しいけど殺さつ伐ばつとしてるな……まあ怒ってないならありがたい」

　グレイブは両腕を上げて敵意がないことを示しゆっくりとした動きで膝ひざ立だちになった。アリシエルの冷たい瞳ひとみは静かにグレイブの動きを眺ながめ、振り上げた切っ先は彼女が語った剣士の心得を体現するかの如ごとく未いまだに凜りんとして揺らがない。

　そしてグレイブは真剣な面持ちのまま、アリシエルのスカートをぺろりとめくった。

「さっきは一瞬だったし、怒らないならじっくりおがませて──」

「えい」

「──もらえませんでした！」

　長い黒髪が揺れ、白い制服に包まれた豊かな乳房が弾み、淡々とした掛け声とは裏腹に、轟ごう、と凄すさまじい勢いと速度で木剣が振り下ろされた。

　膝立ちのグレイブは脳天目掛けて恐ろしい速度で振り下ろされた木剣を両の掌てのひらで挟み止め、即座に捻ひねりを加える。

　次の瞬間に木剣はアリシエルの手を離れてグレイブに奪い取られていた。

　無刀取り──氷の如きアリシエルの瞳にも一瞬、驚きの感情が宿る。

　だが驚きよう愕がくはあくまで一瞬。アリシエルの動きに一瞬以上の遅ち滞たいはなく、木剣を奪われるや即座に大きく足を振り上げて──

「見えた！」

「見せてるんです」

　ごすり、と、鈍い音を立ててグレイブの顔面にアリシエルの靴くつ底が突き刺さった。




「聖霊の輝かがやきに捧ささげしは祈り／聖霊の愁うれいに贖あがないしは痛み／聖霊の歓よろこびに賜たまわりしは癒いやし、我が祈りが届くならば、我が前に小さき奇跡を──『聖霊の小さき癒し』」

　グレイブが回復魔法を唱となえて傷を癒す。患部、要するに顔面が淡い輝きに包まれぼたぼた流れる盛大な鼻血と顔面に見事に残った靴くつ跡型のあざが消える。

「あー、骨が無事でよかった。『大きな癒いやし』ならまだしも『祝福』とか『奇跡』の魔法はさすがに使えねえし、魔法医にかかる金もねえし。なあ？」

「そうですか」

「というかおまえ、もうちょっと手加減しろよ。顔面砕けるかと思ったぞ」

「《天斬煌刃テンヲキルヒカリノヤイバ》が霊魔と戦い、大陸北部のテュポーン山脈から山が一つ消えた。トリトーンの海辺が消し飛んで入り江になった──そんな逸話を持つ《英雄》に対して手加減をする必要があるとは思いませんでした」

「そういう問題じゃないし、それは大おお袈げ裟さ……でもねえな実際観光地になってるし」

　灰色の髪に灰色の古びた外がい套とう、グレイブは骨が無事であることを確かめるようにもう一度自分の顔を撫なでる。改めて見ても特筆する部分のない容よう貌ぼうだ。三十歳は越えていないだろう、猫背気味ながらそれでもアリシエルより頭一つ程度、背は高い。

　二人は相変わらず学園の裏庭にいた。

　アリシエルは二本の木剣を小脇に抱え、もう一方の手でさり気なくスカートを押さえている。表情は変わらず冷たく、眼まな差ざしは凜りんとして、グレイブを静かに見詰めていた。

「グレイブ先生」

「わかっている。『失望しました。あなたのようなひとを教師とは認めません』とか言いたいんだろう。だがそれは、おまえの白のレースがあまりにも──」

「……」

　グレイブの台詞せりふを最後まで聞くこともなく、アリシエルが木剣を一本地面に落とし、もう一本をすっと振りかぶった。

　台詞を途中で吞のみ込こんだグレイブはふっ、と自じ嘲ちよう気味の微笑ほほえみを浮かべてがばぁと一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく土下座に移行、蛙かえるのように這はい蹲つくばり物もの凄すごい勢いで言い訳を始める。

「すみませんでしたあああああ！　《英雄》に選ばれて世界を救ったは良いけど色々面倒くさくなって大陸を放浪してたらいつの間にか一文無しで仕事も見つからずデルフォイまでの乗り合い馬車賃すらなくて釣った魚と道端の草を食いながら何とか今朝やっと辿たどり着ついたばっかりなんです。お給料を貰もらって人並みの生活をするというおれの夢を壊さないで！　具体的には偉い人とかに白のレースを見られたって報告しないで！」

「しませんよ」

「本当に！　じゃあ、おれを教師として認めないとか言わない？」

「言いません」

「ありがとうございます！　あ、感謝の気持ちに靴とか舐なめましょうか！」

「本当に舐めそうですからお断りします」

「安定した生活の前には靴を舐める屈辱ぐらいご褒ほう美びだと思うんだよね」

　グレイブは立ち上がり、実に良い笑え顔がおを浮かべて手を差し出した。

「こんなおれだけど、よろしくアリス」

「アリシエルです」

　アリシエルは無表情にしゃらりと長い黒髪をかき上げ、差し出された手を無視した。

「私の剣を見切ったのは、あなたが二人目です」

「うん？」

「ましてや無刀取りとは本来仕掛け手と受け手が呼吸を合わせて行う演舞用の技、流派開祖剣神レガリアすら実戦で使ったことはない絶技。だから、剣で山を切った、海岸を入り江に変えた、そんな逸話を百聞くよりも、よくわかる」

「少なくとも剣の腕だけは合格を貰もらえたってことかな？」

「あなたが、圧倒的な実力差を隠して、勝ちを譲ゆずったということも、よくわかる」

　じっ、と、凍いて付いた瞳ひとみがグレイブを見据えていた。

　目の奥を覗のぞき込こみ、相手の真意を確かめるように──抉えぐるように見詰めていた。

　グレイブは真っ向から刃やいばの如ごとく鋭するどい眼まな差ざしを受け止めて、静かに首を振る。

「それこそ勘違いだ。おれはただ純粋にパンツに心を奪われ負けた。それだけだ」

「……私は剣士です。《英雄》に興味はありません」

「『世界がどうなろうと知ったことじゃない』か、《英雄》候補の台詞せりふじゃないな」

「いけませんか」

「いいんじゃね？　いきなり選ばれて、いきなり世界を押し付けられるんだ。適当じゃねえとやってられんだろ。最悪でも世界が滅ぶだけだ。大したことじゃあない」

「滅んだ後には困るひとが残っていないというだけだと思いますが」

「違いない」

　からからとグレイブが笑う。アリシエルは笑わず、無表情に、ただ見詰める。

「あなたの人格にも趣味にも嗜し好こうにも目的にも何一つ興味はありません。あなたは私より強い、私より強いあなたが、私を強くしてくれるというならそれで構わない。私はあなたに従います──グレイブ先生」

「お……おう、先生と認めてくれたのは嬉うれしいが、ちょっと怖いぞおまえ。何でそこまで強くなりたいんだ」

「剣士が強さを望むのは当たり前です」

「当たり前、ね、おれはそう思わないがな」

　どこまでも淡々とアリシエルは感情の混ざらぬ凍て付いた瞳で告げる。

　しかしグレイブはその言葉にどこか思い詰めた、欺ぎ瞞まんのようなものを感じずにはいられなかった。それを指摘したところで出会ったばかりのグレイブに胸の裡うちを曝さらけ出してくれるはずがないこともまた理解していた。

　灰色の髪をわしゃりと搔かき、グレイブは首を振る。

「まあ、良いさ。まだ会ったばかりだもんな」




「うわあああああああああ、う、動かないで下さいなのですよぉおおお！」




「って、今度は何だ！」

　突然に聞こえた悲鳴に驚き、グレイブは反射的に声がした方向、つまり上を見た。

　清すが々すがしく晴れ渡る春の空、背に光の翼つばさを宿した妖精族の少女が、金色の髪をなびかせ軽く涙目になり、飛ぶというか凄すごい勢いで落ちて来る──丁度、グレイブを目掛けて。

「グリーンのストラーイプッ！」

　顔いっぱいに、グリーンのストライプを受け止めて、グレイブは見事に押し潰つぶされた。

「……ふぅ、びっくりしたのです。発動自体は問題ないのですが、やはり制御に難があるようなのですよ。これは次の魔法実験までの課題なのです」

　何事もなかったかのようにグレイブをクッションにした金髪の少女は立ち上がる。同時に、背にあった光の翼は魔力に分解され光の粒となって消えた。

　寝転ぶ──押し潰された──グレイブを見やり、彼女は可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

「あれ、どうしたのですかグレグレ先生、そんなところでお昼寝なのですか？」












「よ、よう、エミエミ、今のは、なかなか痛かったぞっていうか重かったぞ」

「えいっ、なのです」

　アリシエルが冬の夜ならば、エミエミと呼ばれた彼女は春の太陽であろう。

　ふわふわと柔らかな金色の髪、ぱっちりと大きな瞳ひとみ、幼さを残す愛らしい顔立ちに輝かがやく笑え顔がお、妖精族特有の先端が尖とがった耳──小さな体からは快活さが溢あふれんばかりで、今も、春の太陽のような微笑ほほえみを浮かべてグレイブをげしげしと踏んでいた。

「ま、まあ待てよ、重かったってのもあれだよ、体重じゃなくて、単に尻しりがでかいから──ぐおうふっ、な、何な故ぜだエミリア！　おれはでかい尻も嫌いじゃないぞ！」

「アハッ、まったく美少女に向かって失礼なグレグレなのですよ」

　ようやっとエミエミ──エミリアが、グレイブの上から足をどける。グレイブは立ち上がると灰色の外がい套とうについた青草や土を払い落として肩をすくめる。

「にしても、おまえが使ってたの『聖霊の翼つばさ』か？　ありゃ中位魔法の中でも制御が難しくて実質上級魔法扱い……待て、『翼』の魔法って光の翼が生えたりしたか？」

「そこなのですよ。『翼』の魔法は名前のわりにただ空を飛ぶだけで味気ないのです。だから、わたしは『翼』をもっと素敵にしようと改造魔法を研究中なのです」

「なるほど、確かに光の翼が生えるとか格好良い……見た目以外は？」

「興味ないのです！」

「お、おう」

「でも光の翼の制御が難しいのでもうちょっと扱いやすくはするのです。少なくとも、扱い辛づらいことで有名な『翼』の魔法と同じぐらいには！」

「趣味に生きてんなおい」

「当然なのです、わたしの名前はエミリア・オルトリンデ・フェリックス──」

　ふわり、と柔らかな金色の髪を揺らしてエミエミと呼ばれた少女が地面に下りる。

　尖り耳を元気良くぴこぴこと上下させ、アリシエルと比べて控え目な胸を張り、威い風ふう堂どう々どう、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも無く、誰に恥じることもなくエミリアが宣言した。

「どこにでもいない、世界で二番目の美少女なのですよ！」

「なんだかよくわからないが、とにかく凄すごい自信だ！」

　取り巻きの太鼓持ちよろしく、グレイブが惜しみない拍手を贈る。エミリアは更に自慢気に控え目な胸を張って尖り耳をぴこぴこさせる。

「あと英雄称号《天上に咲く金色の華》、十三人目の《英雄》候補の一人なのです！」

「さすがエミエミ、《英雄》候補ってのをついでみたいに言うとか凄すぎるぜ」

「美少女ですからね！　さっきの改造魔法は美少女らしく『美少女による美少女のための美少女を輝かせる美しい翼』と名付けるつもりなのです！」

「わあ端的に言って最先端過ぎてついていけねえ」

　そんな二人の茶番を冷えた瞳ひとみで眺ながめていたアリシエルがぽつりと呟つぶやいた。

「……グレグレに、エミエミ？」

　妖精族とはエリュシオン大陸に存在する二種類の『ひと』の片割れ、アリシエルやグレイブたち『鉄と石に長たける』人間族と対をなす『魔法と薬草に長けるもの』である。

　尖とがった耳と長い寿命を持ち繊せん細さいで理知的だが閉鎖的な性質……と言われるが彼女はその例外であるらしい、というよりも例外であることをアリシエルは良く知っていた。

「二人とも、知り合いだったんですか」

「ああ！　今朝、学園の前で行き倒れていたおれに朝飯を恵んでくれた恩人だ！」

「はいっ！　あまりにも情けなくて可哀かわい想そうで落ちぶれた風情ふぜいだったので思わず手を差し伸べてしまったのです！　まさかわたしの先生だとは思わなかったのですよ」

「そして今じゃあすっかり友達さ！」

「お友達なのですです！」

　いえーい、と言いながら、二人はお互いの掌てのひらをぱしーんと打ち合わせた。

「そうですか」

　アリシエルは冷めた瞳で二人を眺め、春風に揺れる長い黒髪をしゃらりとかきあげた。




「さて、これで全員揃そろったわけか。改めて名乗っとこう、七年ばかり昔に《英雄》に選ばれて世界を救ったから《英雄》候補の先生をやることになったグレイブヤードだ。趣味は釣り、特技は食える草を見分けること、まあ気軽にグレイブと呼んでくれ」

　そう言って、二人の教え子の顔を順番に見る。

「疑うわけじゃないが、なにせ二人の《英雄》候補が出て来るなんてよくわからん事態だ。まずはお互い、《英雄》に選ばれた証あかしを確認しておきたい」

「はい、グレイブ先生」

「わかりましたですよ、センセイ」

　グレイブが両手を、アリシエルとが右手を、エミリアが左手を、それぞれ掲げた。

　力を込めると、それぞれの手に《英雄》の証たる英雄紋もん章しようが浮かんだ。グレイブは左右の手に一つずつ合わせて二つ。ただし、どちらも色いろ褪あせて擦かすれている。アリシエルとエミリアはそれぞれ一つだけ、しかし見事なほどに力強く鮮明だ。

「よし」

　グレイブは二人の聖霊紋章を確かめると灰色の外がい套とうを翻ひるがえし背を向けた。

　丁度、輝かがやく春の太陽は頂点に達し、真昼──中天の刻ときを迎えようとしていた。

「最初に言っておく、既に状況は最悪の一歩手前だ」

　天を見上げグレイブは静かに語りだす。

「聖霊剣を持った《英雄》だけが、霊魔を倒し世界を守ることが出来る」

　澄み渡る空に陰りはなく、永遠を約束するようにただ青い。

「だが、おれにはもう聖霊剣を扱うだけの力がない。そしておまえたちは《英雄》に選ばれながら聖霊剣を持たない不完全な《英雄》候補でしかない」

　鐘の音が鳴り響いた。

　中天の刻ときを告げる鐘の音が、大聖堂の鐘楼から響き渡る。

　グレイブが肩を震わせていた、遅れて、くつくつと笑い声が聞こえる。

　ぎょっとしたようにアリシエルとエミリアがグレイブを見た。だが、グレイブは彼女たちに背中を向けており、どんな顔をしているのかわからない。

「そして、これが最悪までの最後の一歩だ」

　空が暗黒に染まって行く。

　突如として現れた、戦火の如ごとき赤い禍まが星ぼしが太陽を覆い隠し空を暗黒に染めていた。

「──ッ！」

「──痛っ！」

　暗黒の空と赤い星を目にした瞬間、アリシエルとエミリアは手に激痛を覚えた。

　アリシエルは右手、エミリアは左手。思わず彼女たちは逆の手で手首を押さえ膝ひざをつく。そうしなければ痛みが我慢できず、手が勝手に動き出してしまいそうだったからだ。

「聖霊紋もん章しようが……」

「共鳴、して、いる？」

　グレイブもまた同じ痛みを感じているはずだ。だが、グレイブは拳こぶしを握り締め、尚なおも暗黒の空を見上げていた。くつくつと笑いながら静かに何かを唱となえていた。

「『赤き星が輝かがやき、第一の災厄が蘇よみがえる。

　祖は天の火、狂える霊、悪あしき旅人。

　最初の灯ともし火びであり終わりの業ごう火か。

　即すなわち、炎の暴君──《火天狂霊：燎原の如くに燃ゆるものスピリツト・オブ・サラマンダー》』」

　それは聖霊の言葉を預かりし《時詠みの巫み女こ》が唱えた予言四行詩である。

　グレイブは振り返った。

　アリシエルとエミリアが見上げた。

　二人の瞳には、グレイブが赤い禍星を背負って現れたかのようにすら──




「さあ、授業を始めよう、世界の終わりの始まりだ」




　世界が滅ぶまで──残り零日。






第一日目・後編「聖霊剣の在あり処か」









　最初の《英雄》の友であり師であり偉大なる歴史家でもあった聖ウェルギリウス曰いわく、『聖暦以前、大陸の歴史はひと同士の戦乱の歴史であった』。

　ならば聖暦以後の大陸が紡いで来たのは《英雄》と霊魔による大戦の歴史であろう。

　霊魔大戦と呼ばれる七十年に一度の未み曾ぞ有うの大災厄、大陸の四分の一が焦土と化したことすらもある。それでも、聖霊に選ばれた《英雄》たちは最初の霊魔大戦を含めて十二度に渡り世界を守り抜いた。

　ひとは、種を越えて、国を越えて、七十年に一度の霊魔大戦を乗り越えてきた。




　聖暦七七〇年に勃ぼつ発ぱつした十二度目の霊魔大戦は十二人目の《英雄》、英雄称号《天斬煌刃テンヲキルヒカリノヤイバ》の勝利により終結した。

　大陸は二週間に渡る勝利を祝う祭りを開き、十二人目の《英雄》はどこへともなく姿を消し、ひとはまた七十年の束つかの間まの平和を手に入れたと喜んだ。

　七十年後の大戦に備えるための、七十年の平和──そのはずだった。




　聖暦七七七年、十二度目の霊魔大戦より七年後の現在、第一の月、中天の刻とき。

　暗黒に覆われた空より赤き星が降る。

　巨大な、莫ばく大だいな、膨大な、炎の塊が流星の如ごとくに尾を引いて駆けて行く。

　その先にあるのは一つの都、大陸中央に位置する『教会都市』デルフォイから遠く離れた北の辺境、エトナ鉱山のふもとに位置する『大陸の鉄かな床とこ』小王都キュクロープ。

　大陸最大の鉄鉱石産出地であり、万を超える鉱夫とその相手をする商人、鉄鉱石を鉄へと精せい錬れんする職人、精錬された鉄を大陸各地へと運ぶ交こう易えき商とエトナ鉱山を中心とした経済圏が確立され活気に溢あふれていた。

　燃える赤き流星が、一瞬にして数万人の暮らした石造りの都を飲み込むまでは。

　後には影すら残らず、硝子ガラス状に溶けた大地が広がるばかり。

　そしてキュクロープを焼いた炎は『形』を変えた。硝子の大地の上で炎が収束し、肉体を形成し、赤い禍まが星ぼしが炎の暴君サラマンダーの『形』を取る。

　その『形』は戦火の如き赤い瞳ひとみと流れる溶岩の如き鱗うろこを持つ直立する蜥蜴とかげ。

　その全身は赤い鱗に覆われ、常に魔性の炎によって燃え、そこにただ佇たたずんでいるだけでありながら陽炎かげろうの如く周囲が歪ゆがむ。

　その体長は八メルトルを大きく越え、背筋は緩ゆるく湾わん曲きよくし、前足に当たる両腕は地に触れるほど長く、反面、足は短く太くどっしりとして長い尻尾しつぽと共に巨体を支えていた。

　第一の霊魔、第一の災い、炎の暴君サラマンダーは天を仰いで咆ほう哮こうする。

『時は来たれり──我、始まりの約定において、万物の終しゆう焉えんを宣言する！』

　それは歓喜の声、人間の耳には獣の叫びにしか聞こえぬ戦歌だ。

　サラマンダーが世界を滅ぼす第一歩を踏み出した──瞬間、光の壁が無数に、幾重にも出現し、サラマンダーを囲んだ。

『ほう』

　燃える瞳ひとみがその姿を捉とらえる。サラマンダーから数百メルトルの距離を取りながらも、間違いなくサラマンダーに対たい峙じし、立ち塞ふさがる、純白を纏まとった一千人の騎士たちを。

　彼らこそ教会が有する大陸最大級の武力、聖霊騎士団の最精鋭『栄光の剣隊』。

　純白の軍用僧そう衣いを纏い、銀色の胸きよう甲こうをつけ、腰よう帯たいに長剣と短たん杖じようを差した一千人。その顔は誇りに満ち、死を覚悟したものだけが持つ凄せい絶ぜつな静せい謐ひつを宿している。

　サラマンダーが無造作に腕を振るい光の壁を砕いたが、次の瞬間、光の壁が再構成された。一千人の聖霊騎士による連続再生型大結界魔法──『聖霊の領域』。

『面白い』

　ひとにはただの唸うなり声にしか聞こえぬ言葉で、サラマンダーが笑った。

『脆ぜい弱じやくな壁を幾重にも幾多にも張り巡らし、この我を止めようとしているのか』

　聖霊騎士たちがサラマンダーの言葉を理解できたならば肯定の返事があったかもしれない。しかし、彼等らの間に理解は存在しない。聖霊騎士たちもまた吼ほえた。

「『領域』展開完了！」

「完了！」

「今より六昼夜、我らは『領域』を死守し第一の霊魔サラマンダーを足止めする！」

「サラマンダーを足止めする！」

「我らは『栄光の剣隊』、我らが命は世界のために！」

「我らが命は世界のために！」

　一千人の聖霊騎士による大音声が響き、世界の滅びをかけた消しよう耗もう戦が始まった。




　世界が滅ぶまで──残り六日。




「つーことで、六日だけ、『栄光の剣隊』が文字通り命を張って時間を稼かせいでる」

　ただし、とグレイブは続けた。

「この話は表には出てこない。二人の《英雄》がサラマンダーと戦い、夕刻には勝利の報告がもたらされ、《英雄》の勝利を祝い聖霊への感謝を捧ささげる式典が開かれる──そういう筋書きになっている。六日後に世界が滅ぶかもしれないって不安を与えるより、ひとまずは世界が守られたと安心を与える。そういうことだな」

「そうですか、私には関係のない話ですね」

「嫌な話なのです。理屈が理解できて、それが正しいとわかるからこそ嫌な話なのです」

　淡々とアリシエルが呟つぶやき、エミリアが宝石の瞳ひとみにもやもやとした不満を浮かべる。

　グレイブは一つ嘆息し、灰色の髪をわしゃりとかき視線を眼前の聖大河へ向けた。

「そんなものさ。いつだって、本当のことは闇やみの中だ」

　デルフォイは聖大河の上に築かれた水上都市でもある。都市の四辺は川に接し殆ほとんどに高さ二メルトルほどの堤防が築かれている。三人がいるのはその一角だ。

　普段は住人の憩いこいの場であり、特にこんな心地ここちよい春の昼下がりは多くの住民の姿が見られただろう。たとえば散歩する老人、遊ぶ子供、釣り人にそのおこぼれを狙ねらう野の良ら猫、警けい杖じようを持った巡回警備兵。しかし今は三人の他には誰もいない。誰もが大聖堂に集つどい《英雄》の勝利を願って祈りを捧ささげているからだ。

　滔とう々とうと流れる聖大河、爽さわやかな春風、晴れ渡る空から降り注ぐ陽光。世界の滅びが目前に迫っていようとも自然は何ら関係なくただそこにある。

　ふっ、とグレイブは微笑ほほえみを浮かべて視線を戻し、教え子たちの肩を叩たたいた。

「おれだって、六日後に世界が滅ぶと知ったら間違いなくその足で女湯を覗のぞきに行くね。金があったら全部綺き麗れいなお姉ちゃんのいる店で使うさ」

「馬鹿ですか」

「アハッ、駄目なひとなのです」

　アリシエルの視線と言葉は冷たく、エミリアが可愛かわいらしい顔で毒を吐く。

「でも、それなら先に教えて欲しかったのですよ。驚いてしまったのです」

「そこはまーねー、おれ、これでも元《英雄》で先生だし、信頼の差？」

「センセイがうっかり口を滑すべらせてもどうせ誰も信用しないから、とかなのです？」

「昨日まで住所不定の無職で一文なしだったもんなあ、誰が信用するかっての」

　からからとグレイブは気にした風もなく笑い飛ばし、大仰に肩をすくめた。

「そんじゃまあクビにされない程度に仕事をしよう──聖剣霊装に失敗したんだって？」

　こうして《英雄》による《英雄》候補のための最初の授業が始まった。




「霊魔にはいかなる武器も魔法も通じない。奴やつ等らは例外なく『魔装』と呼ばれる結界をその身に宿しているからだ。たとえば第一の霊魔サラマンダーが纏まとうのは『業ごう火かの魔装』、その身に干渉する全すべてを焼き払い、そこに存在するだけで世界を焼き尽くす」

　聖ステュークス大河に臨のぞむ堤防の上で三人は、車座に腰を下ろしていた。グレイブはあぐらをかいたまま、教師に相応ふさわしい落ち着き払った口調で二人の教え子に語っている。

「唯一、《英雄》の持つ聖霊剣だけが霊魔の『魔装』を貫ける。聖霊剣は《英雄》の心より創つくり出されるが故に一つとして同じ形を持たぬ剣、《英雄》の力の証あかしだ」

　そして。

「聖霊剣を創る《英雄》の魔法を聖剣霊装と呼ぶ……ここまでは理解しているよな」

「はい、知っています」

「なのです、手に紋もん章しようが浮かぶと同時にそういう知識が一気に流れ込んで来たのですよ」

　アリシエルとエミリアは真剣な面持ちで、行儀良く背筋を伸ばし膝ひざをつけている。

　グレイブは頷うなずき、ううむと、心底から不思議そうに首を捻ひねった。

「で、その聖剣霊装に二人揃そろって失敗したから、おれが先生やることになったわけだ」

「……」

「本当に気まずかったのですよ。特にわたしなんて魔法なら絶対に失敗しない自信があったのに、教会の偉い人たちのまえでまさかの聖剣霊装失敗なのですよ」

「けどなあ……聖剣霊装って普通は失敗しないんだよ。確かに最初の一回はこつがいるけど、何てーの、聖霊の後押し？　みたいなのがあって無む理り矢や理り成功させられるからな。水に浮かぶこつみたいなもんで最初の一回さえ成功したら二回目からは楽になるんだ」

「後押しのようなものは感じられませんでした」

「じゃあ一回、手本にやってみるか」

　言うなりグレイブは立ち上がった。

　不吉とされる灰色の髪、灰色の古びた外がい套とう、大きく腕を振るい、肩を回す。

　聖霊剣を扱う力は残っていない、と他ならぬグレイブが言っていた。二人の教え子は無論それを覚えていたが、疑問を挟むより先にグレイブは聖剣霊装を始めていた。

　というか、終わらせていた。

「聖剣霊装」

　グレイブの両手に色いろ褪あせた聖霊紋章が浮かび淡く輝かがやく。片足を前に出し半身になり、左腰に剣が存在しているかのように、右手はそこにない剣の柄えを握り、左手がそこにない剣の鞘さやを握る。

「瞬またたけ──《無明：カガセオ》」

　名を呼び、グレイブは、そこになかったはずの剣を抜き放った。

　無明の名を冠かんせられた輝く光の剣が、グレイブの手に握られていた。

「はい出来た」

　立ち上がり、剣を抜くまで、鼓動十回分もなかっただろう。

「……簡単ですね」

「え、もう終わっちゃったのですか」

「要するにこれって『剣を抜く』だけの魔法だぞ。すぐ使えなくてどうするんだよ」

「道理です」

「そんな簡単な魔法に失敗してるわたしたちっていったい何なのですか？」

「さてね、ま、考えるのはこれからだ」

　グレイブは飄ひよう々ひようと肩をすくめると自身の聖霊剣カガセオを眺ながめた。

　英雄称号《天斬煌刃テンヲキルヒカリノヤイバ》、最速の剣士と呼ばれた十二人目の《英雄》に相応ふさわしく、光を形にしたような、輝かがやきを剣にしたような、澄み渡る透明な──美しくすらある刃やいば。

　その剣には厚みというものが存在せず、振ればその軌跡に光だけが残る。

「光に届くものはなく、光に触れるものはなく、光を阻はばむものすらもなく、全すべては無意味に切り裂かれるのみ、我が刃は輝ける死の先触れなりて──」

「──ッ」

　次の瞬間、グレイブは光の刃を振り下ろしていた。

　同じ瞬間、アリシエルが腰を浮かせ光の剣を挟み受けようと両腕を伸ばしていた。しかしそれはグレイブが見せた無刀取りと比べあまりにも迂う遠えんであった。

「その剣も今はおれと同じ、力を失ったなまくらの張りぼてだ」

　光の剣がアリシエルの髪に触れて砕けた。

　星ほし屑くずのように、硝子ガラスのように、砕けて散って後には何も残らなかった。

　グレイブが肩をすくめる。

「外側だけで芯しんがない、剣の形をしているだけで心しんがない。なんてな」

「……」

　無言のままにアリシエルはじっとグレイブを見詰めていた。再び吹いた風が、彼女の長い黒髪を静かになびかせていた。

　エミリアもまた大きな瞳ひとみを更に大きく丸くして驚いていたが、

「こらセンセイっ！　駄目なのですよ、いきなり女の子に切りかかるなんて！」

　いきなり立ち上がり、腰に手を当て白い制服の控え目な胸を反らしてグレイブを睨にらみ付けた。恐らく当人は精一杯威圧感というか怒っています感を出そうとしているのだろう。

「あ、うん、悪い。けど、おれが力を失ってるから聖霊剣も力がなくてだな……」

「そういう問題ではないのです！　まったくもう、ちょっと見直したと思ったらこれなのですから。きちんとアリシエルさんに謝ってくださいなのです！」

「えーと……ごめんなさいアリス。次から切りかかるねって言って切りかかります」

「なのですよグレグレ、ちゃんと事前に言ってから切りかかるのです」

　どうにも納得がいかない顔つきながらグレイブはぺこりと素直に頭を下げた。

　エミリアが満足そうに控え目な胸を張り、頷うなずくように尖とがり耳を上下に動かしている。

「……アリシエルです。悪いと言うならば隙すきがあった私が悪いだけです。師との稽けい古こは常にそうでした、稽古の外ですらも」

「殺さつ伐ばつとしてんなあ、おまえの師匠って自分の爺じいさんなんだろ」

「私は剣士です。血縁の有無など関係ありません。戦い、勝ち、強さの糧とする。それが剣士の全すべてであり、他に価値はない」

「怖いねえ、筋すじ金がね入りの剣士って奴やつは」

　今度はグレイブが呆あきれたように言い、気を取り直すように肩をすくめた。

「とりあえず今度はおまえらの番ってことで聖剣霊装やってみようか」

「はい」

「わかりましたなのですよ！」

　グレイブが再び腰を下ろし、入れ違いにアリシエルが立ち、エミリアは足を崩して座る。

　アリシエルは緩く拳こぶしを握り胸の前で縦に重ね合わせ、剣術の基本的な構えの一つ、『祈りの構え』を取る。エミリアは崩した足をいわゆる胡坐あぐらの姿勢に組み背筋を伸ばし掌てのひらを重ねてヘソの上に置いた。こちらは魔法の修練に用いる瞑めい想そうの姿勢だ。

　剣と魔法の差はあれど、共に十五歳という年齢に見合わない見事な熟じゆく達たつぶりであった。

　アリシエルとエミリアはそれぞれ右手と左手に刻まれた英雄紋もん章しように意識を集中させる。

「聖剣霊装──」

　二人が同時に呟つぶやき、二つの紋章が淡い輝かがやきを宿した。

　今、二人の胸中には、広大な水面みなもが浮かんでいる。

　すぐ傍そばを滔とう々とうと流れる聖ステュークス大河のように、深く、静かに、澄み渡り、その奥底は見えない。

　聖霊剣は《英雄》の心の剣。深しん淵えんを宿した水面の奥に剣を求め、意識を沈める。

　いつの間にか風も止まっていた。さやさや、さやさやと聖ステュークス大河の流れる音だけが微かすかに響いていた。

　ぱしゃん、一匹の魚が水面に跳ねて、二人は同時に目を開ける。

　アリシエルの紋章が黒く輝いて胸の前で黒い光が明滅していた。

　エミリアの紋章が金色に輝いて胸の前で金の光が明滅していた。

　氷の目が、無む垢くの瞳ひとみが、自らの前に現れた輝きを見詰めていた。

　それは剣になる前の彼女たちの心そのものが発する輝きだ。

『《英雄》よ剣を取れ！　その身命を賭とし世界を守れ！　それが汝なんじが使命なり！』

　二人の耳に、否いや、心に、鼓舞するかの如ごとき何かの声が響く。

　びくん、と、二人の手、聖霊紋章を宿した手が震えた。

　何かに、無む理り矢や理りに、動かされるように二人は己が輝きに手を伸ばし──剣を取った。

　だが、そこまでだった。

　アリシエルの黒い輝きは細身で反りのある長剣となった。

　しかし黒い剣は彼女が触れた瞬間、硝子ガラスのように砕け散ってしまった。

　エミリアの金色の輝きは剣の形にすらならなかった。

　彼女の手をすり抜けるように、無数の金色の羽となって空へ舞い上がり消えた。

「なるほど、ここで失敗するわけか」

　グレイブが呟つぶやくと、急に強い風が吹いた。

　アリシエルの黒く長い髪が、エミリアの柔らかな金色の髪が風に大きく揺れなびき、二人はぐったりとへたり込む。よく見ればその額には汗が浮かび息も荒い。

　極度の集中から来る消しよう耗もうだ。

「はあ、はあ……くう」

「もうちょっと、って感じはするのですよ、でも最後で剣が暴あばれるのです」

　グレイブは二人の教え子が呼吸を整え立ち上がるのを待ち──真剣な声で、告げる。

「よし、釣りでもするか」

「……は？」

「……です？」

「よく考えたら、おれって聖剣霊装のやり方はともかく、失敗した場合の対処法とか知らないんだよ。実際おまえらが何で失敗してるのかもさっぱりわからん」

「…………は？」

「…………ですぅ？」

「だからって先生辞めた、じゃあまりに無責任だ。給料も貰もらえない。そこで、とりあえず釣りでもして気分を変えようじゃないか──と、いう意味だ。我ながら名案だな」

　一人で納得したように頷うなずくグレイブ。ぽかんとしている教え子二人。

「先生、頭は大丈夫ですか」

「そ、想像を絶する駄目教師だったのですよ……何なのですか、このひと」

「甘いな。おまえたちは、まだ、おれを買かい被かぶっている。おれの本当の駄目っぷりはまだまだこれからだぜ！　フハハハハハハハハ！」

「勝ち誇られても困ります」

「アハッ、それならグレグレ別にいらないのですよね。住所不定無職に逆戻りなのです」

「フハハハハハハハ…………まあ待て、安心しろ」

　解かい雇この危機に凄すさまじい焦りを浮かべ、グレイブは古びた灰色の外がい套とうの内側から三十セルチほどの棒切れを三つ取り出す。一本ずつ教え子に渡して、自分は手首を使い棒切れを軽く振った。すると棒切れはするすると伸びて一本の見事な釣つり竿ざおになった。

　グレイブは心なし自慢気な顔つきをして言う。

「ちゃんと、釣竿は三人分用意してある。針と糸もな！」

「……」

「だからどうしたのですか？」

「えっ！　この釣竿って結構上等な奴やつなんだぞ！　明日のめしに困っても売らなかったんだぞ。それにデルフォイの聖大河釣りと言えば釣り人が一度はやってみたいと思う憧あこがれの釣り場。しかも世界が滅びかけてるおかげで貸切状態だ！」

「知ったことじゃねーのですよ！　あ、もしかして授業が聖大河の傍そばだったのって！」

「隙すきあらば釣りをするためだ！」

「センセイは釣りと世界とどっちが大事なのですか！」

「釣りだ！」

「このひと頭おかしいのです！」

「けど、釣りよりおまえたちが大事、だって先生だからあああああああああ！」

「信用できないのですぅうううううううううううううううう！」

「質問があります」

「おう、どうしたアリシエル」

「餌えさは何を使うのでしょうか」

「アリシエルさぁぁぁぁん！　何でいつの間にか準備万端なのですかぁぁぁぁぁぁ！」

　二人が怒鳴りあっている間に、アリシエルは竿を伸ばし針と糸を結び終えていた。

　グレイブはまた外がい套とうの内側に手を入れ灰色の粉が詰まった小瓶を取り出す。

「今回はこの練ねり餌えを使おうと思う。そのまま撒まき餌えにもなるから便利だ」

「わかりました」

「ア、アリシエルさん、実は、釣りがお好きだったのですか？」

「いいえ、剣の修行以外はやったこともありません」

　答え、凜りんとして凍いて付いた、研とぎ澄すまされた刃やいばの眼まな差ざしで彼女はグレイブを見据えた。

「私は先生を信用していません。ですが、先生の強さだけは信用しています。先生の考えは理解できません。釣りなど無意味にしか思えません。ですが、私は、強くなるために先生に従うと決めました──何をされようとも、何をしようとも、私は剣士として、必ず、あなたを超える、打ち倒す」

「だから怖いよおまえ！　もうちょっと適当に生きろよ！」

「センセイはむしろ適当すぎるのですけれど、確かにセンセイをクビにしたところであてがあるわけでもないのですよねえ……」




　こうして元《英雄》と《英雄》候補の三人は世界の滅びを放ほうり出して釣りを始めた。

　聖大河は深く、広く、水が澄んでいる。そのために魚影が濃く、魚は多く、中にはかなりの大物──ヌシと呼ばれる大魚もいる。初心者から上級者まで楽しめる便利な釣り場だ。

　経験者のグレイブと未経験者のアリシエルとエミリアが堤防に並んで座り、糸を垂らし。

　よくある話だが、一番釣りを満まん喫きつしているのは一番反対していた彼女だった。

「アハッ！　また釣れたのですよ！　やはり魚も美少女がわかるのですね！」

「くっ、おれはまだ一匹も釣れていないというのに！　せめて、晩めし用ぐらいは！」

「大丈夫なのです、わたしが釣った魚はセンセイに差し上げますのですよ」

「ぐぬぬ、勝ち誇りやがって」

「ふふーん、この調子なら釣りでもすぐにセンセイなんて追い抜いてしまうのです」

「甘いぞエミリア、真の釣り人は釣れないことをも楽しめてこそだ。釣れることに喜んでいるおまえは、まだまだ、腕の良い初心者さ」

「アハッ、負け惜しみにしか聞こえないのですよーだ」

「……」

　対照的にアリシエルは静かだ。

　エミリアほどではないが釣ちよう果かはあり、淡々と何の感慨もなく釣りをしている。

　彼女は釣果にこだわらず、春風に長い黒髪を揺らし、ただ、滔とう々とうと流れ続ける聖大河の流れを見詰め耳を澄ます。自然、瞑めい想そうのように、彼女の心は聖大河の裡うちへと沈んで行く。

　川の流れに合わせ、取り留めのない思考と記憶が思い出すわけでもなく流れて行く。

『アリスちゃん──強く────それ──がお母かあさんの──』

『やはり──天才──剣の申し子──』

『化け物──恐ろしい──────子供のくせに──』

　無む為いに、無意味に、流れて行く。

『──がない、──形──てな』

『外側────、剣の──だけで──ない──』

『──だけで──、──している──心──』

　ふ、と、引っかかったグレイブの言葉が突然、彼女の中で自身の聖霊剣と結びついた。

『外側だけで芯しんがない、剣の形をしているだけで心がない。なんてな』

　力を失い、外側だけの、空くう虚きよな剣であるグレイブの聖霊剣カガセオのように。

　黒い輝かがやきより作り出されたアリシエルの剣もまた、硝子ガラスのように砕け散った。

「……釣りも、馬鹿に出来ないものですね」

「お、なんだ、アリシエルも釣りに目覚めたか？」

「違います」

　アリシエルが釣つり竿ざおを置き立ち上がる。川沿いに吹く風にしゃらしゃらとなびき揺れる長い黒髪を指先で押さえ、彼女は凍いて付いた瞳ひとみで空を見上げた。

「私の聖霊剣には──心しんがない」

　感情のない声で呟つぶやき、視線を下ろし、隣に座るグレイブを見る。

「先生と同じです」

「ああ……なるほどね」

「教えてください。先生の聖霊剣は、力を失う以前の、《英雄》であった頃の先生は、何が心の中にあったのですか。先生の『強さ』はどこにあったんですか」

「聖霊剣は心の鏡かがみだ。同じ聖霊剣は二つとない。おれの真ま似ねをしても、おまえの役に立つとは限らない。それは、わかるな」

「はい、理解しています」

「おまえには無理だ」

「構いません、教えてください」

「……やれやれ」

　わしゃりと灰色の髪をかき、グレイブが立ち上がる。

　晴れ渡る春の空を見上げ、どこか遠い目をして首を振る。

「大して立派な理由でもないぞ」

　視線を空から、アリシエルに。

　長い黒髪、凍いて付いた瞳ひとみ、凜りんとした刃やいばのような、終わらない冬のような少女を見詰め。

　グレイブは、七年前、己が満たされていた頃の、力ある《英雄》の顔をして言った。

　揺らがぬ、確固とした、誇りと信念を持つ、強い男の顔をして言った──




「恋をしていた」




　アリスもまた言った。




「なら、私も恋をします」




　世界が滅ぶまで、残り六日。

　彼女が恋をすると決めた、最初の日。




「私は、あなたに、恋をします」




　アリシエルはグレイブの肩に手を置き、自ら、その身を寄せた。

　長い黒髪、凍て付いた瞳、凜とした刃のような、終わらない冬のような少女は──

「──恋とはこういうことですよね」

　少しだけ背伸びして、己の恋を証明した。

　彼女の唇くちびるは、その冷たさとは裏腹に、ひどく熱かった。

　心臓がたっぷり、十は、鳴っただろう。ようやくアリシエルが身を引いた。

　グレイブは完全に言葉を失い、凍りついたように動かない。

　頭の中が真っ白になっているのだと見ればわかった。エミリアも、ただでさえ大きな瞳を更に大きく見開いてぽかんと二人の姿を見ている。












　アリシエルだけは唯一、何も変わらず、凍いて付いた瞳ひとみは揺らぐこともなく──

「ええと……」

　顔が真まっ赤かになっていた。

　そっと細い指先で唇くちびるを押さえて、はにかみ、俯うつむく。

「……恥ずかしいものですね」

「当たり前じゃああああああああああ！」

　思わずグレイブが叫ぶ。

「一体何がどうしてこうなったんだ、ちょっと落ち着──けっとうわおっ！」

「落ち着くのですよアリシエルさん！」

　叫ぶグレイブを横合いから遠慮なく突き飛ばしてすっ転ばせ、エミリアが詰め寄る。

「恋はそんなに簡単なものではないのです。しかも相手はかなり駄目教師な予感しかしないグレグレなのですよ、もっと自分を大切にするのです！」

「私は剣士です。恋の相手など誰でも構いません。強さのために魂でも売りましょう」

「だったらわたしがアリシエルさんの恋人になるのです！　絶対にグレグレよりアリシエルさんを幸せにしますのですよ──っていうか、そこで突き飛ばされてすっ転んだのを幸い地面に這はい蹲つくばってパンツを覗のぞこうと必死で匍ほ匐ふく前進しているグレグレに負けるわけがねーのです！」

「ぬぅ、しまった気付かれた！」

「気付かれないわけがねえのです！　です！　ですぅ！　でっすぅううう！」

「くっ、あともうちょっと！　だった、のにっ、のにぃいいいい！」

　エミリアが足元まで這はい寄って来るグレイブを追い払おうと踏んづける。だが、グレイブは堤防の上を転がり華か麗れいにそれを避よける。むきになったエミリアが、更に何度も足を振り下ろすのだが。

「ちょ、ちょこまと逃げやがるのですよ！」

「ふはははははは遅い、遅いぞエミリア、そしてさっきからパンツが見えているぞエミリア、おれの前で無む闇やみに足を上げるもんじゃあなかったっ──あ」

　ばっしゃーん、と。

　転がりすぎたグレイブが、聖大河に落っこちて派手な水みず飛沫しぶきが上がった。

　それも僅わずかな時間、聖大河は再び何事もなかったかのように悠々と流れ、空は青く、風は優しく。

　春の日差しが、静かに降り注いでいた。

「アリシエルさん、本当に、恋の相手がセンセイで良いんですか」

「……言わないでください」

　しゃらりと長い黒髪をかきあげて、アリシエルは首を振った。

《英雄》と《英雄》候補の初日は結局、釣りをするだけで終わってしまった。




　夕暮れと共に学園へ戻った二人の《英雄》候補は──義務として──大聖堂の祝勝式典に参列し、多くの人々は第一の霊魔は倒され世界は最初の滅びから守られたと信じた。

「茶番ですね」

「茶番なのです、でも、それで安心するひとがいるならばやる意味はあるのですよ」

　儀礼と形式で演出された式典が終わり、町では勝利を祝う祭りが始まる。




　祭りが始まった夜のこと。全すべての喧けん騒そうから切り離されたように静かで暗い学園の裏庭では二人の男が小さな焚たき火びを囲んで座っていた。

「懐なつかしい匂においだ……今は、グレイブヤードだったか」

「懐かしいだろうともさ、故郷の味だ。グレイブで良い」

　焚き火の周囲を囲むように石を並べて簡単な炉ろを創つくり、その上に鍋なべを置いてぐつぐつと昼に聖大河で釣ったばかりの魚を煮込んでいた。海を連想させる潮の匂いがしていた。

「釣った魚を適当に捌さばいて、頭も骨も身も、内臓以外は全部、海の水で煮るだけの漁師鍋、おれたちが釣りをした後は必ずこれだったな」

「海の恵みの力なのだろうな、それだけで美う味まい」

「今回はただの塩水だけどな」

　一人は灰色の髪に灰色の外がい套とうの男、言うまでもなくグレイブだ。

　もう一人はこの人気もなく暗い裏庭には似合わない、立派な身なりをしていた。

　グレイブよりはやや年上、三十手前程度であろう人間族の男性、一つの聖なる霊を象しよう徴ちようする色である純白の僧そう衣い。肩には教会司教の地位を示す金糸で縁取りされたケープをかけ、腰には騎士団本部副指令の証あかしである指し揮き杖じようをさしている。

「それで聖霊教会司教にして聖霊騎士団本部副指令、聖ウェルギリウス学園特別顧問のジョージ・アーカンシー殿が、こんな住所不定無職に何の御用でしょうかな」

「嫌いや味みな言い方をするな」

　僧衣の青年──ジョージが嫌そうに顔を歪ゆがめ、グレイブがくつくつと愉快気に笑う。

「いやいや実際に大したもんだろう。その若さで司教なんだからな」

　聖霊教会における司教は国家で言うところの国務大臣に匹敵する地位である。ジョージの場合は腰の指揮杖が示すように騎士団──軍事担当だ。聖霊教会が大陸中に騎士団駐屯所を持つことを考えれば国務大臣以上と言っても過言ではない。

　あらゆる意味で二十代の若造が到達できる地位ではない、だが、グレイブが知るジョージはあらゆる意味でただの二十代の若造ではない。

　限りなく完かん璧ぺきに近い男だ。

　我慢強く、公平であり、責任感が強い。

　教典の知識は学者顔負け、剣の腕は騎士にも並ぶ。貴族でこそないが、いわゆる地方の名家の生まれであり広い人脈とかなりの財力を有している。

　この男だからこそ、間に合った。

　キュクロープからの住民脱出も、サラマンダー出現に合わせた大結界の準備も、《英雄》候補のために六日の時間を稼かせぐという無む茶ちやも現実にした。少なくともグレイブはそう思っている。

　唯一──彼に、欠けているものがあるとするならば。

「……ところでジョージ、また、ちょっと薄くなったか？」

「余計なお世話だ！　もしそうなっていたら半分はおまえのせいだ！」

　頭髪、ぐらいであろう。

　まだ二十代の若者でありながら、その頭部だけは、悲しいぐらいに不毛であった。特に頭頂部から後頭部にかけてが悲惨である、まばらな草むらが残っているのがより一層その侘わびしさをかき立てる。

「おいおい、友だちの危機に駆けつけた人情溢あふれる男に向かって酷ひどい言い草だな」

「うるさい！　おまえこそ生きているなら連絡ぐらいしろ。七年も行方ゆくえ不明になりやがって故郷にはおまえの墓まで建ってるんだぞ！　ぼくも金を出した！」

「ああ、さすが《英雄》の墓だけあって立派だったな。あんなでかい白しろ雪ゆき石いしの墓なんて初めて見た。聖ウェルギリウスの墓にも負けてない。おれも花を供えて来た」

「自分の墓参りをしてどうする！」

　グレイブが大きな木の匙さじで鍋なべの具合を確かめた。食べ頃の煮え具合だった。鍋の中身を、同じく木の椀わんに二人分、たっぷりの煮汁ごと注ぐ。

「おいジョージ、頭は食うか」

「当たり前だ。頭を食べるから美う味まいんだろう、あのちゅるんとした目玉も、旨うまみが詰まった頰ほおの肉も、絶対に渡さんぞ」

　鍋に入れる前に魚は丁寧に洗う。だから汁は殆ほとんど透明に近く澄んでいて、表面に魚から出た脂が多少浮かんでいる程度だ。漁師鍋に余計なものは何も入れない。

　木の椀から、白い湯気と魚の出だ汁しの匂においが立ち上る。

　グレイブとジョージは二人揃そろって、まず椀に直接口をつけて汁を飲んだ。

　途端にグレイブが叫ぶ。

「熱っ！　ああ、くそっ、これだよ！　この熱さが美味いんだよ」

「全くだ、腹の底から温まる。寒い夜はこれだな」

　ジョージもまた口をはふはふとさせながら楽しげに同意する。












　そして二人は背中を丸めて汁を啜すすり、魚の白い身を食べ、骨をしゃぶり、目玉を穿ほじくり出だしてちゅるんと飲み込んで、あっと言う間に椀わんを空にした。

「まだ食えるよな」

「霊魔対策に忙しくて夕食をとっている暇もなかった」

「大変そうだな」

「大変だとも、七十年かけて備えるはずだった次の霊魔大戦が僅わずか七年で始まってしまったんだぞ。やっと七年前の大戦で破壊された町の再建が終わってこれから備蓄を始めるところだった。ひとも物も金も何もかもが圧倒的に足りない。キュクロープを脱出した住民たちの行く場所もない。現地でサラマンダーを相手に大結界を張っている聖霊騎士団にすら満足な補給を与えられない」

「六日は、持つんだろうな」

「持たせる。だが、厳しい。糧りよう食しよくはともかく霊薬が不足している。こんな時でも西の妖精王国はいつものだんまりだ。いや、東も同じだ。教会も、誰もが自分の懐ふところを痛めず相手に多く出させようと必死になっている。くそっ、何が『長老会議』だ。大戦への備えを円滑に行うため、国を越え大陸が団結するための会議じゃなかったのか。世界の滅びは目の前にあるというのにどこもかしこもばらばらだ」

「霊魔大戦に負ければ世界は滅ぶのに出し惜しみか。まあ、そんなものだろうさ」

「すまない、愚ぐ痴ちを言ってしまった」

「気にするなよ。ほれ、でかい方の頭やるからたっぷり食え」

　そのまま二杯目に手を出し、結局、二人は魚を六匹も使った漁師鍋なべをあっという間に全部平らげてしまった。鍋は空っぽに近く底に僅かに汁が残っているだけだ。

　ほう、と二人は長く幸せそうな、満ち足りた息を吐いた。

「美う味まかった」

「ああ、美味かった」

「さてと、食うもの食ったし本題に入れよ。アリシエルとエミリアのことか？」

「……まあ、そうだ。悪いな、七年振りだというのに仕事の話ばかりで」

「お互い様だろ。あの二人が聖剣霊装に失敗してるのは確認した。原因は思い当たらないし、対処法はさっぱり思いつかんが、まあ、何とかなるだろう」

「つまり、何とかする方法は見つけているということか。なら、ぼくが口を挟むことでもないな」

「これだから、昔馴な染じみはやり辛づらい」

「それこそお互いさまだ」

「そうだな、しかし、おまえも気苦労な性た質ちだ。わざわざ自分で聞きに来るんだから」

「仕方ないだろう、七年で始まってしまった霊魔大戦に二人の《英雄》候補。今回の霊魔大戦は予定外が多すぎる……『長老会議』が、おまえの教師就任を承しよう諾だくした理由を忘れていないだろう？」

「勿もち論ろん、覚えているよ。聖霊紋もん章しようを持ちながら聖霊剣を持たない二人の不完全な《英雄》候補を《英雄》として鍛きたえ上げること、そして──見極めることだ」

　アリシエルとエミリア。

　例外の塊のような霊魔大戦の中でも、人じん妖よう側が特に注視せざるを得ない例外。

　一人であるはずの《英雄》が二人現れた。

「たとえば二人のどちらかが偽にせの《英雄》候補だという可能性がある。たとえば二人が不完全な《英雄》で聖霊剣を使いこなせず暴走する可能性がある。たとえば二人が仲なか違たがいをして自滅する可能性がある。だから、おれに見極めさせる」

　馬鹿馬鹿しいとグレイブが鼻を鳴らす。

「保身以外にやることのない老人が思いつきそうなことだ。おれは好きにさせて貰もらうぞ」

「わかっている。ただ、あのお二人に関しては出来る限り丁重に扱ってくれ」

「丁重に、ね。また随分と良い扱いじゃないか。お姫さまじゃあるまいし」

「…………もしかして知らないのか、二人とも立派なお姫さまなのだが」

「…………え、何それ怖い、全然知らない。お姫さま？」

「アリシエル・クーデライト、継けい承しよう権を持たない故に王族名こそないが、人類王連盟国ヘファイストス大公爵『盟主王』ハルドベルドの第十八子だ」

「大公爵って大陸の東半分の支配者の娘じゃねえか。マジかよ、パンツ見ちまったよ。おれはてっきり、ただの剣術が達者な小娘だとばっかり……」

「パン……いや、ぼくは何も聞かなかった。確かに剣術は達者だろう、大王都最大の剣術道場、貴族でこそないが、近衛このえの名門と呼ばれる剣神レガリア流道場の娘だ」

「……道理で十五歳のガキが、あんだけぶちぬけて剣士として出来上がってるはずだ」

「エミリア・オルトリンデ・フェリックスは名前を聞けばわかるだろう、西の妖精王国ヘカテリオンの姫だ。きちんと継承権もある、下へ手たなことをすれば外交問題だ」

「こっちは気付こうぜおれ、名前が三つある時点で最低でも王族だよなあ。ちょっと独特の信念を持ってる独特の美少女だとしか思わなかったよ。パンツ見ちまったし」

「……魔術研究の分野では聖ウェルギリウス学園を越え、その閉鎖性でも有名なヘカテリオンの三日月館を卒業した筋すじ金がね入りの魔法使い。『微笑ほほえむ魔女』の異名を持ち、噓うそか本当か、在学中に『究極の破壊』とだけ称される魔法を提唱し禁きん呪じゆ指定を受けた、そうだ」

「…………それ、天才って言わない？」

「言うだろうな、話半分に聞いたとしても」

「おいおい、ただの平民の、しかも漁師のせがれが、お姫さまの先生かよ」

「怖おじ気けづいたか」

「最高じゃねえか、先生命令でとても口では言えないようなことさせるわ」

「わかった今すぐ死んで来い」

「冗談だよ。大体、あいつらがお姫さまだからって何が変わるんだ？」

　グレイブは道化めいて大仰に肩をすくめて言葉を続ける。

「十五のガキは十五のガキだよ。身勝手に世界を背負わされただけのな」

「……ああ、そうか、そういうことか」

「何だよ、嬉うれしそうに」

「やっとわかった。名を捨て、己を捨て、死者となったきみが戻って来た理由だ」

　僅わずかに微笑ほほえんでジョージが立ち上がった。

　ふぁさりと、まばらな頭髪を夜風が揺らし、淡い星の光が不毛の頭皮を照らす。

　彼は言った。

「きみは──世界を守る《英雄》を守るために戻って来たのか」

　そしてグレイブは寂さびしげな微笑みを浮かべて答えず、代わりに言うのだ。

「ところで、給料の前借りさせてくれない？」






第二日目・前編「アリスのはじめて」









「強くなってね、アリスちゃん」

　アリシエルは夢を見た。

　いつも儚はかなげに微笑んでいた、今はもういないひとの夢を見た。

　水仕事で荒れた手、穴の空いた稽けい古こ着ぎを繕つくろう背中、薄いスープの味。

　どこか夢を見るような優しい瞳ひとみ。

「私が強くなれば、お母かあさんは喜んでくれますか？」

「もちろんよ、アリスちゃんが強くなって、立派な剣士になって、近衛このえ兵へいになって──お城に──そうすれば──アリスちゃんをお父さんに──お母さんはそれだけが──」

　アリシエルにとっては悲しい瞳。

「わかりました、お母さん、私は強くなります。誰よりも──」




　強くなると決めた、その日の夢。

　呪のろいのように心を縛る、剣を取ると決めた日のこと。

　今はもういない、母との約束。




「おーいアリスー、おれのアリスー、朝だぞー」

「アリシエルです──ッ！」

　驚いてアリシエルは飛び起きた。枕まくら元に置いていた木剣を摑つかみ、寝台の上に片膝ひざをついて鋭するどい視線を周囲に走らせる。見慣れない部へ屋や、一見して上質とわかる絨じゆう毯たんが敷しかれ、天てん蓋がいのついた大きな寝台が用意され、その他の家具もまた全すべて一級品で間違いない。アリシエルはすぐにここが聖ウェルギリウス学園学生寮──通称『塔の館』の最上階の一室だと思い出す。

　大陸最大の教育機関として大陸中から学生の集まる聖ウェルギリウス学園は関連施設もまた巨大である。中でもこの『塔の館』は来歴が少々珍しい。

　他の施設のように生徒の増加に合わせて増築や建て替えを行うのではなく、塔の近くに新しい塔を増やし利便性のために塔同士を廊下で繫つなぎ、結果、高さも材質も色もまちまちの塔の集合体が出来上がった。

　アリシエルは『塔の館』の中心に位置する聖ウェルギリウスが直じき々じきに祝福を施ほどこした最も高く最も美しい第一の純白の塔、そのたった四部屋しかない最上階をエミリアと共にあてがわれた。階下には専用の警備兵が三人も配置されている。

　当たり前だが部屋の中にグレイブの姿はなかった。

　与えられた部屋は彼女が母親と暮らしていた粗末な長屋よりも遥はるかに広いが、それでも、ひとがいれば見落とすはずもなく隠れる場所もない。

　アリシエルは我知らず止めていた息を吐き、豊かな胸を撫なで下ろす。

「疲れているんでしょうか。お母さ──昔の夢を見るなんて」

　木剣を置き、長い黒髪をしゃらりとかき上げる。その手が空を切った。眠る前に長い黒髪を縛って一つにまとめていたからだ。纏まとっているのも落ち着かないほどに肌触りの良い薄絹の夜着だ。アリシエルは微かすか過ぎる苦笑を浮かべ長い黒髪を纏めていた紐ひもを解ほどく。

　しゃらりと、長い黒髪が、薄絹の夜着の上を流れる。

　すっ、と彼女は寝台を出て、壁際に置かれた大きな姿見の前に立つ。

　長い黒髪、凍いて付いた瞳ひとみ、感情の宿らぬ唇くちびる、白い肌、しなやかに伸びた手足。

「私は強くなる。それが約束。迷いはない。私は心ない『剣の申し子』」

　鏡かがみの中の己に向けて誓い、心を凍て付かせ、瞳の奥に閉じ込める。

　迷ったとき、揺らいだとき、彼女はいつもそうして来た。

「そのために──恋をする」

「アリシエルさーん！　朝なのですよー！　朝ごはんにしましょうなのですよー！」

「……」

　結構な音を立ててドアがノックされ、エミリアの声がした。

　アリシエルは気を取り直すようにしゃらりと長い黒髪をかき上げ、ドアを開ける。

「おはようございます。すみませんが、起きたばかりなので少し待って貰もらえますか」

「わかりましたのですよ！　何だったらお手て伝つだいするのです。アリシエルさんの髪は長くて綺き麗れいでお手入れが大変そうなのですし遠慮はいらないのですよ。そうだ、今日は少し髪型を変えてみるのも良いと思うのですよ！」

　凄すさまじい勢いでまくし立てられ、押し切られるようにアリシエルは頷うなずいてしまう。

「……お願いします、髪型はこのままで」

「お任せなのです！」

　エミリアは輝かがやく笑え顔がおを浮かべ白い制服に包まれた控え目な胸をどんと叩たたいた。

　ふわふわの柔らかな金色の髪、宝石のように輝く大きな瞳ひとみ、桜色の唇くちびる、幼さを残す愛らしい顔立ち。今日もエミリアはいつもどおりに可愛かわいらしく朝から元気いっぱいだ。

「今日も良い天気なのですからカーテンなんてさっさと開けてしまうのですよ！」

　そう言いながら、エミリアは部へ屋やに入ると真っ先に勢い良くカーテンと窓を開け──

　アリシエルは長い黒髪を縛っていた紐ひもを解ほどき薄絹の夜着を脱いだ。

　夜着の下には絹の下着だけ。白い肌に朝の風を感じて、長い黒髪はしゃらしゃらと流れなびいて行く──

「よっ、エミエミ、良い朝だな」

「あっ、グレグレなのです、おはようございま…………何をしているのですか？」

　声がして、アリシエルは流れる黒髪を指先で押さえて振り向いた。

　確かに良い朝だった。

　世界が滅びの瀬戸際にあると知らなければ幸せな気分になれそうなほど空は青い。

　そんな美しい青空を背負い、グレイブが窓の向こうにいた。

　不吉とされる灰色の髪に古びた灰色の外がい套とう、塔の外壁、窓枠に腕を乗せるようにして上半身を覗のぞかせている。当たり前だが塔の外壁に足場などなく、グレイブの数十メルトル下には硬い地面が広がっており落ちたら死ぬ。

　エミリアが大きな瞳を更に大きく丸くしてあんぐりと口を開けていた。

　柔らかな金色の髪が風にふわふわと揺れている。

「あれ、え、ここ、塔の一番上なの、ですよね？」

「全く学園の警備はどうなってるんだ？　教師が教え子に会いに来たってのに下の警備兵ときたら『許可のない方はお通しできません』しか言いやがらねえ。仕方ないから壁を登って来たんだぜ？」

「警備兵は正しく自分の仕事をしただけだと私は思います」

　薄絹の夜着を片手に持って体の前を隠し、アリシエルは冷えた眼まな差ざしでグレイブを見た。

「グレイブ先生、誰が、あなたのアリスですか」

「お、ちゃんと聞こえたか。あれ、おれが自分で改造した魔法なんだぜ」

　よっこいしょ、と年寄り臭くさい掛け声と共にグレイブが窓枠を乗り越え部へ屋やの中に入って来た。相変わらず大したことのない顔だが今は心なし自慢気な微笑ほほえみを浮かべている。

「『聖霊の声』を改造して特定の場所にだけ自分の声を届けるって魔法を作ったんだ。これなら窓の外からでもアリスの耳元におれの甘い囁ささやきを届けることも出来る。ふっ、おれはこの改造魔法に『ひみつだよ☆すてきな先生とのないしょばなし』と名付けた」

「……アリシエルです」

「えーとセンセイ、残念なお話なのですけれど」

　アリシエルは山ほど言いたいことがあるのを飲み込んで無表情に呼び方の訂正だけする。一方でエミリアの方は、珍しく、少しばかり言いい辛づらそうにして言葉を続けた。

「もう、似たような魔法がいっぱい認定されてるのです」

「え？」

「『空耳』、『遠とお彦ひこ』、『風の声』、他にも色々あるのですが全部『声』の改造魔法です。軍隊で使われている『遠話』とかは改造魔法の改造魔法で中位魔法認定なのですよ」

「そうなんだ……いっぱいあるんだ…………」

　寂さびしげに呟つぶやいてグレイブは肩を落とした。元々覇気のある顔つきではないため、どよんと見事に落ちぶれた雰囲気を漂わせている。

「でもでも『聖霊の声』みたいな低位魔法でも自分で改造するのは凄すごいことなのですよ！　専門の魔法学者でもないグレグレがそれをやっちゃうなんて驚きなのです！」

「だよね！　おれ、すごい！　すごい、おれ！　頑張った！」

「グレグレいえーい！」

「エミエミいえーい！」

　ぱしーん、と高らかにグレイブとエミリアが互いの掌てのひらを叩たたいた。

　アリシエルは凍いて付いた瞳ひとみで二人を眺ながめ、淡々と口を開く。

「結局、先生は何をしに来たんですか」

「おっとそうだ忘れるところだった！　ほら、今、祭りやってるだろ。おまえらがサラマンダーを倒したってことになってるから」

　グレイブは二人の教え子を見て、びしりと親指を立てる。

「折せつ角かくだから遊びに行こうぜ！」

「アハッ、寝言を言ってないで授業しやがれなのですよ」

「わかりました、遊びに行きます」

「アリシエルさぁああああん！　ちょっと予想してたけどアリシエルさぁあああん！」

「私は先生を信用していません。ですが先生の強さは信用しています」

「無意味にしか思えないけど、強くなるためにセンセイに従うと決めているから遊びに行くのですよね」

「はい」

　淡々とアリシエルが頷うなずき、エミリアが頭を抱え、グレイブが肩をすくめる。

「なんだ、エミリアは行きたくないのか？」

「うっ、そういうわけではないのですが」

「祭りは楽しいぞー。いろんな出店が出てるし、大道芸人は集まるし、賑にぎやかだぞー」

「ううっ、た、確かに、お祭りは楽しそうで興味はあるのですけれど。あと五日しかないのですし、聖剣霊装の方を頑張るべきではないのかと思うのですが」

　エミリアの意見もわかる、と、グレイブは深々と頷いた。

「だがな、焦れば良い、根を詰めれば良い、そうじゃないことぐらいはわかるよな」

「それは、はい、その通りだと思うのですよ」

「聖霊剣は二つとおなじものがない心の剣だ。聖剣霊装に失敗する理由はおれにもわからん。だからこそ、同じことをやっていても仕方がない。『新しい土地では新しい水を飲む』って言葉があるようにだ」

　珍しく、真しん摯しな口調で、柔らかな眼まな差ざしで教え子を見詰めてグレイブは語る。

　アリシエルの凍いて付いた瞳ひとみにすら、感心の色が宿っている。

　柔らかな金色の髪をふわりと揺らしてエミリアは頭を下げる。

「すみませんでした、センセイ」

「謝る必要はないさ。確かに、誤解されても仕方がない」

「はいなのです。てっきり、遊びに行きたいけど上のひとにばれたら面倒くさいからわたしたちを巻き込んで授業という形を取って体てい裁さいを整えようとしているのだとばかり」

「……ソンナコトナイヨ、アクマデ、オマエタチノタメダヨ」

「…………グレグレ？」

「………………なんだいエミエミ？」

　じーっ、とエミリアの宝石の瞳がグレイブを見詰める。グレイブはふっと微笑ほほえみ、飄ひよう々ひようとした様子で肩をすくめる。

「そもそも祭りの日に真面目まじめに授業するとか教師失格だろ？」

「お祭りだからってホイホイ授業を休みにするほうが教師失格なのですよ！」

「つうか授業とかクソじゃね？　なんであんなもん存在すんの？」

「ついに自分の仕事を全否定なのです！　美少女もびっくりのやる気のなさなのですよ！　ちょっと見直していきなり見損なったのです！」

「逆に考えようぜ。あと五日もあるし、一日ぐらい遊んでも大丈夫だって」

「ああもう良いのですよ。朝からなんだか疲れたのです」

　グレイブはどこまでも飄ひよう々ひようと笑い、エミリアは諦あきらめたように嘆息した。

「じゃ、そういうことで昨日と同じ裏庭に集合な」

　言うだけ言うと、グレイブは来たときと同じように窓枠を乗り越えて出て行った。

「結局、どうやってここまで登って来たのですかね。アリシエルさ……ん」

　ふわふわの柔らかな髪を揺らし首を傾かしげエミリアはアリシエルの方を向いた。

　アリシエルは備え付けのクローゼットを開けていた。見慣れた純白の制服の他、学園が用意したものの彼女が一度も袖そでを通していない私服、礼服、ドレスの類たぐいが吊つるされている。

「まさか、この平和な学園で、これを使うことになるとは思いませんでした」

　呟つぶやく彼女が摑つかんだのは飾り気がない細身の長剣。続いて、鋼の胸当て、篭こ手て、脛すね当て、鉢金、短剣──クローゼットの中から続々と武具が取り出される。

　さすがのエミリアもきょとんとして宝石の瞳ひとみを丸くした。

「いやいやいや戦争にでも行くつもりなのですか！　行くのはお祭りなのですよ！」

「備えは必要です、何があるかわかりません」

　じゃきんと長剣の鞘さやを払い、刀身を見詰めてその鋭するどさに満足したように一つ頷うなずく。

　アリシエルの凍いてついた瞳は凜りんとして揺るぎなく、迷いもない。

「少なくとも長剣や鎧よろいを使うようなことはないのですけど……あっ」

　ぴこりん、と尖とがり耳が一度大きく上下して、エミリアは悪戯いたずらに微笑ほほえんだ。

「もしかして緊張しちゃってるのですか？　センセイと一緒にお祭りに行くのって、ちょっとデートみたいですもんね」

「デ──」

　がちゃん、と、アリシエルが鞘に収めた長剣を取り落とした。

　図星なのですかと笑いながら言おうとしたエミリアだったが、すぐに気づいた。アリシエルは照れているのでも緊張しているのでもない。戦せん慄りつしているのだ。

　瞳を細め、唇くちびるを嚙かみ締め、ゆっくりと長剣を拾い上げ、アリシエルは長い息を吐いてしゃらりと長い黒髪をかき上げる。

「デート……言葉だけは知っています。あなたに言われるまで気付きませんでした。男と女が遊びに行く、確かにこれはデートです。つまり、私はこれから、先生と、デートをするんですね。この私が？」

「え？　あれ？　アリシエルさん？　もしかして素で武装してたのですか？」

　さすがのエミリアも困惑して宝石の瞳をぱちくりさせる。

　アリシエルは言った。

「言われてみれば、確かに、緊張していたのかもしれません。普段の私ならば木剣を……いえ、街中では目立ちすぎますね。隠し武器を仕込み、鎖を着込む程度にしたはず」

「だから、アリシエルさんは戦争にでも行くつもりなのですか」

「恋は戦争という言葉を聞いたことがあります」

「それは字面通りに受け取るものじゃないのです！」

「……そうだったんですか？」

　きょとんとアリシエルは小首を傾かしげる。ぽんとエミリアが彼女の肩を叩たたき、柔らかな金色の髪を揺らして首を振った。

「落ち着くのですよアリシエルさん、たかがデートなのです」

「私は剣士です。剣も、槍やりも棒も弓も馬も拳こぶしも、武に関かかわるものは全すべて習得しています」

「はい？　知っているのですよ、というか動きを見ていればわかるのです」

「ですが、恐らくあなたは気付かなかったでしょうが、恋に関しては何も知りません。恋をすると大おお見み得えを切りましたが正直に言って困惑しています」

「それも知っているのですよ。むしろどうして気づかれてないと思ったのかが凄すごく気になるのです」

「気付いていたんですね。さすがはエミリア、美少女を名乗っているだけありますね」

「いやあ、それほどの美少女でもあるのですけれどね。ほんの世界で二番目の美少女ではあるのですけれど！」

　褒められるや一瞬で調子に乗りつつ謙けん遜そんの香りも混ぜ、エミリアは柔らかな金色の髪を揺らして威い風ふう堂どう々どうと胸を張る。そんなエミリアを見詰めてアリシエルは頭を下げた。

「あなたを美少女と見込んで頼みがあります。私が正しく恋を出来るように助言をお願いできませんか」

「ですぅ？　えー、美少女と恋は、んー、ちょっと待ってくださいなのですよ。今、頭の中で天てん秤びんにかけるのです」

　人差し指をこめかめに当て尖とがり耳をぴこぴこ、宝石の瞳ひとみを閉じてぶつぶつと呟つぶやく。

「不安要素は恋の相手が駄目な予感しかしないグレグレということなのです。そしてアリシエルさんが、わたしもあまりひとのことは言えないのですけれど相当な世間知らずということ……あ、これは選択の余地がないのです。放置したら何が起きるのかちょっと面白そうではありますけれど、それ以上に危なっかしくて見ていられないのです」

　尖り耳を一度大きく上下させ、閉じた瞳を開き、意を決したように大きく頷うなずく。

「わかりました！　この『世界で二番目の美少女』こと《天上に咲く金色の華》エミリア・オルトリンデ・フェリックス、アリシエルさんの恋が叶かなうように協力させてもらおうなのです！」

「ありがとうございます──」

　アリシエルの言葉をかき消すようにエミリアはぐっと拳を握り更に力強く叫んだ。

「美少女の達人は恋の達人！　美少女の手にかかれば恋の一つや二つ容易たやすいもの！　こうなればグレグレが泣いて喜ぶぐらいに素敵な恋を、一心不乱の大恋愛を！　後には灰も残らないほどの徹底的な大々々恋愛をしてやろうなのですよ！」

「……意味はよくわかりませんがありがとうございます。この借りは必ず返します」

「借りじゃないのですよ」

　エミリアはにこやかに、本心からの微笑ほほえみを彼女に向ける。

「だって、お友達の恋を応援するのは当たり前のことなのですから」

　その言葉にアリシエルが息を吞のんだ。余程に予想外の言葉だったのか、表情にこそ表れないものの凍いて付いた瞳ひとみの奥で何かが確かに揺れていた。彼女は自分を落ち着けるようにまた長い黒髪をかきあげて小さく首を振る。

「……そうですか」

「わたしたちは二人しかない《英雄》候補で、センセイの教え子なのです。でも、そんなことは関係ないのです」

　微笑みを浮かべたままエミリアが一歩アリシエルに近付き、彼女の手をぎゅっと両手で包み込むように握った。

「わたしはアリシエルさんのことを、お友達だと思っているのですよ」

「そう、ですか……友達が出来たのも、初めてです」

「わかるのですよ。子供の頃から修行ばかりで友達を作る暇なんてなかったのですよね」

「どうして、それを」

「わたしもそうだったから、なのですよ」

　戸惑うアリシエルを励はげますように、エミリアは愛らしく無む垢くなる顔にどこまでも優しい微笑みを湛たたえる。

「初恋に初友達、おめでとうなのです、アリシエルさん」

「ありがとう……ございます。そうですね、初めてのことばかりですけど」

　こくりとアリシエルは頷うなずき。

「嬉うれしい、ものですね」

「アハッ」

　花開くようにエミリアが笑った。




「よーしなのです！　今日のデート、必ず成功させるのですよ！」

「はい、あまり先生を待たせるわけにもいきません、着替えようと思います」

「なのです。とりあえず、その絶対に使わない武器と防具を片付けるのです」

　アリシエルは薄衣の夜着を脱ぎ、制服に着替えた、下着姿になり──

「悪い、忘れてた」

　ひょいと、戻って来たグレイブが窓枠から顔を出して二人に言う。

「裏庭に集合って言ったけど急がなくて良いぞ。どうせ祭りは夜まであるし、他の生徒やら教師に捕まると面倒くさいしな。……ふむ」












「……グレイブ先生」

「……本当に、この駄目教師は、狙ねらったようにやって来やがるのです」

　アリシエルからの冷たい視線、エミリアのじとっとしたような呆あきれた眼まな差ざし。

　グレイブは爽さわやかな微笑ほほえみを浮かべる。

「今日もとってもかわいいよ、おれの蜂はち蜜みつちゃん」

「ありがとうございます、さっさと消えてください」

「消えちゃだめなのですよー、わたしが一発ぶん殴なぐるのですから」

「ハッハッハッ──じゃ、そういうことで！」

「待てなのですよ。美少女の裸を見といて無傷で帰ろうとはふてえやろうなのです！」

　ひょいとグレイブが頭を下げて姿を消す。柔らかな金色の髪を揺らしてエミリアが追いかけ窓から身を乗り出して下を眺ながめる。

「うわっ、ええええ、何なのですかあのひと。壁を縦に走ってるのです！」




　そしてアリシエルの方は、ふと、グレイブの言葉を思い出し。

「かわいい蜂蜜ちゃん……ですか…………そんなことを言われてのも、初めて、ですね」

　グレイブと口付けを交わした後のように頰ほおを桜色に染めていた。






第二日目・後編「がんばるアリス」









《英雄》の勝利を祝う祭りは夜が明けてもまだ続いていた。

　デルフォイで最も賑にぎやかなのは都市を東西に貫く大通りだ。この大通りは聖ステュークス大河の上にかけられた、文字通り大陸の東西を結ぶ大橋でもある。

　大橋──大通りは頑丈な石畳で舗装され十台の馬車が同時にすれ違えるほどに広く、その両端には多くの店が並び、その隙すき間まを縫ぬうように屋台が置かれ露店が開かれ一つの市場を形成している。常から相当な賑わいを見せる大通りは祭りの力で今日はまた一段と凄すさまじい活気で満ちていた。

　その有様はもはや混こん沌とんと呼んでも良く──

「いらっしゃい、いらっしゃい、焼きたての串くし焼やきだよー！」「この蛙かえるの脂から作った特製傷薬。これを塗ればどんな切り傷もたちまち治る。噓うそじゃないよ、よっておいで」「西の染め布だよー、見てごらんこの繊せん細さいな色使い」「さあさあ振る舞い酒だ！　『眠る豚』亭のお大尽、ヤザンの旦だん那なの振る舞い酒だ遠慮なくやっておくれ！」「ああ偉大なる《英雄》よ、その横顔は星を抱くように──」「どうだいお兄さん、隣の彼女のためにこの白粉おしろい、大王都の高級品だよ」「今朝川を上って来たばかり！　南のセイレンで獲とれた新鮮な海の魚だよ魚！」「人にん形ぎよう劇だよー、もうすぐ人形劇が始まるよ。さあ坊ちゃん嬢ちゃんよっといで。お菓子を買った子は前の席、買わない子は後ろの席だ」

　──切れ目なく各種商人や大道芸人吟遊詩人の声が聞こえてくるほどだ。当然、揉もめ事ごとや酔っ払いなど、それを取り締まる警備兵の仕事も増えるのだが。

「こら貴様ら！　道端で酒盛りなど始めるな！」

「まあまあまあ兵隊さん、《英雄》が世界を守っためでたい日に堅いことは言いっこなしで行きましょうよ。ささ、杯をどうぞどうぞ」

「馬鹿者！　こっちは職務中だ、あ、こら杯など……まあ、一杯だけなら」

「いやあ良い飲みっぷりだあ。ささ、どうぞどうぞ」

「む、まあ一杯も二杯も大差はないか……」

　その警備兵たちだって祭りの日に真面目まじめに働きたいわけもなし、適当に理由をつけては仕事を放ほうり出す始末である。

　だからこそ、古びた灰色の外がい套とうを纏まとった不吉とされる灰色の髪の男と、聖ウェルギリウス学園の白い制服を纏った長い黒髪に凍いて付いた瞳ひとみの少女に、同じく白い制服を纏う金色の髪の愛らしい妖精族の少女、という珍しい組み合わせの三人組がいても誰も気に留めることはなく、極自然に祭りの雑踏の中に混ざることが出来た。

「ゆっくりで良いとは言ったが、まさか昼近くまで待たされるとは」

「お風ふ呂ろに入っていました」

「気持ちよかったのですよー、グレグレも入ればよかったのに」

「だったら教えろよ！　まだかなーとか思いながら校舎裏でひとりぼけーっと待ってたんだぞおれは！」

　その寂さびしさを思い出してグレイブが口元をへの字にひん曲げる。

　つい、とアリシエルが一歩前に出て頭を下げた。

「申し訳ありません先生。折せつ角かくのデートですから、しっかりと準備をしたかったんです」

「ああ良いよ良いよ、別に怒ってるわけじゃ……ない…………デート？」

「はい」

　グレイブが首を傾かしげる。アリシエルが凍いてついた瞳ひとみでじっと見詰めている。

　助けを求めるような眼まな差ざしをエミリアに向けるグレイブだったが、エミリアはただ無邪気な微笑ほほえみを浮かべて二人を見守るだけだった。

　灰色の髪をわしゃりとかいて、グレイブは曖あい昧まいに頷うなずく。

「まあ良いや、デートで。うん、おれも満更でもない。いや、むしろ望むところだ。お祭りだしな！」

「はい、お祭りは不慣れですのでいたらぬ点もあるでしょうが、よろしくお願いします」

「あ、すまん、アリシエル、祭りが苦手なひとか？　無理に誘っちまったか？」

「わかりません、参加したことがないので」

　淡々とアリシエルが告げ、先程とは別の理由でグレイブが首を傾げた。

「祭りに、参加したことが、ない……？」

「え、アリシエルさん、それ、本当、なのです？」

　エミリアの方も宝石の瞳を丸くして驚いている。

「建国のお祭りを少しだけ見て回るぐらいです。後は道場で稽けい古こをしていました」

「くうっ、なんて不ふ憫びんな。祭りなんて子供にとっちゃ一番の楽しみだろうに」

「なのですよ。わたしだってお祭りの日はお城を抜け出しても何も言われないのです」

　我が事のように痛ましげな顔をして嘆き、グレイブとエミリアは互いに顔を見合わせて頷きあった。

「アリシエル！　今日は思いっきり楽しもうな！」

「アリシエルさん！　今日を楽しい思い出にしましょうなのですよ！」

「……ありがとうございます、で、良いんでしょうか」

　いまいちわかっていないように言い、アリシエルがしゃらりと長い黒髪をかきあげた。

　早速とばかりにグレイブは周囲を見回し、くんくんと鼻を鳴らす。

「お、あっちの屋台で串くし焼やき売ってるじゃないか。あれ好きなんだよなあ、折角だし、昼飯にしよう！　おれが奢おごってやるよ」

「ありがとうございます」

「喜んでご馳ち走そうになるのですよ。人間族の屋台料理って実は楽しみにしていたのです！」

「よし、他に何か欲しいものはあるか？」

「酒精の入っていない飲み物を」

「わたしも同じのを……あれ、センセイってお金持ってるのですか？」

「ふっ」

　問われ、グレイブは勝ち誇るように不吉とされる灰色の髪をかきあげた。

「まあ、おれが少し本気を出せば金なんてどうにでもなるってことさ」

「いかに貧しくても盗みは犯罪です」

「さ、警備隊の詰所に行くのです、きちんと罪を償つぐなって真人間になるのですよ」

「奢ってやろうってのに教え子が二人揃そろって全くおれを信用していないだと！」

「他に思いつきませんでした」

「グレグレの甲か斐い性しようなしっぷりは既に充分理解しているのです」

「舐なめるな教え子！　この金はおれが正当な労働の対価として貰もらう──予定の給料から前借りさせてもらったものだ！　泣いて縋すがって頼み込んだら特別手当ってことで上乗せまでしてくれたぜ！　持つべきものは出世して偉くなった友達だな！」

「グレイブ先生は底辺のままですが」

「アハッ、駄目教師なのです」

「はい、底辺で甲斐性なしの駄目教師です。おまえらそんな奴やつの教え子なんだぜ？　まったく生きるってのはろくなもんじゃねえなあ。けっ、全く世界はクソ塗まみれだ！」

　卑屈なんだか自や棄けっぱちなんだかわからない捨て台詞ぜりふを残し、グレイブは灰色の古びた外がい套とうを翻ひるがえして屋台に向かった。

「おーい、おっちゃーん、串くし焼やき三人前、あ、一番高いので！」

「はいよ！　串焼き三人前ね！」

　アリシエルとエミリアは人の流れの邪魔にならぬよう大通りの端はしっこ、というか、路地の入り口傍そばに移動した。そして──

「早速、好機が巡って来た。そういうことでしょうか」

「間違いないのです。お風ふ呂ろの中でわたしが伝授した『美少女流恋愛術基本編』を実践する時が早速やって来ましたのですよ。覚悟は出来ているのですか？」

「私は剣士です、恋など恐れるに足りません。大丈夫です。大丈夫です。大丈夫です」

　凜りん、と、彼女は主張するも、肩に力が入っていることは見ればすぐにわかった。

「ま、まあ、頑張りましょうなのですよ。世界の運命はある意味、アリシエルさんの恋が上う手まく行くかにかかっているのですから」

「エミリアこそ、私にかかりきりで良いのですか」

「アハッ！　わたしはまあひとまず置いておくのですよ」

　誤ご魔ま化かすようにエミリアが実に可愛かわいらしく微笑ほほえんだ。

　アリシエルは無言のまましゃらりと長い黒髪をかき上げる。朝あさ風ぶ呂ろの成果だろうか、その髪は普段よりも更に艶つややかに鮮やかにしゃらりと流れた。

「覚悟してください、グレイブ先生」

　ぽつりと静かに彼女は呟つぶやいた。その隣でエミリアが人にん形ぎよう劇が始まるのを待つ子供のような無邪気な微笑みを浮かべていたが、アリシエルは気付かなかった。

　程なく、古びた灰色の外がい套とうを揺らしてグレイブが戻って来た。手には串くし焼やきと飲み物を人数分抱えている。飲み物はいわゆる水割り果汁、オレンジ色の果汁を水で割り蜂はち蜜みつと香草を少し混ぜたものだ。串焼きは一口では飲み込めないほどの肉の塊を長い串に五つも刺し、塩と香辛料をたっぷりとまぶして炭火で焼き上げたものだ。単純だが強烈に食欲をそそる香りが漂い、溢あふれた肉の脂が滴したたり、てらてらと串の先まで光っている。

「ほれアリシエル」

「ありがとうございます」

「ほれエミリア」

「おおう！　話には聞いていたのですが凄すごい迫力なのです！　肉を切って香辛料をかけて焼くだけだなんて人間族の料理はやっぱり野趣に溢れているのですね！」

「褒めてるのか馬鹿にしてるのかどっちだ」

「感心しているのです！」

　串焼きを受け取ったエミリアは宝石の瞳ひとみを子供のように輝かがやかせていた。尖とがり耳がぴっこぴっこと盛大に上下しておりグレイブは思わず苦笑する。

「おまえ、見た目は細いのに食べるの好きだよなあ」

「健康な美少女は食事からなのですよ！　ついでにやってるお姫さまも意外に体力勝負だから食べないと体がもたないのです」

「ついでか、お姫さま」

「お姫さまに生まれるのは運命ですが美少女になるのは意思と行動なのです。ところで、これどうやって食べれば良いのですか？」

「大口開けてかじりつけ、指についた脂は舐なめろ、食べ終わったら串は近くの屑くず入いれだ」

「美少女にそんなはしたない食べ方をしろと言うのですか！　でもそれが作法だというのならば仕方ないのですよね。はしたない美少女になるのですよー！」

　がぶり、と、見せ付けるように大きく口を開け、串焼きに齧かじりついた。

　ぱあっと、花が開くようにエミリアが満面の笑みを浮かべる。

「アハッ、もっとはしたない美少女になりそうなのです！」

「そいつは何よりだ」

　要するに串くし焼やきが気に入ったということなのだろう、エミリアは桜色の唇くちびると指先を肉の脂で光らせながら続けて串焼きに齧かじりつく。グレイブは軽く肩をすくめ、もう一人、貴族に匹敵する家か格かくの、近衛このえの名門である剣術道場に生まれた少女の方へ向き直った。

「アリスはどうだ美う味まい──」

「アリシエルです──これより恋愛を開始します」

　串焼きを構えていた。

　刺突の構え、レイピアのような突剣の構え方だ。

　突きと戻りを素早く行えるよう右手と右足を前に出し、あくまで柔軟にだが剣を取り落とさぬよう柄えを四本の指で下から支え親指の腹で上から押さえて握っている。

　ぞくり、と、ただの串焼きが、鋭するどく研とぎ澄すまされた剣のようにすら見えた。

「──」

　掛け声はなかった。グレイブが振り向くやアリシエルは動いていた。

　長い黒髪をなびかせ白い制服に包まれた豊かな胸を弾ませ、恐るべき速さで踏み込みグレイブの顔面へ貫かんばかりの突きを放つ。

「ちいっ！」

　さすがに予想外だったのか、グレイブはぎりぎりのところで半身になり突きを避よけた。その鼻先を、香辛料の香りと共にてらてらと脂で光る肉を刺した串焼きが通り過ぎる。恐ろしく速く、左手の水割り果汁が一滴も零こぼれないほどに安定した熟練の突きだった。

　そして、突きを放った体勢のままアリシエルはぴたりと動きを止める。

　不思議そうに小首を傾かしげて彼女は問うた。

「どうして避よけるんですか？」

「どうして避けないと思うんだ？」

「………あ」

　何かに気付いたように声を漏らし彼女はすっと串焼きを引いた。グレイブが肩の力を抜くのと、刺突の構えに戻ったアリシエルが再び動いたのは殆ほとんど同時であった。

「あ、あーんっ！」

「はいぃいい！」

　照れたような言葉と共に再び放たれた高速の突き、グレイブはまたも間一髪それを避よける。そしてアリシエルはまた不思議そうに首を傾げて同じことを言った。

「どうして避けるんですか？」

「だからどうして避けないと思うんだ、いや、そうじゃない……あのさ、もしかしてだよ、あまり自信はないんだが、もしかして、串焼きをおれに、食べさせてくれようと？」

「はい」

　実に淡々とアリシエルは肯定し、何の迷いもなく言葉を続ける。

「恋人とはこういうことをするものだと学びました」

「……おまえにいくつか教えておこうと思う」

　グレイブは随分と迷い、やがて、じっと彼女を見詰めて口を開いた。彼女の凍いて付いた瞳ひとみは怖いほどに真剣で、長い黒髪が僅わずかに風に揺れている──

「串くし焼やきというのは良い、飾らない恋人という風情ふぜいで悪くない」

「はい」

「だがな、おまえのやり方だと殺しに来ているようにしか思えない」

「？」

「いやそこで首を傾かしげるな。単純に考えろ、どうして相手に串焼きを食べさせるのに突きの構えを取るんだ、普通じゃ反応できないような速さで差し出されてどうやって食べろって言うんだ。良くて顔面に穴が空くわ！」

「──ッ！」

　アリシエルが、珍しく、その凍て付いた瞳ひとみに動揺を浮かべた。どうにか彼女はその驚きよう愕がくを抑え込んだのだろう、しゃらりと長い黒髪をかき上げて静かに言った。

「グレイブ先生、恋とは難しいものなのですね」

「…………そうだね」












　難しいのはおまえだけだ、そう口に出さないぐらいの分別はグレイブにもあった。

　わしゃりとグレイブは灰色の髪をかき、気を取り直すように自分の串くし焼やきを一口齧かじる。肉と脂と香辛料の味に舌した鼓つづみを打ち、ふと気付いたように串焼きをアリシエルの口元へ。

「ほれ、あーん」

「何のつもりですか」

　アリシエルは凍いて付いた瞳ひとみに警戒の光を宿し、思いっきり身構えていた。

「お手本だよ。これでも、あれだ、恋に関してもおまえの先輩だよおれは」

「確かに……では、失礼します。あ…………あーん」

　理屈で説明され、素直に納得したのか、アリシエルは長い黒髪が邪魔にならぬよう指先で押さえ、小さく口を開けた。

　二人の身長には頭一つ分の差があるために、アリシエルは自然と上目遣いに、顎あごを持ち上げる形になる。薄い唇くちびるは慣れぬ行為に緊張してか僅わずかに震えている。

　そして、グレイブが口元に運んだ串焼きをついばむように少し食べた。

「……ご馳ち走そうさまでした」

　やりとげた、と、言った感じで無表情ながらも勝ち誇ったような雰囲気を醸かもし出されていた。心なしかその白い制服に包まれた豊かな胸を張っているようにも見える。

　そこにすかさずエミリアの拍手と賞賛が送られた。

「やったのですよアリシエルさん！　ちゃんと、あーんが出来たのです！」

「私は剣士です。この程度のこと出来ないはずがありません」

「剣士としての厳しい修練のことを思い出せばこの程度楽勝ということなのですね！」

　柔らかな金色の髪、輝かがやく瞳、太陽の笑え顔がお。エミリアはあまりにも無邪気な様子で、グレイブには彼女が面白がっているのか本気でやっているのか全く見当がつかなかった。

「なあ立場が逆になってるけど、それは良いのか？」

「些さ事じです」

　凜りん、と、アリシエルはグレイブを見据えて無駄にきっぱりと言い放った。

　グレイブは一度肩をすくめて、改めて自分の串焼きに齧りついた。

「美う味まい」




　食べている間に中天の刻ときを告げる教会の鐘が鳴った。

　程なく串焼きと水割り果汁は彼らの胃におさまり、とりあえずの昼食が終わる。

「ま、折せつ角かくの祭りだしぶらぶらしようぜ。欲しいものがあったら遠慮しなくて良いぞ、今日は全部おれのおごりだ。好きに飲み食いしろ」

「はい」

「なのです！　グレグレの財布を空にする勢いで食べ歩くのですよー」

「やっぱり少しは手加減しろ」

　グレイブはアリシエルとエミリアの二人を先導するようにして大通りを歩き出した。

　屋台に露店、芸人や吟遊詩人、昨夜からぶっ続けの大騒ぎの中、未いまだにその喧けん騒そうは収まる気配も見せない。収まるどころかより騒がしくなっている気すらする。

　グレイブはふと教え子たちを振り返った。

「大丈夫だとは思うが、はぐれないように気をつけろ」

「はい」

「はーい、って、センセイそれはちょっと子ども扱いしすぎなのですよ」

「一応だよ、一応」

「そうですね、油断はするべきではありません……失礼します」

　こくりと、長い黒髪を僅わずかに揺らしてアリシエルは頷うなずくと、おもむろに、右手で、グレイブの右手を握った。

　突然の握手にグレイブが首を傾かしげる。アリシエルは凍いて付いた瞳ひとみに自慢気な光を浮かべ、その態度と裏腹にあくまで淡々と感情の混ざらぬ声で告げた。

「はぐれないように手を繫つなぎました。これで更に恋人です」

「惜しいなあ、手が逆だ」

「……わかっています。少しグレイブ先生を試しただけです。こういうことですよね」

　すかさず彼女は右手と右手を繫いだまま、左手で左手を握ってきた。

　二人の繫いだ手は交差して斜めの十字を描き、ようやくアリシエルは何かがおかしいことに気付いたのだろうか、小首を傾げた。

「どう考えても歩き辛づらいのですが」

「あー」

　ちら、とグレイブはエミリアの方を見た。彼女は見慣れた太陽のような無邪気な笑え顔がおを浮かべていた──もはやグレイブには面白がっているようにしか見えなかった。

「とりあえず、一いつ旦たん解ほどくぞ」

「はい」

「んで、改めて手を握るぞ」

「は、はい！」

　びくんと、アリシエルの肩に力が入るのがわかった。グレイブは気にせず、右手でアリシエルの左手をそっと包み込むように握り、目の高さまで持ち上げて見せた。

「こうやって右と左で繫げば歩きやすいだろう？」

「これでは普通すぎませんか」

「そりゃ普通だよ、おまえ、何だと思ってたんだよ」

「恋人なのですから、もっと特別な繫ぎ方をするのかと」

「そういうのもあるぞ。指と指を絡からめるようにして繫つないだり、手だけじゃなくて腕を組んだり。やりたいなら付き合うが」

「……もう少し、恋の修練を積んでから挑戦します」

「そりゃ結構」

　アリシエルの手は修練を積んだ剣士の手だった。貴婦人のような傷一つなく滑らかな手では決してない。それでも少女の手であることだけは間違いなく。

「手、小さいんだな」

「はい。もう少し大きいほうが、剣を扱うには良いのでしょうが」

「充分だろう。可愛かわいらしい手だ」

「そんなことを言われたのは初めてです」

　凍いてついた瞳ひとみにはにかみを宿してアリシエルが俯うつむいた。

　グレイブが可お笑かしげにくつくつと笑う。

「おまえ、可愛いな」

「……知りません」

　ぷいと、アリシエルがそっぽを向いた。僅わずかに赤みを帯びた頰ほお、拗すねたように尖とがった愛らしい唇くちびる、手を繫いだままぐいと引っ張るように歩き出す。

「あっ」

「わっ、ご、ごめんなさい、おねえさん」

　どん、と、そっぽを向いたまま、つまり余よ所そ見みをしながら歩き出したアリシエルが丁度反対からやって来た小さな女の子とぶつかった。幸い、二人ともよろめいただけで転んだりはしていない。

　七つか八つ程度だろう。黒髪を肩まで伸ばした、どこにでもいる女の子だ。母親らしき似た雰囲気の優しげな顔をした中年の女と手を繫いでいる。

「すみませんうちの子が、余所見をしていたみたいで」

「いいえ、私も、余所見をしていましたから」

　女の子の母親とアリシエルが互いに謝罪をして軽く頭を下げ、すれ違う。人でごった返すお祭りの中ではありふれた光景だ。

「ばいばい、おねえちゃん。おまつりをたのしんでね」

「はい、あなたも」

　アリシエルの凍て付いた瞳は子供が相手でも変わらず、それでも、手を振る女の子に手を振り返す。何事か他た愛あいない話をしながら去って行く母娘を彼女は静かに見送った。

　その瞳は遠く自分が手に入れられなかったものを見るように切なげで。

「どうかしたのか」

「何でもありません。少し……羨うらやましくなっただけです」

　恐らく彼女自身、言葉にするつもりがなかったのだろう言葉が唇くちびるから零こぼれ落ちた。

　からからとグレイブは何も聞こえなかったかのように笑う。

「おれとしちゃあ、大変役得な状況でありがたいがね」

「──ッ！」

　アリシエルは気づいた。女の子とぶつかりよろめいた拍子にうっかりグレイブの腕に抱きつき、その豊かな胸の谷間をグレイブの腕に押し付けていたことに。

「あ、ちょっと揉もんでも良い──って、わおっ！」

　ほぼ密着状態から、アリシエルはひざを持ち上げ一気に足先までを跳ね上げるような蹴けりを放ちグレイブの顎あごを下から狙ねらう。

　グレイブが顎を反らして蹴りを避よけ、しゃっ、と通り過ぎた蹴りが前髪を数本散らす。

　避けられたと理解したアリシエルは即座に後方へ跳んで距離を取った。

「ど、どさくさに紛れて私に抱きつかせるとは思いませんでした。さすがは先生、恋をしているとはいえ、油断も隙すきもない相手…………いない？」

「前から思っていたんだが、あまり若い娘が大おお股また広げるもんじゃないぜ」

　アリシエルの視界からグレイブの姿が消えていた。声はアリシエルの足元から聞こえた──そう、足元にしゃがみ込んでアリシエルのスカートを覗のぞき込こもうとしている。

「えいっ」

「痛いっ！」

　ごん、と、普通にその顔面に膝ひざが叩たたき込まれた。

　しゃらりとアリシエルは長い黒髪をかき上げて嘆息する。グレイブは鼻を押さえながら立ち上がり飄ひよう々ひようと肩をすくめる。

「昨日の白も良かったが、今日のライトブルーも悪くないぞ」

「死んでください」

「ふっ、これに懲りたら、おれの前で足を広げないことだな」

　全く悪びれず、むしろ悪戯いたずら小僧のように笑いグレイブは改めて手を差し出す。

　アリシエルは凍いてついた瞳ひとみで差し出された手をじっ、と見ている。

「良いんですか」

「なにが悪いんだ？」

「……すみません、驚いて、体が勝手に動きました」

「ま、そういうこともあるだろうさ」

「ありがとうございます」

　彼女はゆっくりと、その手を取った。

「あれえ、アリシエルさん、その程度で満足してしまうのですかあ？」

　瞬間、黙って事態を見守っていたエミリアが突如として割り込んだ。

　柔らかな金色の髪、宝石の瞳ひとみ、無邪気な笑え顔がお、妖精族の尖とがり耳に胸元が控え目な華きや奢しやな肉体。全身から、面白がるような空気を発して、煽あおるようにアリシエルに語る。

「さっきは恋人みたいに、腕を組んでいたのではないですかー。だからー、ここはもう一度挑戦するべきだと思うのですよー、ほら、ぎゅーっと抱きつくのです」

「いえ、私は、ふ、普通に手を繫つなぐところから慣らしていくべきだと思います」

「逃げるのですか」

「なっ！　私が、逃げている？」

「剣士として、強くなる、そのために恋をするのですよね」

「それは……」

「グレグレだって、その方が良いですよね？」

「当たり前だろうが超幸せだったよ短い時間だけど！　いやそうじゃない、アリシエルにはアリシエルのやり方があるから無理強いをする必要はないと思うね」

「ほら、グレグレだってこんなに望んでいるのです」

「おれの建前がまるっと全部無視された！」

「くっ、た、確かに、今までの先生の行動を考えれば、手を繫ぐだけで満足しているとは思い難いものがあります」

　アリシエルの凍いて付いた瞳が僅わずかに揺らぎ、迷いを示す。

「あ、いかん、半分はおれの自じ業ごう自じ得とくみたいだ」

「だから！　アリシエルさんに勇気が足りないと言うのならば、友人として！　この美少女が！　一肌脱ごうではありませんか！」

　言うなり、エミリアは何の迷いもなく、グレイブの腕に抱きついた。ぎゅっ、とその控え目な胸で包み込むように身を寄せる。途端、アリシエルの瞳に決意の色が浮かぶ。

　決闘に挑む、剣士の眼まな差ざし、凜りんとして揺らがず迷いはない。

「私は剣士です。あなた一人を、行かせはしない──」

　長い黒髪をなびかせ、ほとんど体当たりに近い勢いでアリシエルはグレイブの腕に抱きついた。その拍子に思い切り、肘ひじがグレイブの脇腹に入ったことは気にしてはいけない。

　アリシエルは表情のない顔に、心なしか満足気な色を宿して長い黒髪をかき上げる。

「覚悟してしまえば、何ということはありませんでしたね」

「さすがなのですよアリシエルさん！」

　頰ほおが僅かに赤いことなど指摘せず、エミリアは惜しみのない賞賛を送った。

　そして、グレイブは──アリシエルのむぎゅんと大きく豊かな膨らみとエミリアのぎゅっと仄ほのかな膨らみに挟み込まれ、逃げられなくなった。

「え、おれ、この格好でそこら中を歩き回るの？　普通に歩き辛づらいんだけど！」

「恋のためです先生」












「アハッ、両手に花ですねっ」




　そして三人は仲良く手を繫つないで腕を組み、祭りの雑踏の中を歩き出す。

　動物の形をした飴あめをその場で作る飴あめ細ざい工くの屋台。西の妖精王国産と称して硝子ガラス小物を売る露店。パン屋から漂う焼きたてパンの甘い香り、面白おかしく滑こつ稽けい話を奏かなで歌う楽士に猿を模して踊る芸人──実にさまざまに、実に興味を惹ひかれ、実に楽しげで。

　特にエミリアは、その一つ一つに目を輝かがやかせてグレイブとアリシエルを引ひき摺ずるようにして飛びついた。




「いらっしゃい、いらっしゃい、お、妖精族とは珍しいね、飴細工はいらないかい」

「グレグレ、グレグレ！　飴が犬さんで猫さんで鳥さんですよ、どれが良いと思いますか。むしろ全部買って良いですか良いですよね！」

「落ち着け！　どう考えても買いすぎだから一つにしなさい！」

「それなら美少女形の飴細工をお願いします！」

「出たよ自分大好き！」




「さあさあさあ、寄ってらっしゃい見てらっしゃい。どこにでもある普通の石、そう、この石を、今から見事に食べて見せましょう！」

「グレグレ、グレグレ、グレグレ！」

「おー、石食い芸人か」

「知りませんでした、世の中にはカプリコ石以外にも食べられる石があったんですね！」

「カ、カプリ、なに？」

「魔法薬の触媒に使うカプリコ石ですよ、甘いクリームつけておやつにもしますけど」

「おやつに石を食ってんの妖精族！」




「…………いらっしゃい」

「グレグレ、グレグレ、グレグレ！」

「今度は何だ！」

「あの少し奥まった場所にある桃色な雰囲気のテントが気になります！」

「あれはお子様が入ってはいけないお店です」

「わたし子供じゃありません！　もう立派な美少女です！」

「あの店が何かわかるまでは子供だ」

「えっちなものを売ってるお店ですよね」

「わかってて入ろうとしたのか！」

「アハッ」




　一事が万事こんな調子だ。

　お祭りと人間族の──妖精族の感覚からすると粗野とされるだろう──屋台料理がすっかり気に入ったらしく宝石の瞳ひとみがきらきらとご機嫌に輝かがやいている。

　一方で。

「……なあ、アリシエル」

「はい」

「さっきから腕が痛いんだが」

「そうですか」

「段々、こう、腕に力を入れるのやめてくれないかな」

「気のせいです」

「あー、どっか気になった店とかないか？　あ、欲しいものがあったら言えよ。のどが渇いたとか、小腹が空すいたとか、そういうのもな」

「わかっています……あの、そんなに気を遣わなくても、平気ですから」

　むぎゅーっと、ぐぎゅーっと、アリシエルは全力でグレイブの腕にしがみついていた。長い黒髪が僅わずかに揺れて、表情はなく、瞳は凍いて付き、普段の彼女と何ら変わらぬ冷静さを宿しているように見える。が、見えるだけだ。

　視線はどうにも落ち着かない様子でさまよい、たまに躓つまずきそうになっていた。

「あ、グレグレー、あそこのお菓子が美お味いしそうなのです！」

　ぐいっ、と、またいきなり、エミリアがグレイブの腕を引っ張る。当然、グレイブの腕にしがみついているアリシエルも引っ張られる。

「おっと」

「あっ」

　目が合い、引っ張られながら、見詰め合う二人。

「くっださいなーのです」

　その隙すきに、グレイブの財布を勝手に取り出して、勝手にお菓子を買うエミリア。

　彼女は見詰め合う二人に気付き、柔らかな金色の髪を揺らし、尖とがり耳をぴっこりと上下させ、無邪気に笑う。

「アハッ、また、キスでもするのですか？」

「──ッ」

　エミリアがからかうと同時に、アリシエルは物もの凄すごい勢いで後ろに跳び退すさった。何を思い出したのかは言うまでもなく、その唇くちびるを指でなぞり頰ほおを染めていた。

　混雑した大通りで他人にぶつからず距離を取れたのはさすが剣士といったところか。

　グレイブは久しぶりに自由になった腕を軽く振り、肩を回して苦笑する。

「おまえ、明らかにわかってて言ってるだろう。で、何だ、菓子？」

「なのです！　キンカバナを塩漬けにして薄く衣をつけて揚げたものらしいのですよ。さくさくで美味しいのです。センセイも一つどうなのですか」

「キンカ──ああ、金貨花か、縁起物だな、一つ貰もらうわ」

「なのですなのです」

　キンカバナはその名前の通りに鮮やかな黄色が特徴の一年草だ。花の大きさも直径五セルチ程度と金貨に似ており、大陸の至るところに自生している。

　エミリアもまた自然な動きでグレイブの腕から離れ、紙袋からキンカバナの可愛かわいらしい揚げ菓子を一枚取り出すと──悪戯いたずらを思いついた子猫のように瞳ひとみを輝かがやかせた。

「そーだグレグレー　折せつ角かくだからわたしがあーんしてあげるのです！」

「わーお、良いのかいエミエミー」

「わたしとグレグレの仲で遠慮はなしなのですよ」

　するとエミリアは揚げ菓子を口に咥くわえて。

「んー」

　少し背伸びして、顎あごを上げた。

　まるで唇を差し出すように。

「な、何をしているんですか！」

　アリシエルが困惑の叫びを上げる。

　ふわりと揺れる金色の髪、閉じた瞳ひとみに長いまつげ、可か憐れんな唇くちびる。

　グレイブはそっとエミリアの頰ほおを包むように両手を添えて。

「失礼」

　その唇から、キンカバナの揚げ菓子を、奪い取った。

　さくりとした歯ざわり、衣に混ざった卵の甘み、最後にほんの僅わずかな塩味。キンカバナの揚げ菓子は懐なつかしくなるような素朴な味がする。

「悪くないな、後を引く味だ」

「なのですよ！」

　そして何事もなかったかのように二人の体が離れる。

　くるり、エミリアがアリシエルの方を振り返った。

「じゃあ次はアリシエルさんの順番なのですよ」

「は？　え、わ、私も、今のを、やるんですか？」

「なのです！　これも立派に恋をするためなのです。そう、普通のあーんが低位魔法だとしたら、今のあーんは中位魔法に相当する技術なのです。難易度はあがりますが、この程度こなせないようでは真の恋とはいえないのです！」

「普通のあーんが恋の素振りだとしたら、今のあーんは恋の技に匹敵する、と」

「なのですとも！　正直、センセイがかなり平然としているのが気に入らなくもあるのですが今は置いておくのです。アリシエルさんもこの技を習得するが良いのですよ！」

「恋のため、強くなるため、先生と……」

「……真面目まじめな顔をして何を馬鹿なことを語っているんだおまえらは」

　グレイブの真っ当は発言は、残念ながら二人の教え子の耳に届いていなかった。

　真面目な顔をした、しかし、明らかに面白がって宝石の瞳を輝かがやかせているエミリアの弁舌にアリシエルは吞のみ込こまれて行く。最初は半信半疑といった調子だったアリシエルも最後には全すべてを理解し納得したように頷うなずいた。

「わかりました。やりましょう」

「いかん、おれの想像以上に危なっかしいぞこの娘。本気で心配になってきた」

　エミリアの口車に乗せられたアリシエルはしゃらりと長い黒髪をかき上げ、真剣な面持ちでグレイブの前に立った。

　揺らぎなく凍いて付いた瞳、引き結ばれた口元、凜りんとした歩み。

　その姿勢からこの、あーん、にかける意気込みが伝わってくるかのようだ。

「いやあ、別にそんな意気込んでやるようなことでもないと思うよ」

　グレイブは言うが、アリシエルは全く聞いている風もない。グレイブの前に立ち、エミリアからキンカバナの揚げ菓子を受け取り口に咥くわえた。

　きっ、と、顎あごを上げてグレイブの顔を見据えるその姿は恋人の甘い戯たわむれではなく、初めての決闘に挑む未熟な剣士にしか見えない。いや、実際、彼女の中では殆ほとんど決闘と同じなのかもしれない。

　その意気込みっぷりを見て逆に不安になったグレイブが恐る恐る口を開く。

「なあ既に何か嫌な予感がするんだが？」

「……」

　既にキンカバナの揚げ菓子を口に咥えた彼女からの返事はない。

　無言のまま一歩、アリシエルは踏み込み、あーん完遂に向けて動き出す。

　ぐわし、とまずは強すぎるほどに強くグレイブの肩を摑つかんだ。

　グレイブが痛みに顔を歪ゆがめるがアリシエルは気にしない、あるいは気付いていない。

　ぎゅっ、とその白い制服に包まれた豊かな胸を押し付けるように身を寄せる。

「ぐぬう、ぐうう！」

　肩の痛みと胸の柔らかさ、不幸と幸福が再びまとめてグレイブを襲う。

　否いや、良く見れば最初に一歩踏み込んだ時点で、アリシエルはグレイブの足を踏んでいた。しかしやはり彼女は気にしない、というか間違いなく気付いていない。

　強すぎる意気込みなど緊張と大差なく、もはや目の前しか見えていないのだろう。

　キンカバナの揚げ菓子を口に咥えたまま、数度、アリシエルは深く息を吸った。

「おい待て、ちょっと止まれ、嫌な予感が現実になっ──」

　グレイブの制止は既に手遅れだった。

　カッ、と目を見開き、アリシエルは思い切り、頭を後ろに引いた。

　ごしかぁん！　と、見事な頭突きがよりにもよってグレイブの顎に叩たたき込まれた。

　足を踏まれ肩を摑まれていては逃れようもない。まさに会心の一撃。グレイブは頭の中がぐるぐると回って行く感覚を味わいながら膝ひざからがくりと崩れ落ちて行った。

「──勝った」

「やりましたねアリシエルさん！」

「……勝ってもねえし、やってもねえよ」

　石畳の上に倒れ、ざわざわと、周囲からも注目を集めながら。

　幸い意識だけは失わなかったグレイブがか細い声で呟つぶやいた。




「もう恋愛は止やめろ、普通に祭りを楽しむぞ、普通に」

「残念です。やっと調子が出て来たのですが」

「なのですよー、折せつ角かく面白くなったところだったのですのにー」

「やかましい！　もうちょっとで意識が飛ぶところだったわ！」

　アリシエルとエミリアにもやりすぎたという自覚があったのだろう、グレイブの主張はさしたる抵抗もなく受け入れられた。

　しかし、グレイブの腕が自由になったことを除けば何が変わるわけでもなく、ひとでごった返す大通りをうろつき露店や屋台を巡り、歩き疲れたら椅い子すのある店で水割り果汁を飲んで一息、時に大道芸人の前で足を止め、吟遊詩人の歌声に耳を澄ませる──

「センセイ、あそこで英雄語りをやっているのですよ」

　英雄語りとは吟遊詩人の一種であり、歴代の《英雄》について語るものたちだ。歌でひとを集め、歴代《英雄》の肖像画やコインなどを売り捌さばいており、人気はあるが教会の認可を必要とするために数は少ない。無論地方にいけば無認可の語り手などいくらでもいるがさすがにデルフォイではそうもいかない。

「ああ、輝かがやける剣を持ち、勇ましく戦うは、天をも切り裂く剣の担にない手──」

「……先生のことを歌っているようですね」

「うへえ、勘弁してくれよ」

　グレイブは露骨に嫌そうな顔をして、二人の教え子をせかした。

「わたし、結構好きなのですよ。聞いていかないのですか？」

「勘弁して勘弁して。おれが大おお袈げ裟さに褒め称たたえられる歌なんて恥ずかしくてかなわん」

　自分の耳を塞ふさぐ素振りをして嫌々と首を振る。

　その様が可お笑かしかったのか、くすくすとエミリアは笑い、アリシエルは凍いて付いた瞳ひとみに興味深そうな光を宿し首を傾かしげた。

　時間は過ぎて行く。

　あれほどに高かった陽ひが傾き、青い空に茜あかねの色が混ざり始める。

　昨日の夜から続いたこの祭りも、太陽が沈めば終わりだ。

「……あ」

　ふと、アリシエルが足を止めた。

　子供向けの玩具おもちややぬいぐるみを所狭しと並べ派手に飾り立てた玩具おもちや箱ばこのような屋台だ。波が丁度途切れたのかお客の姿はない。彼女の視線は、屋台の片隅の、そう目立ったところはない白猫のぬいぐるみに注がれていた。

「欲しいのか？」

「いいえ……ただ、何となく、見ていただけです。今更、ぬいぐるみで喜べるほど子供でもありません」

「そうかい」

「はい」

　話はそれで終わった。

　今度はエミリアが足を止めて、宝石の瞳を輝かせて道端に張られた天幕を指す。

「あ、センセイ、占いやっているのですよ占い！　折せつ角かくなので占ってもらうのです！」

「占いか、魔法使いは好きだよなあ」

「魔法使いにとっては必ひつ須すの学問で美少女にとっては素敵なときめきなのですよ」

「アリシエルは？」

「どちらでも構いません。占いたいというなら、付き合います」

「んじゃ占ってもらうか」

　大きく入り口を開けた天幕の下に机を置いただけの簡素な店だ。『占い』という愛あい想そのない看板がかかっているだけで、占い師らしいはったりといったものはまるでない。だからこそ、逆に、本物らしく見えるのかもしれない。

「いらっしゃい。何を知りたいのかね」

　フードつきのローブを着込んだ老ろう婆ばがしわがれた声でそう言った。鳥の骨のような指がゆっくりとカードを繰っている。

「先生からどうぞ、私はさして興味もありません」

「占って欲しいこと、ねえ……ううむ」

　グレイブは考えるように唸うなり、隣にいるアリシエルを見た。正しくは、アリシエルが何な故ぜか、グレイブの服の袖そでを引っ張っていたからそちらを見た。

「あっ……」

　必然、二人の目が合う。

　短い時間、見詰め合う。

「先に占ってもらうか？」

「……いいえ、別に、興味はありません」

　何か言いたげな雰囲気を残し、アリシエルはふいと視線を逸そらし俯うつむいた。

　ぎゅっ、と、グレイブの袖を引っ張ったまま。

「アハッ、決まったのですかセンセイ」

「ああ、決まったよ」

　エミリアもまた何かと期待するような微笑ほほえみを浮かべて問い、グレイブは一つ頷うなずいた。

　グレイブは改めて占い師の老婆に向き直り、言う。

「最近どうにも疲れやすいというか、昔ほど無理ができなくなったというか、揚げ物を食べたら胃がもたれたりするんですけど、これ大丈夫なんですかね」

「若いの、それは占い師じゃなくて医者に行くべきじゃないかねえ」

　老婆が苦笑し、隣のエミリアが怒鳴る。

「そうなのですよ！　というか、左右に美少女をはべらせておいて、意味ありげな視線を向けられておいて、占ってもらうことがそれなのですか！　普通、もうちょっと甘酸っぱく恋愛運とか占ってもらうべきじゃないのですかねえ！」

「健康は大事だろうが！　おれもそういうのを意識する年頃なんだよ！」

「言うことがおっさんの上に世知辛いのですよ！」

「ふぇーふぇーふぇー。それに、そんなものは占うまでもないだろうねえ」

　老ろう婆ばは意外なぐらい茶目っ気たっぷりにぱちりと片目を閉じて見せた。

「恋はいつだって早い者勝ちだよ、お嬢ちゃんたち」

「なのですよね……って、わたしは関係ないのですよ！」

　お嬢ちゃん『たち』と、エミリアは自分が巻き込まれていることに気付き柔らかな金色の髪を揺らして首を振り大慌てで否定する。

　だが、あんまりにも必死で否定すれば、逆に肯定しているように見えるものだ。

「エミリア……あなたは、もしかして」

「ふっ、素直になっても良いんだぜエミリア」

「やめるのです、やめるのです！　わたしを巻き込むんじゃないのですよ！」

「ふぇーふぇーふぇー。難儀な連中だねええ」

　しわがれた声で占い師の老ろう婆ばが笑う。

「だが面白い運命を持っている。具体的に知りたいことがないのなら、『未来』を占ってあげようじゃないか──さ、どれでも良い、好きなカードを一枚引きな」

　扇状に広げたカードが、グレイブたちの前に差し出される。

　最初にエミリアが引いた、次にアリシエルが引き、最後にグレイブが。

「『獅し子しの戦車』なのです」

「ほう、可愛かわいい顔をして面白いカードを引くねえ。『獅子の戦車』は覇道の暗示、全すべてをなぎ倒して願いを摑つかむ意志と幸運のカードさ。けれども忘れちゃいけない、覇道と王道は別物、気付いたら自分の隣には誰もいなかった、なんてことがないようにねえ」

「これは……天てん秤びんのカード、でしょうか」

「『星の天秤』は変化の暗示、運命の岐き路ろに立ったことを示す邂かい逅こうと未知のカード。このカードが出ちゃあ占い師はお手上げさね。忠告をするなら、後悔だけはしないように、自分のやりたいことをやりなさい」

「私の、やりたいこと」

　呟つぶやき、アリシエルはちらとグレイブを見上げた。グレイブは何とも言えず、苦い顔をして引いたカードを見ていた。

「勘弁して欲しいね…………『死神の塔』だ」

「おやまあ、とぼけた顔してひどい運命を背負ってるねえ。『死神の塔』は終末の暗示、破滅と破壊のカード。これを引いたのは、あんたが久しぶりさね」

「大丈夫なのか、おれの健康……」

「気にするのはあくまでそこなんですか」

「センセイには他にもっと気にするべきことがあると思うのですよ」

「え、仕事をクビにならないかとか？」

「やっぱり世知辛い上に色気がまったくないのです！」

「ふぇーふぇーふぇー。所しよ詮せんは占い、気にしないことさねえ」

「占い師がそれを言うのかよ。ま、確かにそうなんだろうけどな」

「大丈夫ですよ、センセイ」

　じっ、と凍いて付いた瞳ひとみでグレイブを見詰めてアリシエルは言う。

「頑張りますから」

「なのですよ。何かあったら、両手の美少女が、駄目で駄目で駄目なセンセイを助けてあげるのです」

「頼もしい女の子たちじゃあないかい。その子たちを泣かせないように頑張りな」

「もちろん、こいつらを守るのがおれの仕事ですよ」

　軽く肩をすくめ、グレイブは『死神の塔』のカードを机の上に放ほうり投げた。

「楽しませてもらったからねえ、お代は結構さ」

「そうかい、ありがとう」

「ありがとうございました」

「楽しかったのですよ」

　占い師の老ろう婆ばに見送られて、グレイブたちはその場を去る。

「……先生が、守ってくれるんですか？」

「え、な、何が？」

「アハッ、わたしも驚いたのですよ。『こいつらを守るのがおれの仕事ですよ』とか凄すごい恥ずかしいことをさらっと言っちゃうのですから」

「………………あああああ！　待て、あれは口が滑すべったというか！」

「口が滑ったということは、心の中ではそう思っていたということですか」

「忘れろ！」

「センセイもちゃんとセンセイの自覚あったのですねえ、これでちゃんと授業をしてくれれば文句なしなのですよ」

「うるせえ忘れろ！　パンツ見るぞこら！」

「照れ隠し、ですか？」

「センセイの顔が赤いのですよー」

「夕焼けのせいだよ夕焼けの！」

「そういうことにしておきます」

「なのですよ」

「くそっ、おれとしたことがしくじった！」

　デルフォイの白い町並みが夕暮れの茜あかね色いろに染められていく。

　わいわいと騒ぎながら大通りを歩いていると夕刻を告げる大聖堂の鐘が鳴った。

　鐘の音を合図にしたように最後のもう一売りと声を張り上げる露店があれば逆に店じまいを始めた屋台もあった。ひともまた、ある者は引き上げ、ある者は適当な酒場に入り酒宴の続きを始める。

　そして、祭りの最後に付き合うために広場へ向かう者達もいた。

「おれたちはどうする。学園に戻ってめしでも食うか、広場で踊るか」

「踊り、ですか？」

「祭りの最後はいつもそうだよ。広場に集まって、適当に踊って、おしまいさ」

「わたしは折せつ角かくなので踊りが良いのですよ」

「エミリアがそうしたいなら、私もそれで構いません」

「決まりだな、んじゃ、広場に行くか」

「あっと、だったら一度別行動させてくださいなのですよ！　わたし、最後にもう一回、お菓子とか買って来るのです！」

「あんまり買いすぎるなよ」

「なのです！」

　柔らかな金色の髪を揺らして頷うなずくや、エミリアはばびゅんと勢いよく走り出した。

　グレイブは苦笑して見送り、アリシエルの方を向いた。

「悪い、おれもちょっと便所行って来るから。先に広場行っててくれ」

「わかりました」

　しゃらりと長い黒髪をかきあげて、アリシエルも歩き出した。

　グレイブはその背を見送ると、急いで道を引き返した。

「まだ残ってると良いんだが」




　人々が集つどい踊る広場は、デルフォイの東西を走る大通りと、南北──聖ウェルギリウス学園と聖霊教会大聖堂を結ぶ大通りが交差する都市の中央に位置している。

　規模にかかわらず、広場での踊りで祭りを締しめ括くくるのが大陸の慣例であった。

　既に幾つもの篝かがり火びが用意され、大通りで演奏していた吟遊詩人や楽士が集まり曲の準備を始め、それ以上に多くの人々、特に若者が集まっていた。

　慣例という言葉が連想させるような厳粛さはなく、周囲はむしろ、若い男女のそわそわとした空気で満ちていた。最初から男女連れで来ているならともかく、単身やって来た若者は今のうちに踊りの相手を探そうと奔走し悲ひ喜きこもごもの結果を出している。

「懐なつかしいねえこの空気、おれも昔は近所に住んでた美人……でもなかったが、乳がでかくて愛あい想そが良い姉ちゃんを誘ったもんだよ。何でか毎回ぶっ飛ばされたが」

「どういう誘い方をしてたんですか」

「ハッハッハッ、それは聞くな。で、結局、毎度、妹と踊ってな。よく禿はげにからかわれたもんだ。禿ってのは例の偉くなった友達な」

「……楽しかったですか」

「楽しかったよ」

「そうですか」

　不吉とされる灰色の髪に灰色の外がい套とう、グレイブはそんな踊りの前の光景を眺ながめて飄ひよう々ひようと肩をすくめる。

　長い黒髪、凍いて付いた瞳ひとみ、凜りんとして美しい顔立ちをした大人びた少女はしゃらりと長い黒髪をかき上げた。

　凍て付いたその眼まな差ざしの奥に僅わずかな羨せん望ぼうの色が宿っていたことに、グレイブ以外の誰も気付いてはいなかった。アリシエル自身を含めてだ。

　完全に夜が訪れれば踊りが始まる。それはもう遠くない。だが広場にいるのはグレイブとアリシエルだけでエミリアの姿は見当たらない。

「遅いな」

「遅いですね」

「案外、気を利かせたつもりなのかもしれないな」

「気を？」

「三人だと一人余る……なんだろうな、いま、おまえとエミリアが仲良く踊ってて、おれが放置されてる光景が思い浮かんだ。あれ、おかしいよな、普通こういうのって男と女で踊るよな」

『それはもう世界で二番目の美少女と、冴さえないグレグレでは格が違うのです』

　突然、エミリアの声がした。

　グレイブはちらとアリシエルを見るが彼女に声が聞こえている様子はない。

『折せつ角かく譲ゆずってあげたのですから、ちゃんとアリシエルさんを楽しませてあげるのですよグレグレ。わたしはしっかり見張っているのですからね』

　朝方にグレイブが使った『聖霊の声』の改造魔法『ひみつだよ☆すてきな先生とのないしょばなし』──と類似する効果を持つ魔法でグレイブだけに語りかけているのだ。

　視線を走らせ、グレイブはエミリアの姿を探す。

　丁度、陰になる位置でベンチに座り、山のような屋台料理やら菓子やらを食べているエミリアの姿があった。

　世界で二番目の美少女という自称に違わぬ可か憐れんな妖精族が一人で座っているのだ。何人か、果敢にも声をかける若者がいたが、結果は推して知るべしだろう。

　グレイブは心の中で彼らが踊りの相手を見つけられることを祈った。

「先生？　どうしたんですか急に黙り込んで」

「……いや、何でもない」

「そうですか、そろそろ始まるようです」

　やがて完全に陽ひが沈み夜の帳とばりが周囲を包み込んだ。

　柔らかな篝かがり火びに照らされる中、楽士たちが軽快な音楽を奏かなで出す。

　思い思い、音楽に合わせ、二人の周囲でも人々が踊り出す。

　グレイブはアリシエルに手を差し出して踊りに誘う。

「折せつ角かくだ、先生らしく踊りも教えてやろうか？」

「必要ありません。私は剣士です。武と舞は相通ずるという言葉もあります」

　しゃりと長い黒髪をかきあげて、アリシエルはその手を取った。

「つまり踊りには自信があると」

「多少の心得はあります」

　凜りん、と、凍いて付いた瞳ひとみでグレイブを見据えて彼女は断言した。

　言葉こそ謙虚であるが、態度からは自信が溢あふれている……ように思えた。

「なあ、アリス」

「アリシエルです」

　グレイブは優しく、少しばかり引ひき攣つった笑みを浮かべ、アリシエルに言う。

「骨が砕けそうなので、もうちょっと、力、緩ゆるめてくれいだだだだだだだ！」

「我慢してください。私が習った踊りは、これで正しいんです」

「絶対噓うそだ！　なあアリシエル、おまえもしかして物もの凄すごく緊張してないか！」

「アリスです。緊張していません。私は剣士です、この程度のこと真剣勝負に比べれば何でもありません。そうです、何でもないはずなんです、何でもないに決まっています」

　グレイブの手からはぎしぎしと嫌な音が響き、アリシエルの手は見るからに力が篭こもりすぎていた。良く見ればアリシエルの首から下は緊張のためか、武者震いか、ぷるぷると震えている。

　凜、と、首から上だけは揺らがず彼女はグレイブを真っ向から見据えて言った。

　まるで、否いや、文字通り、決闘を宣言するように。

「いざ、参る──！」

「参るじゃねえ──って、あぶな、いてえ！　うわおっ！」

　最初の一歩で、アリシエルは思い切りグレイブの足を踏ん付けた。見事に体勢を崩してつんのめる。長い黒髪がしゃらりと揺れて、豊かな乳房が弾むように揺れてすっ転ぶ。

　グレイブは彼女を支えようと腕を伸ばし、その腕を、アリシエルに摑つかまれた。

「お？」

　ぐいと引っ張られ体が泳ぐ、足を払われくるりと体が回り、仰向けに引き倒される。

「おお？」

　これは剣士の技だ。倒されながら相手を倒し、順逆を入れ替えて相手の上に乗り、戦闘の続きを有利に運ぶ。予測通りアリシエルはグレイブの上に落ちて来た。

「夜の──青空」

　グレイブの視界を、鮮やかなライトブルーが埋め尽くす。

　次の瞬間、グレイブの頭はアリシエルの太ももに挟み込まれ──ごきゅっ、と嫌な音がその首から響いた。




「…………今のは、おれ、悪くないよな」

「…………わかっています」

　捻ひねられた首を撫なでながらグレイブは立ち上がり、アリシエルが頭を下げる。

「すみません、見み栄えを張りました。稽けい古こ以外で踊るのは…………初めてです」

「まあ、そんなことだろうと思ったさ」

　気にするなと笑いグレイブはまた、アリシエルに向けて手を差し出した。

　アリシエルは迷うようにその手を見てぽつりと呟つぶやく。

「一歩間違えれば、先生は、死んでいたかもしれません」

「アリシエルのパンツを見ながら死ぬのか、ははっ、死に方としちゃあ悪くない」

　からからとグレイブは笑う。アリシエルはじっと見詰めて更に問いかける。

「……先生はどうして、私に、優しいんですか」

「それはね、おまえのおっぱいが大きいからだよ」

「…………」

　グレイブは道化のようにおどけてみせるがアリシエルは凍いて付いた瞳ひとみでじっと見詰めて逸そらさなかった。グレイブは差し出した手でわしゃりと灰色の髪をかいて首を振る。

「先生だから、《英雄》の先輩だから、おれが大人でおまえが子供だから、理由ならいくらでも用意してやるが……優しさに理由は必要か？」

「わかりません」

　彼女は言った。

「私には、わかりません。優しい大人なんて、知りません」

　長い黒髪、凍て付いた瞳、凜りんとして研とぎ澄すまされた刃やいばのような少女。

　僅わずかに混ざる戸惑いの色にグレイブは哀れみすらを覚える。

　彼女はまだ十五歳の、幼いと呼んでも良い少女だ。

　まだ十五歳の少女でありながら、もう剣士として出来上がっている。

　意識するよりも早く、剣を、拳こぶしを、柔やわらを繰り出すほどに武が血肉となっている。

　そのためにどれほど犠牲にしたのか、ただの十五歳の少女としての喜びを。

　恋を知らず、祭りを知らず、友を知らず、剣に生きる日々をグレイブは想像すら出来ない。《英雄》以前のグレイブはただの漁師の息子むすことして平凡に過ごしていたのだから。

　それでも、彼女の過ごした日々が凍いて付いて寒々しいものだったことは理解できた。

　心を凍て付かせねば、耐えられるぬ程に。

　グレイブは静かに言った。

「パンツとおっぱい、どっちがいい？」

「……………………はい？」

「たとえば一パンツにつき一優しさを提供するパンツ本位制を取ればおれは嬉しいし、おまえは気兼ねなく優しくされることが出来る。この考えはどうだろうか」

「死んでください」

「あ、やっぱり駄目か」

「当たり前です」

「好きだアリシエル！」

「私は好きじゃありません。強くなるために先生に恋をしているだけです勘違いしないで下さい」

　淡々とアリシエルが拒絶し、グレイブは飄ひよう々ひようと笑い飛ばす。

　そしてグレイブは、昨日と同じ問いをアリシエルに向けた。

「なあ、おまえ、何のために強くなりたいんだ？」

「……わかりません」

　見上げるアリシエル凍て付いた。瞳ひとみに感情は宿らず、研とぎ澄すまされた刃やいばに笑みはない。

「多分、最初は、お母さ──母のためだったような気がします。約束をしたんです、強くなると……強くなって、母は、私に──してもらいたかったのかもしれません」

　何を、とは問わなかった。

「おまえはもうちょっと他人に甘えて良いと思うんだが……まあ、無理か」

「……私は剣士です。剣以外は、知りません。私には、わかりません」

　夜空に昇る月、灯された篝かがり火び、終わらない、だがやがては終わる音楽。

　影絵のように踊る人々。

　世界の滅びはまだすぐ傍そばにあると知らない、平和な祭りの夜。

　アリシエルの目の前に、改めて、グレイブは手を差し出した。

「踊ろうか、お姫さま。今度はちゃんとな」

「……よろしくおねがいします」

　彼女はもう一度、その手を取り、二人は踊り出す。

　しゃらり、しゃらり、揺れる長い黒髪、篝火を宿して輝かがやく凜りんとした瞳、冷たくも美しい顔に、聖ウェルギリウス学園の白い制服に包まれた柔らかな体。

　軽快な音楽に合わせて弧を描くように、二人で、くるくると。

「おまえ、さっきから足を踏みすぎ」

「グレイブ先生も大して変わりません、もう三回踏まれました」

「実はおれも見み栄えを張った」

「知っています」




「お祭り、終わっちゃいましたね」

「終わっちゃったな」

「今日は楽しかったです」

「それなら良かった。また、どこかに誘うから付き合ってくれ」

「嫌です。嫌ですが、恋のためですから、付き合います」

「それでも良いさ。ああ、そうだ、忘れる前に」

　月夜の帰り道。

　ふと足を止めて、グレイブは灰色の外がい套とうの内側を探った。

「やるよ、それ。今日の記念だ」

「……これ」

　手渡されたのは、どこにでもあるような、何でもない白猫のぬいぐるみ。

　夜空に冴さえ渡る月よりも冷たく美しく凍いて付いた瞳に僅わずかな困惑を宿し、アリシエルは渡された白猫を見詰めて、また、グレイブを見た。

　飄ひよう々ひようと、グレイブは何も言わずに肩をすくめる。

　アリシエルが静かに呟つぶやく。

「ありがとう、ございます」

「どういたしまして」

「大事にします」

「そうしてやってくれ」

「はい」

　月明かりの下、冷たさを含んだ春の夜風がしゃらりと長い黒髪を撫なでて行く。

　僅かに頷うなずいて、彼女はもう一度言った。




「今日は楽しかったです、ありがとうございました」




　世界が滅ぶまで、残り五日。

　今日が終われば、残り四日。




「明日も、もっと頑張って、恋をします」

　いやそれはあんまり頑張らなくて良い、とは、グレイブにも言えなかった。




　こうして祭りは終わったが、恋する少女の一日はもう少しだけ続く。

　月が明るく、いつもより、静かに思える深い夜。

　聖ウェルギリウス学園学生寮『塔の館』。

　アリシエルは、与えられた自室で、薄絹の夜着に着替えて寝台の上に座っていた。

「プレゼントを貰もらったの、初めてかもしれません」

　ぺたんと足を開いて座り、じっ、と凍いて付いた瞳ひとみで白猫のぬいぐるみを見詰めている。

　夜のそよ風にさやさやと長い黒髪が揺れていた。

「あなたの名前は、何に、しましょうか」

　当たり前だがぬいぐるみは答えない、それでも彼女は気にせず語りかける。

「グレイブ……は、駄目な猫に成長しそうですから、やめた方が良いですね」

　ぬいぐるみの名付けは真剣で、どこか楽しそうで、彼女自身気付いているのかただの女の子に戻ったように無邪気だった。

　アリシエルはぬいぐるみを両手で包み込むように持ち目の高さに掲げた。

「喋しやべっても良いんですよ。何も喋らないと、グレイブにしてしまいますからね。先生は悪いひとではないと思いますが、間違いなく駄目なひとですからね」












「……」

「……喋しやべりませんね」

　小首を傾かしげて、少し考え、アリシエルはもう一度、ぬいぐるみに問うた。

「あなたは、どんな名前が良いですかにゃん？　何も言わないと、グレイブにしてしまいますにゃんよ……にゃんとか言いなさい、なんて」

　豊かな谷間に白猫のぬいぐるみを抱き締めて彼女はごろんと寝転がった。

　ふと、視界の端はし、枕まくら元に置いてある一冊の本が目に入った。

　革張りのかなり豪勢な装飾が施ほどこされた分厚い──つまり、高そうな本である。

「参考になるからと、エミリアが貸してくれたんでしたね」

　ぬいぐるみを谷間に挟んだまま、アリシエルはその本を手に取った。

　表紙には飾り文字でこのように記されている。

「『あなたをもっと知りたくて』……恋物語ですか」

　興味を惹ひかれた彼女は、何気なくその表紙をめくった。






第三日目「一振りの剣、剣の申し子、呪のろいと傷跡」









　襲撃は早朝。

　寝起きのグレイブが井戸水で顔を洗い、ねぐらの裏庭へ戻る最中のことであった。

「朝めしは、んー、軽く釣りでも、いや、あれで良いか──！」

　その瞬間、背中に感じたのは、狼おおかみを連想させる透き通った殺意。

　同時に風の音を聞いた。

　風を切り、何かが、駆ける音だ。

「朝からなんだぁ！」

　反射的に半身になり背後から迫る、何か、を避よける。

　直後、眼前を長い黒髪が流れて行く。

　肘ひじを大きく突く出した姿勢での突進、あのまま避けなければ背中に肘が突き刺さっていたであろう。下へ手たをすれば後ろから肋ろつ骨こつを砕かれかねない。

　何か、いや、誰か、いや、もうはっきりとそう呼ぶべきだろう、アリシエルは背後からの突進を避けられたと見るや、即座に右腕を大きく伸ばして体を反転させた。

　美しい弧を描いて長い黒髪が揺れる、恐るべき速さで振るわれた右腕が迫る。

　裏拳、否いや、本だ、鈍器としても通用する革張りの分厚い本を手にしている。

「ちいっ！」

　右の拳こぶしで相手の腕を弾はじく、弾こうとした。裏拳は見せかけ、囮おとりだった。アリシエルが本を手離す、勢いのままに、分厚い本が宙を舞った。

　ぶわりと開いた本が、一瞬、グレイブの視界を覆い隠す。

　飛来した本をグレイブが拳で弾いた時、既に、アリシエルの姿はなかった。

「いない？」

　視界の端になびく黒髪の先端が映り、グレイブは一瞬の隙すきをつかれ背後に回りこまれたのだと理解する。それと同時だった、蛇の如くにアリシエルが絡からみついて来たのは。

　背後からのしかかるようにして両足で相手の胴を挟み、片腕で肩から胸を縛り、もう片方の腕は首筋に巻きつけて一気に絞り上げる。その技はまさに蛇女の熱烈なる抱擁。

「レガリア流『ヒュドラ絡み』」

　体重を全て乗せられては後ろに倒れることも出来ない、完全に密着されては腕もまともに動かせず肘ひじを叩き込むことも出来ない。一度決まれば常人には脱出不可能──《英雄》であれば逃れるのは容易いだろう、だが、しかし、グレイブにはそれが出来ない。

「くっ、なんという、なんという──」

　アリシエルがそこまで考えていたのかはわからない。首筋に腕が絡み、締め上げた結果、グレイブの顔はアリシエルの胸に包まれ、否、胸の谷間に埋まっていた。

　このままでは絞め殺される、だが、この柔らかな膨らみの双丘から離れたくはない。

　乳か死か──究極の選択である。

　限界まで我慢してから脱出しよう、と、グレイブが決めた瞬間だった。

　不意に圧力が消えた。

　ぱっ、と、締めを解き、アリシエルが一歩後ろに引いたのだ。

　凍いて付いた瞳ひとみに氷の無表情、見慣れた聖ウェルギリウス学園の白い制服姿。

　アリシエルは長い黒髪をかき上げ、白い制服に包まれた豊かな胸を揺らして言った。

「すみません、間違えました」

「いやどういう間違いだ！」

　思わず叫び、グレイブは甘美なるおっぱい死の残像を振り払うように首を振る。

「まあ良いよ、で、今日はどうした」

「はい、まずはこれを見てください」

　言ってアリシエルは自分が投げ捨てた分厚い本を拾い上げ、グレイブに表紙を見せるようにして差し出して来る。

「……『あなたをもっと知りたくて』？」

「昨日、エミリアが貸してくれました」

　本を受け取り、グレイブはぱらぱらとめくる。

「小説か、へえ、舞台はウェルギリウスなんだな……んー、ああ、恋物語なのか」

「物静かで心優しい少女と傷ついた青年の話です。先生は恋物語は」

「最近は本自体を読んでない、どうしても荷物になるから旅暮らしだと扱いに困る」

　ついでに言うなら、学園に就職した今でも教員寮ではなく裏庭に住んでいる。

　グレイブはぱたんと本を閉じてアリシエルに返した。

「それで、これがどうしたんだ？」

「二人の出会いは偶然、道でぶつかるというものでした」

「うん？」

「真ま似ねをしてみようかと」

「間違えたってそういう意味かよ。そりゃ間違えてるよ、おまえがやったのはただの不意打ちじゃねえか。そこから恋物語は始まらねえよ」

「どうしてこうなってしまったのでしょうか？」

「不思議そうな顔をされても困る」

「やはり恋とは難しいものですね、己の未熟を感じるばかりです」

「おまえの難しさは何か違うけどな」

　わしゃりと灰色の髪をかいてグレイブが嘆息する。そしてアリシエルは表情一つ変えることなく話を戻した。

「『恋物語には恋愛の奥義が詰まっているのですよ』とエミリアが言うので熟読し参考にしてみました」

「結果がさっきの不意打ちか」

「やはり恋物語を参考にして、グレイブ先生のために食事を作ってきました」

「おお！　そうだよ、そういうのこそもっと参考にするべきだとおれは思うね！　で、その食事ってのはどこにあるんだ？」

「はい」

　す、と、彼女にしては非常に珍しく、アリシエルは視線を逸そらした。

「………食事を作るつもりはあったんです」

「駄目じゃねえか！」

「あの、読んでみると、意外に面白くて」

　照れたように、アリシエルは件くだんの『あなたをもっと知りたくて』で顔を半分隠す。

　わしゃりとグレイブは灰色の髪をかき、苦笑いを浮かべた。

「で、夜更かしして寝坊して、作る時間がありませんでしたって？」

「…………はい」

　こくりと、アリシエルが頷うなずいた。

　グレイブの苦笑いが、ただの笑みになり、くつくつと面白そうに声を漏らす。

「すみません」

「別に約束してたわけでもないさ。それより、寝坊したなら朝飯もまだだろう？　折せつ角かくだから一緒に食おうぜ、ご馳ち走そうしてやるよ」

「は──はい！」

「よっしゃついて来い。今朝は一昨日おとといの魚を干したやつと、校舎裏で集めといた野草で南方風の蒸し煮だ！　どっちも実質タダだから遠慮はいらんぞ！」

「はい……はい？」

「昨日の祭りで前借り分を全部使っちまったから先生はまた一文なしになりました。給料日までは釣った魚と校舎裏に生えてる草で凌ぎます、って、旅してる時と同じだな」

　からからとグレイブが笑って、アリシエルがふっと嘆息した。

「わかりました。今度、必ず、先生のために食事を作ります」

「ありがとうアリシエル、優しい教え子がいておれは幸せだよ！」

「勘違いしないで下さい。先生のためではなく私の恋のため……それだけですから」




　学園の裏庭、その一角にグレイブは勝手に天幕を張ってねぐらを作っていた。

　すっかり住み着いているといった様子で、石を並べた炉の他に手製のもの干し台などもありグレイブのシャツが吊つるされていた。

　二人は炉を挟んで向かい合って座る。グレイブ曰いわく『野草と干し魚の南方風蒸し煮』が炉の上に置かれた鍋なべの中でぐつぐつと煮えていた。

「ほれ」

「ありがとうございます」

　程なく、グレイブが出来上がった蒸し煮を木皿によそいアリシエルに渡した。

　やや深めの木皿に干し魚が丸ごと一匹入り、浸つかるか浸からないか程度にスープが注がれ、全体に緑の野草が散らされている。彩いろどりは悪くなく、魚の出だ汁しが効いた匂においも良い。

　アリシエルはしばらくその皿を眺ながめ、やがて静かに口に運んだ。

　熱いスープ、干し魚の旨うまみが口に広がって行く。そして、最後に野草の僅わずかな苦味が全体をきゅっと引き締める。

「……あ、美お味いしい。魚の身も凄すごく柔らかくなってますね」

「蒸し方にこつがあるんだ。干し魚から味が出るから、他に味を足す必要もない。そのままだと、ちょいと味にくせが足りないから野草も一緒に蒸すんだ」

「面白いですね」

「ああ、特に食い物は面白い。土地に根差した、名物料理じゃない、ただの飯が面白い」

　にかっ、とグレイブは子供のように笑う。

「旅暮らしの一番の収穫だ」

「……先生は、どうして、旅を」

　僅わずか眩まぶしげに瞳ひとみを細め、アリシエルはそう問うた。

　グレイブは軽く肩をすくめて答える。

「《英雄》が面倒くさくなったからだよ」

「聞いたような気もします」

「おまえは《英雄》が終わったらどうするつもりなんだ？」

「わかりません、考えたこともありませんでした。多分、故郷に戻ると思います……道場を継ぐのかも、しれません」

「面倒だったら死んだことにして旅に出れば良い、おれも付き合ってやるよ」

「旅、ですか、そういえば、大王都を出たのも今回が初めてです」

「そりゃ勿もつ体たい無ない。大陸には色々と面白いものが転がってるぞ。たとえば──」

　グレイブは懐なつかしむように語りだす。

「イリスって町は寒い冬の夜に『踊る虹にじ』が出る。ひらひらってな。これが綺き麗れいなんだ。後、あそこは燻くん製せい肉が美う味まい。西には一年に一度しか咲かない花ってのがある。これの実を食ったが甘いんだか苦いんだか変な味だった。知ってるか、西というか妖精族は何でもソースにしちまうし、どんな料理にもソースをかけるんだ。驚くぜ」

　うむ、と一人納得したようにグレイブが頷うなずく。そんなグレイブを、アリシエルは凍いて付いた瞳の奥に憧どう憬けいとわずかな哀かなしみを宿して見詰めていた。

「楽しそうですね」

「楽しかったよ。誰もおれを知らないってのが、一番良かった」

「わからなくは、ありません」

　グレイブもまた、じっ、とアリシエルを見詰めて少し笑う。

「おれな、全部終わったらポセイドンの辺りで食堂でも開こうと思うんだよ」

「確か、南の端はしの」

「そう大陸の南端、『船の町』ポセイドン。暖かくて暮らしやすくて海沿いだからどこでも釣りが出来る。落ち着くならあの辺りが良いなと思ってたんだ。北方の料理を南方風にして出せば珍しがって客も来るだろ。後は、美人の看板娘がいれば完かん璧ぺきだ」

「……話が飛躍しすぎです。それに、私が看板娘は無理です、愛あい想そもありませんし」

　凍いて付いた瞳、氷の美び貌ぼう、孤独を宿し、ひとを引き寄せるのではなく遠ざける。

「笑い方など、忘れてしまいました」

「ふぅん？　じゃあちょっと試しに笑え顔がおっぽいのを作ってみようぜ」

　言って、グレイブは人差し指を自分の唇くちびるの端はしに寄せてぐいと引っ張って見せた。

「こう、ですか？」

　アリシエルもグレイブを真ま似ねて同じことをする。唇の端が釣り上がり、確かに、笑顔のような形にはなっている。だが所しよ詮せんは形だけで不自然さは拭ぬぐえない。

「あの、先生、何か言って貰もらえませんか」

「おまえの本当の笑顔が見たくなった、心からの笑顔って奴やつを」

「馬鹿ですか、あなたは」

　いつもより優しい響きの馬鹿、アリシエルは笑顔の真ま似ね事ごとをやめて淡々と言った。

　グレイブはどこまで本気か冗談かわからない声でからからと笑う。

「教師らしく言うなら『おまえに笑顔を教えてやる』ってところか、良いじゃないか、《英雄》を育てるよりずっとやり甲が斐いがある。お、ちょっとやる気が出てきたぞ、今日は真面目まじめに授業しよう！」

「やっぱり先生は馬鹿ですね」

　春の風が、しゃらりと彼女の長い黒髪を撫なでて過ぎ去って行った。

　なびく黒髪を指先で押さえ、アリシエルが呟つぶやく。

「期待はしてません、けど、ありがとうございます…………『あなた』」

　特別な意味を込めて、彼女はグレイブをそう呼んだ。

　そして、自分で呼んでおいて恥ずかしくなったのか顔を掌てのひらで覆い隠して俯うつむいた。

「……どしたんだ、おまえ」

「何でもありません、剣にたとえるなら、うっかり自分で自分を切ったようなものです」

「それ大変じゃないか！」

「大変ですから放ほうっておいてください！」

「ええー」

　隠した掌の奥、アリシエルの顔は真まっ赤かで。

　どうしてか──頰ほおが緩ゆるみそうになるのを彼女は懸命に堪こらえていた。




　世界が滅ぶまで──残り四日。




「なーのですなーのですなーのですですー、わたしは美少女エミリアさーん、世界で二番目けんきょですー」

「……何ですか、それは」

「世界で二番目の美少女の歌なのですよ。ところで今日は教練場に集合なのですよね？」

「『たまには真面目に授業するかー』だそうです」

「大丈夫なのですかそれ……肝心のセンセイの姿も見えませんし」

「『準備があるから少し遅れる、体を温めておいてくれ』、だそうです」

「行き当たりばったりすぎるのですよ！　あっ、ところでアリシエルさん、今朝は食堂で見かけなかったのですが、何ど処こへ行っていたのですか？」

「秘密です」

「アハッ、それなら秘密にしておくのです。アリシエルさんが部へ屋やに戻るなり寝台に飛び込んで枕まくらに顔を埋うずめて両足をばたばたさせてたこととか！」

「どうして知っているんですか！」

「友達として、アリシエルさんのことをいつも見守っているのですよ」

　そんな他た愛あいないことを話しながら、二人は集合場所にされた聖ウェルギリウス学園武術教練場へと向かった。前日のお祭り騒ぎの反動か学園は妙に静かだ。

　普段は生徒で賑にぎわう武術教練場もまた同じく静まり返っている。教練場は広い板張りの建物で、今は隻せき眼がんの初老の男が一人、木剣を振るっているだけだった。軽い運動のつもりなのだろう、纏まとっているのは武術訓練の際に着用を義務付けられる訓練着ではなく学園教師の制服である僧そう衣いだ。

　その肉体は僧衣の上からでもはっきりとわかるほどに鍛きたえ上げられており、木剣を振るう姿はいかにも力強い。かなりの剣の心得があるのだと見ただけでわかる。

　男はすぐに二人に気付き、素振りを止めて頭を下げた。

「おはようございます、《戦剣姫ドウルガリエ》さま、《天上に咲く金色の華》さま」

「おはようございますです、えーと確か武術教師の……」

「バーガン、ですよ」

「ですです、バーガンさんなのです」

「はい、もしや、これから教練場を使われるのでしょうか」

「その予定です」

「かしこまりました。では、そのように話を通しておきます」

「助かりますのですよ……というか、センセイは使用許可をとってないのですか？」

「失礼ながら、そのような話があったとは聞いていません」

「あー……今朝思いついたのですから取ってるわけないのですよね。そもそも使用許可を取るって発想がない可能性すらあるのです。本当にセンセイは駄目教師なのですから、すみません、お願いするのですよ」

「いいえ、どのみち校舎に戻るところでしたので」

　再び頭を下げ、木剣を片手に隻眼の男──バーガンが立ち去ろうとする。淡々とした声でアリシエルがその背中に問いかける。

「目の調子はどうですか」

「……特に何も、慣れてしまいました」

「そうですか」

　バーガンが教練場を去る。エミリアが柔らかな金色の髪を揺らして首を傾かしげる。

「アリシエルさんのお知り合いだったのですか？」

「昔、同じ道場にいました」

「なのですか。そういえばアリシエルさんは大王都の有名な剣術道場のお嬢さんなのですよね。そっち方面の知り合いは多いに決まっているのです」

「そうですね」

「アリシエルさんも道場で、ひとに教えていたりしたのですか？」

「恐れられていました。心のない『剣の申し子』と呼ばれて」

　感情の混ざらない声で彼女はそれだけ言った。




　聖ウェルギリウス学園の学園長室に三人の男が集まっていた。

「つまり、武術教師筆頭は《英雄》の担当教師選定に不満があるということですか」

　言ったのはこの部へ屋やの主あるじ、聖ウェルギリウス学園の学園長『眠り翁おきな』のメイガス。半分眠っているような顔が特徴の妖精族の魔法使いであり、外見こそ二十代の若者に見えるが態度や声は落ち着き払った老人そのものだ。

「はい、有体に言えばその通りです。これは、わたくし個人の意見ではありません。聖ウェルギリウス学園武術教師筆頭として、教師一同の意見を伝えに参りました」

　メイガスの机の前には逞たくましい男が軍人めいた直立不動の姿勢で佇たたずんでいた。隻せき眼がんの初老の男──先ほど教練場でアリシエルたちとすれ違った武術教師のバーガンである。

「霊魔大戦において聖霊騎士団が戦場で《英雄》の助けとなるべく結成されたように、聖ウェルギリウス学園は《英雄》が戦場に至るまでの助けとなる役割を担になっています」

「そうですねえ、聖霊に選ばれた《英雄》が必ずしも戦う術すべに長たけているわけではない。だからこそ学園が《英雄》の住まいとなっている」

「故にお聞かせ願いたい、何な故ぜ、《英雄》の担当教師という名誉ある役割を、どこの馬の骨とも知れぬ、何一つ実績のない、胡乱うろんな男に任されたのかを」

『眠り翁』のメイガスは頷うなずくように尖とがり耳を上下に動かし、最後の一人に視線を向けた。

「そういうことです。アーカンシー司教。世界の滅びと比べれば些さ細さいな問題ですからねえ、知らぬ存ぜぬで無視しても構わないとは思いますが……まあ、ついでですねえ」

「なるほど」

　若い、だが、不毛の頭部を持つ男、聖霊教会司教にして聖霊騎士団副司令ジョージ・アーカンシーは全すべてを理解しているように頷いた。

「騎士団側からの強烈な推薦、横よこ槍やりがあったの事実です。それほどに『わたし』は彼を高く評価している。彼がいる以上、聖ウェルギリウス学園の武術教師『ごとき』に《英雄》を導く役割を任せることは出来ません──それが『わたし』の見解であり、決定です。彼に関し全ての責任は私がとります」

「なるほど、わかりました。それでは本題をすませましょうか」

『眠り翁おきな』はジョージの迷いのない態度に感心したように尖とがり耳を一度上下させ、机の引き出しから一枚の書類を取り出す。

　ジョージは席を立ち書類を受け取るとざっと目を通して小さく頷く。

　それは学園が騎士団に対し余剰物資を売却したという書類であるが、出した物資と売却金額は明らかに釣り合わず実質的には学園から騎士団に対する物資の贈与である。

「ご協力に感謝します」

「世界を守るためなら助力は惜しみませんよ」

　そしてメイガスは思い出したように言葉を付け加える。

「あたしは《天上に咲く金色の華》のエミリアちゃんと同じ三日月館の出でしてね。今でもたまに連絡を取っているんですよ。その三日月館から何人か大陸の東側へ『お土産』を持って『旅行』に来るそうです」

　西側、妖精王国が非公式に援軍を派遣するという報せ──俄にわかにジョージの目付きが鋭するどくなり、すぐにまた何もなかったかのように和らぐ。

「それは良い、是非とも東を楽しんでいただきたいものです。万が一、危険な場所に足を踏み入れてしまわぬよう『特別な地図』を騎士団からお送りします」

　ジョージは一礼し書類を懐ふところに収めて歩き出す。純白の僧そう衣い、司教のケープ、聖霊騎士団副司令の指し揮き杖じよう、若くして多くを背負う男の後姿は颯さつ爽そうとして──

　学園長室に差し込む光に照らされた不毛の後頭部が眩まぶしいほどに輝かがやいていた。

　そして彼の姿がなくなると、学園長のメイガスは微笑ほほえましげに目め尻じりを下げた。

「良いですねえ、アーカンシー司教のような若者は好きですよ。今回の霊魔大戦に一番必死になっている人間は彼でしょうねえ」

「ですが、そのために敵を作る。自身の手のものを強引に学園へねじ込み、物資を強引に買い取り、聖ウェルギリウス学園の権威と独立性を踏みにじった。大おお袈げ裟さに言えばアーカンシー司教は今回の一件で学園を敵に回した」

「『そんなもんだ』とあの灰色坊や──いえ、グレイブヤード教師なら言うでしょう」

　相変わらず眠たげに、メイガスは静かに呟つぶやいた。

　バーガンは直立不動の姿勢を崩さず、僅わずかに隻せき眼がんを伏せ、声を潜めて問う。

「メイガス学園長、あのグレイブヤードと名乗る青年はやはり……」

「彼はただの根無し草ですよ。騎士団が強烈に推薦してきた素性不明の怪人物、そういうことに決まっているんです。だから全すべてはアーカンシー司教が取り仕切り、彼は挨あい拶さつにも来ない。死んだ《英雄》は死んだままに、それが『長老会議』とあの坊やの取引です。それとも本当は《英雄》の担当教師役に未練がありますか？」

「いいえ、アーカンシー司教の言葉通り学園のものでは《戦剣姫》さま、いえ、お嬢さまの教師は務まらないでしょう」

「確か、武術教師筆頭は以前、大王都の近衛このえ部隊に務めていたのでしたね」

「はい、お嬢さまの生家、近衛の名門レガリア流剣術道場の門下生でした」

「なるほど」

　先を促すようにメイガスが相あい槌づちを打ち、バーガンが語りだす。老いた猛も者さは失った右目が痛むかのように顔をしかめ、語る声もまた苦い。

「お嬢さまのことは幼い頃より存じています。今でこそ《英雄》の一人であり大国王の娘として栄誉に包まれているお嬢さまですが、その生まれは不遇なものでした」

　学園長のメイガスが尖とがり耳を上下させて、ぽんと掌てのひらを打った。

「聞いた覚えがありますね。《戦剣姫》のアリシエルちゃんは故郷を出発する前に大国王ハルドベルド十八世と謁えつ見けんした。大国王はすぐにそれが自分と、己が愛し結ばれなかったひとの娘であると気付いたとか何とか」

　ふふっ、とメイガスが皮肉っぽく笑う。

「裏を返せば、愛し結ばれなかった人を死ぬまで放ほうっておいたってことでしょうか」

「大国王に対して畏おそれ多くはありますが私もそう思います。お嬢さまの母上は父親のわからぬ不義の子を身み篭ごもったとして生家を追われ、最さい期ごまで戻ることを許されませんでした。お嬢さまは師範──お嬢さまにとっては祖父にあたるお方です──に剣の才を見み出いだされ門下生として道場に通うことは許されましたが、その立場は決して良いものではありませんでした。はっきりと言えば風当たりは強かった」

　大国王と近衛このえの名門の令嬢、本来ならば蝶ちようよ花はなよとアリシエルは育てられたであろう。しかし、運命の悪戯いたずらか、彼女は貧しく厳しい暮らしを余儀なくされた。

「お嬢さまは笑わない子供でした。どのような厳しい稽けい古こであろうとも、実戦さながらの立合いで実の祖父に骨が砕けるほどに打ち据えられようとも、声一つ上げず、黙々と全てをこなしておられました」

　バーガンはアリシエルが子供らしく遊んでいる姿など一度も見たことがない。

　灼しやく熱ねつの如ごとき真夏の日も、身を切るように冷たい冬の日も、誰よりも早く道場を訪れ、誰よりも遅く道場を去った。

　季節の祭りに大王都が浮かれている日ですら継ぎの当てられた擦り切れた胴衣を纏まとい、幼い体には重過ぎる木剣をただ黙々と振るい続けていた。

　恐れと畏れ、そして、憐れん憫びんの混ざった声で語り、静かにバーガンは首を振る。

「剣の申し子とはお嬢さまのことを言うのでしょう、砂が水を吸うようにレガリア流を学び尽くし十の頃には既にお嬢さまの相手をできる門弟はいなくなっていました」

　今、バーガンの脳裏に浮かぶのは過去の、僅わずか十歳に過ぎない幼いアリシエルの姿だ。

　氷の瞳ひとみをした少女。笑いもせず、泣きもせず、ただ木剣を振るい、ただ誰もいない剣の高みへと進む、孤独な──どうしようもなく孤独な化け物のような少女。

「実の母が死んだ日も、師であり祖父であったひとが死んだ日も、お嬢さまはただ剣を振り続けていた」

　笑いもせず、泣きもせず、孤独に剣を振り続ける姿は常人にはあまりにも遠過ぎた。

　幼い少女はあまりにも剣の申し子でありすぎて、ひとの形をした剣のようであった。

　哀れみよりも恐れと畏おそれを抱いてしまうほどに異形であった。

　独り言のように漏らした最後の呟つぶやきこそバーガンの偽りない本音だったのだろう。

「誰にもお嬢さまの心はわからない、もし、お嬢さまを理解し、教え導けるものがいるとすれば……それはお嬢さまと同じ、『化け物』、だけだ」




「悪い悪い、待たせたな」

　アリシエルとエミリアが武術教練用の訓練着──革製の白く染められた『つなぎ』に着替え終わった頃、グレイブが自身の三倍はあろうかという、建築用の材木の根元を削って柄えを作っただけにしか見えない木剣を二本、灰色の外がい套とうに背負って姿を見せた。

「いいえ、丁度、体を温め終わったところです」

「なのですよ……で、それはどうしたのですか？」

「見ての通り、教材だよ」

「見ての通りなら教材じゃなくて木材にしか見えないのです」

「上う手まいこと言うじゃないか」

　グレイブは肩をすくめ、ふと訓練着である白いつなぎに着替えた二人の姿を眺ながめた。

　この白いつなぎは北の最果てテュポーン山脈に生息する鉄熊の毛皮から作られたものだ。極めて高価ではあるが、頑丈で柔軟かつ軽量であるため聖霊騎士団でも金属鎧よろいの下に着る鎧下として採用されているほどに優秀な防具だ。

　素材として優秀である故に、ぴったりと体に張り付く程に薄手でも十分に用を成し、結果として体の線が浮かび上がってしまう。

　アリシエルの暴力的なまでに豊かな胸部は更に暴力的に強調される一方で、エミリアの胸元はあくまでぴこやかに控え目である。なだらかな、美しい丘と言った風情ふぜいか。

「エミエミ……おまえ」

「ど、どうしたのですかグレグレ」

　戸惑ったようにエミリアが言い、妖精族の尖とがり耳が不思議そうに一度上下する。

　妖精族らしく華きや奢しやな肩、ほっそりとくびれた腰、そして妖精族にしては珍しく──

「やっぱり良い尻しりしてるな」

「ぶっ殺しますですよ！」

　安産型というか、大き目の、張りのある尻をグレイブはそう評した。

　エミリアの方は半分羞しゆう恥ち、半分怒りに顔を赤くして勢い良く尖とがり耳を上下させている。

　からからとグレイブは可お笑かしげに笑った。

「ハッハッハッ、出来るもんならやってみな」

「うっわ、うっわ、うっわ！　グレグレの分際で何か偉そうなこと言ってやがるのです。え、何なのですか、そんなに死にたいのですか、遺書は書いたのですか！」

「良い怒りっぷりだぞエミリア、その意気で今日の授業にも挑戦しよう！」

　ぷりぷりと怒るエミリアが猫ならば柔らかな金色の髪が逆立っていただろう。グレイブは気にした風もなく、ぽん、とからかうようにその頭を叩たたいた。

「先生」

　すると、何な故ぜかアリシエルがずいと頭を突き出してきた。グレイブは少し考えて、エミリアにしたのと同じようにアリシエルの頭もぽんと叩く。それで満足したのかアリシエルは一つ頷うなずいて口を開いた。

「今日は何の授業を行うんですか」

「お、おう。聖剣霊装は一いつ旦たんおいといてだ。これ教えとかないとおまえら死ぬこと思いだしたから、対サラマンダーを想定した戦闘訓練でもしようと思う」

「はい」

「第一の霊魔、『炎の暴君』サラマンダー、正式な呼称は《火天狂霊：燎原の如くに燃ゆるものスピリツト・オブ・サラマンダー》、おまえたちが……えーと、限度が六日で今日が三日目で、猶予が今日を入れて四日だから…………多分、四日後に戦う相手だ」

「センセイが凄すごく格好悪いのですよ」

「苦手なんだよ、七年もまともに働いてなくて日付の感覚とか全然なくなってるからさあ……言ってたら悲しくなって来た。友達は出世してんのに、おれときたら」

「い、今はちゃんとした職業に就いてるから大丈夫です。頑張れ頑張れですよ！」

「うん、頑張る。要するに、おれは七年前にサラマンダーを倒しているわけだ。だから、どういう敵であるかも知っている。それを教えとこうと思ってな」

　ふむ、とグレイブは腕を組み考えるように天てん井じようを見上げた。

「六柱の霊魔の中で、サラマンダーは最強の霊魔だ。一番最初に現れるくせに一番強いんだからふざけた話だが。最強って言葉の意味はわかるか？」

「はい」

「言葉は理解しているのですが、センセイが何を言いたいのかはわからないのです」

　アリシエルはすぐに理解できたのか淡々と頷うなずいた。一方、エミリアは柔らかな金色の髪をふわりと揺らし小首を傾かしげた。尖り耳がぴこぴこと不思議そうに上下に動いている。

「『単純に強い』ってことだ。全長八メルトルを越えた直立する赤蜥蜴とかげ。特殊な能力はなく、その身に纏まとう『業ごう火かの魔装』で万物を焼き尽くす。いかなる武器も魔法も通用せず、聖霊剣を持つ《英雄》でなければ近寄ることも出来ず、真っ向からの勝負を好む」

「そういうものなのですか」

　いまいち、まだ理解できていないのだろうエミリアが曖あい昧まいに頷く。グレイブは苦笑し、軽く肩をすくめる。

「まあ、それをこれから教えてやるよ」

「グレイブ先生、サラマンダーが全長八メルトルを超えているというのは本当ですか」

「さすが剣士、良いところに気がつく。そう八メルトルだ、実に厄介だろう？」

「はい」

「すみませんなのですセンセイ、さっきからいまいちわからないのですよ」

「おまえ、身長八メルトルの相手と殴なぐりあったことあるか？」

「あ！　そういうことなのですか！　体が大きければ手足も長い、つまり間合いが広い。ひとを相手にしている場合とは全然違うのですね」

「エミリア正解」

「先生が背負っている長木剣はサラマンダーの間合いを再現するためのものですか」

「アリシエルも大正解、ま、これじゃあちょいと長さは足りないんだがな」

　背負っていた長木剣を下ろしてグレイブは言った。

「使えるものは何でも使って良い。剣術でも体術でも魔法でも、おすすめは色仕掛けだ。サラマンダーには間違いなく通じないだろうがおれが嬉うれしい」

「嫌です」

「構わないのですよ、ただし、美少女の色仕掛けには料金が発生するのです」

「わかった、おれの全財産を払おう。具体的には銅貨で四枚」

「子供のお小遣いなのですよ！」




　そして模擬戦闘は互いに約十メルトルの距離を取って始まった。

「いつでも良いぞ、そっちが始めたいときに始めてくれ」

「わかりました」

「センセイは構えないのですか？」

「サラマンダーは構えなんか取らねえよ。ま、おれが使うのも我流剣術だけどな」

　グレイブは先ほどの、殆ほとんど材木に近い長木剣を二本、無造作にぶら下げて立っている。いつもの灰色の古びた外がい套とう姿で訓練着すら纏ってはいない。

　一方、アリスとエミリアもそれぞれしっかりと木剣と短たん杖じようを構えていた。

　アリシエルは剣術の基本とも言える正面の構えだ。いつもながらに隙すきがない。

　エミリアは、長さ六十セルチほどの短杖を片手で持ち、先端をグレイブに向けている。これもまた典型的な魔法使いの構えだ。

　因ちなみに短たん杖じようとは魔法の最大の欠点である呪じゆ文もん詠唱の長さを補う為ために開発された魔法具である。例えば以前グレイブが使用した『小さき癒いやし』は呪文さえ丸暗記すれば誰でも使える程度の低位魔法だが、それでも二十語近い詠唱が必要だ。

　しかし、短杖があれば僅わずか数語の詠唱で魔法を使うことが出来る。

「さて、アリシエルの剣の腕は充分知っている。エミリアが魔法の天才ってのも聞いている。普通に考えればアリシエルが攻めてエミリアが援護ってところだが」

　口の中で声にせずグレイブは呟つぶやいた。

　グレイブはアリシエルとエミリア、個々人の実力に関してはさして心配していなかった。問題は複数での戦闘、連携に関してである。今日の授業はそれを見るためもあったが。

「ちぇりゃああああああ！」

　予想に反し、エミリアがいきなり走り出した。雄お叫たけびを上げ、短杖をそれこそ棍こん棒ぼうのように振りかぶり物もの凄すごい勢いで突っ込んで来る。援護どころか魔法を使う気配すらない。

　魔法を唱となえる暇があるなら、直接殴なぐり倒したほうが早いと言わんばかりの行動だ。

「いやいやいやいや、おい、それで良いのかよ魔法使い！」

「美少女なのですよおおおおおお！」

「関係ないにも程がある！」

「……」

　グレイブが驚きよう愕がくの叫びを上げる陰でアリシエルも動いていた。僅かに身を低くし、長い黒髪をなびかせて疾駆する。歩幅に乱れはなく、重心も安定し、頭の位置が上下しない。

　獲物を狙ねらう狼おおかみのようにグレイブの死角へと回り込む。

「あ、いかんそういうことか！」

　気付いたときにはもう遅い。グレイブは挟み撃ちに近い形にはめられていた。サラマンダーの巨体を模したグレイブが扱うのは長く重い材木のような木剣だ。剣は基本的に長い方が有利で威力も増すが、重心は大きく偏り重さも増し扱いづらくなる。

　懐ふところに入られると弱いのは長物の宿命、故に、二人で一気に攻めた。

「もう遅いです」

「魔法使いに体術が出来ないなんて、とんだ思い込みなのですぅうううううう！」

　確かにエミリアが体術を使わないという思い込みはあった、だが、結局はグレイブの予想より二人が優秀な生徒であったということだ。相手の強みと弱みを即座に見抜く判断力、連携の定石を躊ちゆう躇ちよ無く捨てる柔軟性、出会って数日だというのに何の相談もなく完かん璧ぺきな連携をこなす意思疎通。

「なるほど天才だ」

　しかし──

「相手が霊魔だってことを忘れる程度の天才じゃあ長生きは出来ないぞ」

　ずがん！　と、凄すさまじい音がして教練場の床が、否いや、建物全体が揺れた。

　グレイブが一歩踏み込んだ、何があったかと言われたらそれだけだ。音と振動にアリシエルとエミリアが戸惑い一瞬だけ動きを止める。グレイブはそれを見逃さなかった。

　ぶん──と、無造作に、だが恐るべき速さと強さで、グレイブは長木剣を振り回す。

　右の木剣がアリシエルを、左の木剣がエミリアを、二人同時に殴なぐり飛ばす。

「なっ──くッ！」

「か、輝かがやける加護／小さき守り／我が盾となれ──『聖霊の盾』！」

　二人の目には殆ほとんどいきなり目の前に長木剣が現れたように見えただろう。それほどの速さだった。それでも反射的にアリシエルは木剣による受け流しを試み、エミリアが低位の防御魔法で弾はじこうとした。

　そして、二人揃そろって、宙を舞った。

　単純な力の大きさが二人の防御をぶち破やぶり、勢いに押し負けた二人が弾はじき飛とばされる。弧を描いて宙を舞い、教練場の床に落ちて重たげな音を鳴らす。

「……ぐ、う」

「な……なんなの、ですか、これ、全身が、痺しびれる、みたい、なのです」

　エミリアの言葉通り、二人の体は痛みより痺れに近い感覚に支配されていた。グレイブの一撃はあまりにも重くその衝撃は体に染みるようだった。彼女たちの肉体は震え、立ち上がろうと四肢をつっぱるも、そのままずるりと滑すべる。

　グレイブはさして気にした様子もなく二人を眺ながめて言う。

「サラマンダーはもっと強いぞ。どうだ、単に強いだけの最強ってのは厄介だろ」

「は、い」

「よく、わかりましたのです……」

「んじゃ、さっさと立て。次、行くぞ」

「……はい」

「ぬぐっ、わ、わかりましたのです、よ」

　ずる、とまた滑り、二人の体は教練場の床の上に突っ伏す。

　グレイブは腕組みをして少し考え、そして言った。

「あと十数えるうちに立たなかったら、そうだな……乳、いや、尻しり……を、揉もむ、いや、違う、決めた──粘土でおまえたちの型を取るぞ！」

「……」

「……」

　教練場に沈黙が満ちた。

「その訓練着の上からなら、かなり正確な型が取れるだろう。その型を元にして、ふふっ、何をしてやろうか、夢が広がるな！」

　ぞわり、と、アリシエルとエミリアの背筋に悪お寒かんが走った。

「──ッッッッッッ！」

「へ、変態だああああああ！」

「お、立ったか」

「かつてない程に、身の危険を、感じました」

「発想が狂ってるのですよ、なんで、こんなのが教師やってるのですか！」

「元《英雄》だからな！」

「負けられません、これは」

「なのですよ！　センセイの前で倒れてたら何をされるのかわからないのです！」

「ふふっ、逆に、おれを倒せたら何をしても良いんだぜ！」

「しません」

「あんたどこまで変態なのですか！」

「無論、魂の全すべてまでが！」

「救いようがないぐらいに変態なのです！」

　乙女おとめの貞操的な意味合いでの危機感にかられ、アリシエルとエミリア、二人の《英雄》候補は立ち上がる。元《英雄》──グレイブという脅威に、心を一つに、立ち向かう。

「ふはははははははは！　さあ、抗あらがって見せろ我が教え子たちよ！　その肉体で型をとり、乳を、尻しりを、ふとももを、全てを我が物としてやろうぞ！」

　グレイブもその勢いに付き合って、悪の親玉みたいなことを言い出した。




　中天の刻ときを告げる鐘が鳴った。

　二十戦を越えて、教練場では未いまだ模擬戦が続いていた。

「七年前のおれがどうやってサラマンダーに勝ったのか？　簡単だよ、あいつに付き合って殴なぐりあったのさ。丸三日だったかな、ひどい泥仕合だった」

　二十戦を過ぎて、グレイブは未だに圧倒的だった。

　一方でアリシエルとエミリアの二人は満まん身しん創そう痍いである。グレイブが力任せに、だが尋常ではない力で振り回すだけの長木剣を一度も止められず、数え切れないほどに床に壁に叩たたきつけられた。

　一見力任せに長木剣を振り回しているだけに見えるグレイブの絶妙な手加減と、訓練着──白いつなぎがなければ既に骨の一本や二本は折れていただろう。

　そうでなくても白いつなぎの下の体は青あお痣あざだらけになっているはずだ。

　今、また、床に叩たたきつけられ、立ち上がろうとしている教え子を眺ながめながらグレイブは懐なつかしむように言う。

「まったく、救いようがない、『化け物』同士の殴なぐりあいだ」

　別に、その言葉に反応したわけではないだろうが。

　よろりと、アリシエルが木剣を杖つえにするようにして立ち上がった。続いてエミリアがよろよろと立ち、二人は深く呼吸して痛みをこらえるように奥歯を嚙かんだ。

「先生は、自分のことを、『化け物』のように、語るのですね」

「というか、その理屈だと、後輩のわたしたちまで、『化け物』扱い、なのですよ」

「そうだよ」

　あっさりとグレイブは認めた。

「一人の《英雄》と六柱の霊魔、全部合わせてもたった七つ、たった六度の戦いでついた名前が霊魔大戦だぞ。世界大戦とかのあの大戦だ。そんなものをやらかすのが『化け物』じゃなくてなんなんだ？　おれには《英雄》と霊魔の違いすらよくわからんよ。ひとの側に立って戦うから《英雄》と呼ばれて歓迎されてるだけで、どっちも同じ『化け物』だ」

「……」

「……」

「本当を言うとな、今日の授業の目的はそれなんだ。サラマンダーの間合いが何だってのはおまけだよ。おれが教えているのは『化け物』と戦う心構えさ。今のおれは、聖霊剣を持たないおまえたちの相手に丁度良い手頃な『化け物』ってところか」

　からからと、気にした風もなくグレイブは笑う。

　アリシエルとエミリア、二人は言葉を失いまじまじとグレイブの顔を見詰めていた。

　確かに、《英雄》を育てられるのが《英雄》だけならば『化け物』との戦い方を教えられるのは『化け物』だけだろう。

　ならば、『化け物』と戦えるのもまた『化け物』である。

　同じ『化け物』同士、《英雄》と霊魔は名前が違うだけの同じもの、その考えは論理的で、筋が通ってすらいる。

　彼女たちは決して馬鹿ではない、故に、グレイブの理屈を理解できてしまう。

　変わらぬ気楽さでグレイブは言葉を続けた。

「なあ剣の達人に魔法の天才、おまえたちにだって一度くらいはあるだろう、畏怖か忌避か憎悪か嫉しつ妬とかどんな理由か知らんが『化け物』と呼ばれたことが。行き過ぎた強さなんてものは理解されやしない──そんなものさ」

「うっわあ、このひと、本当に、すんごい軽々と繊せん細さいな部分に踏み込んできますね」

　エミリアは珍しく投なげ遣やりな声を発し、瞳ひとみに冷たいものを宿したが、すぐに消した。

　代わりに宿ったのは理解と納得、目の前にいるのが同類であるという自覚と自じ嘲ちよう。

　そしてアリシエルもまた静かに呟つぶやいた。

「そうですか、『化け物』ですか。私たちも、グレイブ先生も」

　顔は半ばまで伏せられ長い黒髪の落とした影に隠れて表情は見えない。

　ただ淡々とした声に、救いのような何かが、込められているように、グレイブは思った。

「『化け物』同士、同じ、『化け物』──」




　独りじゃない、と、声にならぬ声で彼女はそう呟いた。




　二十一戦目を境に、アリシエルが、変わった。

「おいおい、いきなり化けやがったぞ」

「『化け物』だけに、ですか」

「アハッ、グレグレが面白なのですよー」

「洒落しやれを言ったつもりはないからな！」

　吹っ切れたように、枷かせを一つ外したように、その動きはのびやかに鋭するどさを増す。

　踏み込みは半歩だけ深く、反応は一瞬だけ速く。エミリアもまたアリシエルに合わせ、アリシエルに引っ張られるように進歩する。

　二人が長木剣の間合いや理不尽に近いグレイブの身体能力に慣れ、互いの動きをより深い次元で理解し連携を深めた、というのもあるだろう。

　だが、それだけではない。何かを吹っ切ったような動き。

「せっ──！　たっ──！　はっああああああ！」

「美少女なのです、美少女なのです、美少女──なのですよおおおおお！」

「うおっ、危なっ！　ちょ、おまえら、何か、段々、元気になってないか！」

　気合と悲鳴が響き渡る。

　踏み込む足が床を鳴らす。

　木剣と木剣がぶつかり合う。

　短たん杖じようが、拳こぶしが、蹴けりが、矢継ぎ早に繰り出される。

「死っ、ねええええええ！」

「美少女は負けないぃいいいいいい！」

「いやああああああ！　なにこの教え子たち怖いのぉおおおお！」

　長い黒髪がなびき、汗の滴しずくが散る。

　金色の髪が跳ねて、汗の滴が散る。

　ついでにグレイブが顔を引ひき攣つらせて悲鳴を上げる。

　今はまだ二人の剣はグレイブに届かない。

　だが、二人の《英雄》候補は、グレイブが演ずるサラマンダーを追いかけ続ける。




　三十一戦目。

「あ、やべ」

　アリシエルの木剣の打ち込みを受けた瞬間に、ぼきり、とグレイブの右の長木剣が半ばから折れ飛んだ。間かん髪はついれず、折れた木剣でアリシエルを叩たたき伏せはしたが──

「──エミリア、今っ！」

「なのです！」

　その隙すきを逃すことなくエミリアが更に深く、グレイブの懐ふところの内側へと踏み込んできた。

　殆ほとんど密着するほどに近い。文字通りの目の前、相手の吐息が触れるほどの距離だ。武器は意味をなさず、打撃すら難しい、組み付きの距離である。

　それは魔法使いエミリアの距離であった。

「輝かがやきは聖なりて／満ちるは力／奔ほん流りゆうする破壊──」

「攻撃魔法、しかも、こいつは！」

　聖霊魔法における攻撃魔法は三系統、一つは射程に優れた『矢』、射程と威力を両立させた『槍やり』、そして、破壊力だけを追求し他を全すべて切り捨てた『槌つち』の系統。

　鎚ついの攻撃魔法は威力こそ絶大だが相手に接触する必要があり、あまりに使い勝手が悪いため使い手を目にすることは皆無に等しい。

　グレイブは完全に虚を突かれた。

　短たん杖じようにより圧縮された詠唱で、エミリアの左手に強い輝きが宿り、彼女は叫ぶ。

「吹っ飛びやがれですよぉおおお、『聖霊の裁き』ぃぃいいいいい！」

「やるじゃねえか教え子ぉおおおおお！」

　全ての防御を貫き相手を打ち倒すことだけを追求した必殺の魔法を込めた、全ての防御を貫き相手を打ち倒すことだけを追求した必殺の拳こぶし。

　瞬間、グレイブの精神は完全に七年前に戻っていた。

　世界を滅ぼす六の霊魔と戦い、勝利し、封じた《英雄》の頃に。

　グレイブは長木剣を捨て、エミリアの必殺の左手を、己の左手で迎え撃った。

　ばちぃ！

　電いなずまが弾はじける音がしてグレイブの左腕から肩までを激しい痺しびれが襲う。訓練用短たん杖じようには攻撃魔法から殺傷性を奪う細工も施ほどこされており、代わりに痺れと命中した痕こん跡せきを残す。

　グレイブの左手から左肩にかけて痺れと共に魔力が流れた痕跡が青いインクで描いたように残っていた。これが実戦なら左肩まで消し飛んでいる、そういうことだ。

　だが実戦でもそうだが、左腕が消し飛んだからと言って即座に死ぬとは限らない。

　ごすめりゃ。

　と、異様に嫌な音を立ててグレイブの爪つま先さきが、エミリアの鳩尾みぞおちにめり込んでいた。

「あ、やば」

「──」

　叫び声すらもなく、体重の軽いエミリアは水切り石のように、教練場の床の上で何度も大きく跳ねながら吹っ飛んで行った。

　跳ねて、吹っ飛んで、起き上がらない、立ち上がろうとする気配すらも見えない。

　瀕ひん死しの昆虫のように教練場の床の上で突っ伏しびくんびくんと震えている。

「う、うわあああああ！　しまった妖精王国のお姫さまを本気で蹴けっちまった！　だ、大丈夫かエミリア生きてるか！　骨とか内臓は無事か無事だと言ってくれ！」

「だ、だいじょうぶじゃ、ないのです、よ」

　エミリアは顔も上げず、尖とがった耳を声と同じようにぷるぷると震わせながら言った。

「ぐれいぶ、せんせい、でるのです」

「な、何が？」

「美少女汁が、ぜんしんの、あなという、あなから、でそう、なのです」

「び、美少女汁？」

「美少女汁とは、美少女のたいないで、せいせいされるえきたいで、いいにおいが……」

「わかった、いやわからんが！　とにかく待ってろすぐに魔法医を呼んで来る！」

　グレイブは大慌てで灰色の古びた外がい套とうを翻ひるがえすようにして背を向け教練場の外に──




　恐らくそれは、グレイブが初めて見せた『本物の』隙すきであった。




　ぞろりと打ち倒されたアリシエルが起き上がっていた。

　今までの疲労が一気に押し寄せてきたように足元がふらついている。

　木刀を杖つえの代わりにして、何とか立っているといった酷ひどい有様だった。

　垂たれた前髪の隙間から、彼女は隙だらけの背中を見る。

　瞬間、アリシエル・クーデライトは一本の剣になった。

　ただひたすらに剣を振り続けた歳月が無我のうちに彼女を動かしていた。

　剣の申し子、ひとの形をした剣、ただの化け物。

　殺意も、憎しみも、躊躇ためらいもなく。

　笑いもせず、泣きもせず、ただ──殺すための業わざを振るう。




「……あ」




　嫌な、酷ひどく嫌な感触が、木剣を通してアリシエルの手に伝わって来た。

　木剣の先端がグレイブの後頭部に、めり込んでいた。

　瓜うりの実を砕くような、あの手て応ごたえ。

　胃の腑ふから、喉のどを通り、こみ上げてくる吐き気。

　だが剣になった肉体はそれを許さない。

　長い黒髪、凍いて付いた瞳ひとみ、凜りんとした横顔──木剣を構えて静かに佇たたずむ。

　脳裏に過よぎるのは母の最さい期ごの言葉。

「強くなってね、アリスちゃん、そして──」

「見事だ、やはり、おまえは、ものが違う、本物の剣士──」

　脳裏に過ぎるのは師であり祖父であったひとの最期の言葉。

　アリスを縛り続ける呪のろいの言葉。

　母は死の瞬間まで幼い彼女の手を握り続け、師は死の瞬間まで彼女を相手に剣を振り続け、呪じゆ詛そのような願いだけを残して、彼女の前で死んでいった。

　天才と呼ばれ、剣の申し子と呼ばれ、化け物と呼ばれ、剣を振り続けた。

　心を凍らせ一振りの剣であろうとした。

　ただの剣であれば──もう、何も考えなくても良い。




「いつもこうだよ、強さはいつも必ず肝心なところで裏切る」

　グレイブの声がした。

　振り向いた。その顔は微笑ほほえみを宿し血に染まっていた。

　平然と一歩、グレイブは彼女の傍そばへと歩み寄った。

　それはあまりにも自然な動きで、剣となったアリシエルが剣を振り下ろすことを忘れてしまうほどだった。

　グレイブは彼女の手を取り、木剣を握り締める指を優しく外して行く。

　からん、と音を立てて、木剣が教練場の床に落ちた。

　アリシエルは全身から力が抜けるのを感じた。

　崩れ落ちる体を、グレイブが抱き締め、支えた。

「大丈夫か？」

　ぽんぽん、と、優しく背中を叩たたかれた。

　何か、アリシエルの中でせき止められていた何かが、堰せきを切ったように溢あふれ出す。

「あ──あああああああああ！」

　生まれたばかりの赤子のように、アリシエルは泣きじゃくった。




　泣き疲れて眠るまで、ただ、ただ、彼女は泣き続けた。






間章「崩壊」









　三日目から四日目へと日付が変わろうとしている深夜の頃だった。

　デルフォイより北東に向かって約一千五百キロメルトル、エトナ鉱山のふもとに位置する『大陸の鉄かな床とこ』小王都キュクロープ──その跡地。

　今は溶けて硝子ガラス状になった大地の上で、炎の暴君が囚とらわれていた。

　捕らえているのは無数の光の障壁と無数の光の鎖である。意外なほどに大人しいと言うべきであろう、サラマンダーはじっとその場に佇たたずみ動かない。

　その静けさが不気味であった。

　巨大な炎そのものであるサラマンダーが照らすゆえに周囲は真昼のように明るく、数百メルトル離れた位置に敷しかれた聖霊騎士団の本陣にも熱が届くほどに暑い。

「……まるで真夏だ、それも真昼の」

　天幕の下、霊魔サラマンダーを足止めする役割を担になった聖霊騎士団『栄光の剣隊』大隊長グスタフが呟つぶやいた。グスタフは四十を過ぎた人間族の男性だ、四角い顔で、背は低いものの分厚い体をしている。野戦用の椅い子すに腰掛け、白い軍用僧そう衣いに銀の胸きよう甲こうを纏まとい、何度も口ひげを手の甲で拭ぬぐっていた。サラマンダーが放つ熱波のために汗が流れ、その汗が口ひげにたまるのだ。

「ひげを剃そっておくべきだったか」

「篝かがり火びが必要ないのが唯一の救いですね」

　隣に立つ副官の青年がぼやくように言った。口調は軽いが顔には未いまだ緊張がある。

　無理もない、僅わずか数百メルトルの距離にサラマンダーがいるのだ。

　都市をひとつ、文字通り、灰かい塵じんに帰さしめた化け物がいるのだ。

　だが六昼夜に渡り大結界──無数の光の障壁と無数の光の鎖──を維持するにはこの大きさとこの距離が限界だった。これより離れれば大結界の大きさを更にもう一段階拡大させなければならず、必然的に必要な魔力量も増大してしまう。

「炎の暴君……か」

「大隊長、各小隊からの定時連絡です」

　副官の青年騎士が先端に大きな宝玉が埋め込まれた短たん杖じようを手にしてそう言った。

　彼は『声』の改造魔法──双方向遠距離会話を可能にする『遠話』により送られてきた各小隊の報告を受け取り、更に大隊長のグスタフへと伝達する。

「第一小隊、第二小隊、第四小隊で魔力枯れによる意識喪失者が出ました。それぞれ八名、五名、十二名。いずれも予定より魔力の消しよう耗もうが大きく増援を求めています、第三小隊と第五小隊も同じく予定より消しよう耗もう量が大きいですが、増援が必要なほどではないと」

「本陣は」

「予定通りです、しかし、余裕はありません」

「魔力量が大きいものを五名ずつ選抜し各小隊へ回せ。魔力枯れしたものをこちらへ運ぶ余裕はない、現場で休息を取らせろ、作戦終了まであと三昼夜残っている」

「……わかりました。増援に、水と霊薬を持たせて送ります」

　副官は短たん杖じようを介して各小隊へと伝え、次に本陣内部へと指示を伝えるため天幕を出る。グスタフはまた口ひげにたまった汗を拭ぬぐい、部下に見られぬよう嘆息した。

　六昼夜というのは千人の防御魔術に長たけた聖霊騎士を投入してもギリギリ、否いや、計算の上では可能であるという数値でしかない。『栄光の剣隊』本陣に残された騎士は約五百、しかし、本陣は結界の軸を担になっておりそれだけ魔力の消耗も大きい。

　通常、騎士団では全体の一割が行動不能になった時点で撤退戦へ移行する。だが今回に限って撤退はない、撤退はすなわち世界の滅びである。現時点で魔力枯れによる行動不能者は二十五名、一割の四分の一。一見、少なく思える数だ。

　しかし、ここから加速度的に行動不能者が増えるのは目に見えている。気力に満ちている最初の三日と気力が限界を迎えてからの最後の三日はまるで違う。

「くそっ、前の霊魔大戦からたった七年しか経たっていないというのに」

　せめてあと千、いや、五百の騎士がいればとグスタフは思わざるを得ない。増援が望めないならばせめて潤沢な補給、特に魔力回復の霊薬が欲しい。本部が可能な限り手を尽くしていることは理解していた。そもそも七十年をかけて備える予定だった大戦が僅わずか七年で勃ぼつ発ぱつしてしまうこと自体が誰にとっても想定外なのだ。準備不足自体は誰が責められることでもない。

「我々は『栄光の剣隊』、《英雄》の背に続き世界の礎いしずえになることこそが我らの役目。何事もなければ、六昼夜は結界を維持できる……何事もなければ」

　恐ろしいのは死ではない。

「役目を果たさねばならない」

　祈るような声だった。グスタフは自身が弱気に取り付かれていることに気づいた。すくりと立ち上がり拳こぶしを握り締めた。すうと深く息を吸い。

「ふんっ！」

　拳を自分の右頰ほおに叩たたき込んだ。

　頭が吹っ飛びそうなほどの衝撃がグスタフを襲い、口の中に血の味が広がる。

　にたりと、聖霊騎士団の大隊長というより山賊の親玉めいてグスタフは笑う。

「気合を入れるのならば、これに限る」

「だ、大隊長！」

　先程の副官の青年が大慌てで飛び込んできた。グスタフはそのただならぬ様子に即座に表情を引き締め怒鳴る。

「何事だ、騒がしい！」

「は、はい！　申し訳ありません！　ですが、その……」

「構わん、言え。何が起きた」

「はい……その、旅行者と言う一団が、大隊長に会わせろと……」

「………何だそれは」

「は……それが、妖精族の──」

　副官は最後まで言うことが出来なかった。いきなり現れた女が、青年を力任せに押しのけて天幕の内側に入って来たからだ。

　妖精族特有の尖とがった耳、やはり妖精族らしく端正に整った顔に性格の悪い猫のようなにやにやとした笑みが張り付いている。身長は高く、手足はすらりと長く、殆ほとんど下着同然の衣服、というか、水着を着て、そのくせ足元まである長いマントを羽織っている。

　外見だけならば二十代の前半から半ば程度に見えた。夏の浜辺にいそうな、はっきり言って、戦場にはこれっぽっちも似合わない女だ。

　グスタフは口を大きく、あんぐりと空けて、乾いた声で呟つぶやいた。

「サ……サザンカの、姉御」

「誰が姉御だい、お姉さまと呼ばんか、お姉さまと──おりゃあっ！」

　女は美び貌ぼうに似合わない、やたらと伝法な口調で言い、聖霊騎士団大隊長であり四十代も後半の厳いかつい中年男のグスタフを思い切りぶん殴なぐった。女の細腕のどこにそんな力があったのか、グスタフはごえっと珍妙な声をあげてたたらを踏んだ。先程、自分で殴ったときよりも明らかに痛そうである。

「だ、大隊長！」

「だ、大丈夫だ、気にするな」

　血相を変える副官を手で制し、グスタフはどこか懐なつかしげな笑みを口元に浮かべる。伸ばした髭ひげに隠れて、誰にも見えはしなかったが。

　一方、妖精族の女はからりとした男っぽい笑え顔がおを浮かべていた。

「あんたに気合を入れてやるのも久しぶりだねえ」

「まったくですね、しかし西に帰った姉御がどうしてこんなところに？」

「なぁに、昔デルフォイで世話をしてやった坊やが出世したと聞いてね。旅行ついでに様子を見に来てやったのさ。いやあ、あれがサラマンダーかい、でかいねえ」

　サザンカがけたけたと、負け戦に傾いた戦場の空気を消し飛ばすように笑う。

「折せつ角かくだから、西の土産も持って来たよ。おまえの部下にも配ってやりな」

「いや姉御、さすがに今はそれどころじゃあ」

「必要だろう、ヘカテリオンの三日月館で仕込んだ、魔力回復の霊薬が三百、治癒の霊薬が二百。ついでに、あたしには劣るがそれでも充分に腕が立つ魔法使いが十五人」

「──！　おい、何をしている、さっさと立たんか！」

「は、はい！」

　グスタフの顔から困惑が一掃される、即座に千人の騎士を預かる大隊長に相応ふさわしい威厳をもって副官を怒鳴りつける。

「すぐさま、土産を受け取り各小隊に分配する準備を！　旅行者の方々を歓迎し、三名ずつに分かれて各小隊の見学に向かっていただけ、くれぐれも失礼のないように！」

「──あ！　ああ！　了解しました、すぐに手配に入ります！」

　再び、転げるように青年が天幕を出る。騒がしい足音が遠ざかる。いつの間にかグスタフの椅い子すに勝手に座っていたサザンカに向かい、頭を下げる。

「ヘカテリオンから応援に来ていただけるとは思いませんでした。騎士団を代表して深く感謝します。必ずや、この恩については上層部へと報告させて──」

「なーに言ってんだい、こっちは旅行に来ただけだ。そんな大おお袈げ裟さなことはいらないよ、ま、ちょっとばかし強引な旅行になっちまったけどね」

「……姉御、まさか」

　からり、とサザンカはまた例のさばさばとした男っぽい笑みを浮かべた。

「ま、もし帰れなくなったら、そん時はおまえのところで面倒見てやってくれよ」

「………………はい」

　グスタフはもはや絶望的な面持ちで、それでも辛うじて頷うなずいた。サザンカは長い足を組んで、けたけたとますます上機嫌に声をあげて笑った。

　その瞬間だった。




『飽いたな』




　炎の暴君がひとには獣の呻うめきとした聞こえぬ声で呟つぶやいた。

　真夏の、真昼の、暑さであるにもかかわらず、その場にいた、誰もが、ぞわりと、背筋が粟あわ立だつような悪お寒かんを抱く──






第四日目・前編「たのしいがくえんせいかつ」









　まだ大半の生徒が眠っている、陽ひも昇りきらぬ早朝の頃。

「アリシエルさん、気分転換にお風ふ呂ろでも行くのですよ」

「…………そうですね」

《英雄》候補の二人は、聖ウェルギリウス学園の大浴場に向かった。

　エミリアは早朝から相変わらず元気が良く愛らしい笑みを浮かべている。一方でアリシエルの表情は冴さえず、どこか、思い悩んでいるような様子だった──昨日のことを引ひき摺ずっているのだと、エミリアは理解できた。

　辿たどり着ついた大浴場の脱衣所には二人の他に人影はなく、こんな早朝から誰かと鉢合わせる可能性も低い。見かねたエミリアがアリシエルを慰なぐさめる。

「センセイは気にしてないのですよ。結局、大した怪け我がでもなかったみたいなのです」

「……はい」

「後でお見舞いに行くのですよ。わたしも一緒に行くのです」

「ありがとうございます、ですが、その……それだけではなく」

　アリシエルは頰ほおを染め、赤くなった顔を両手で隠して俯うつむく。

「先生の前で泣いて、その、泣き顔を見られて、慰められたのが、あの、どんな顔をして、先生に会えば良いのか、わからないんです」

「アハッ、ひとが結構本気で心配してたのに惚気のろけやがってぶっ飛ばすのですよ」

「エ、エミリア？」

　あまりに予想外の返答だったのだろう、アリシエルがびっくりして顔を上げる。エミリアは平然としたもので、金色の髪を揺らして呆あきれたように肩をすくめる。

「え、そういうことなのですよね？」

「ど、どういうことだと言うんですか？」

「センセイのことを好きになっちゃったのですよね？」

「なっていません、私は単に恋をしているだけです！」

　アリシエルは珍しく怒鳴ったが、恐らく、彼女自身それに気付いていなかった。

　あまつさえ、自分が、もじもじと、胸の前で指を絡からめていることになど。

「確かに、その、先生は強いですし、思ったより、頼り甲が斐いがあるというか、抱き締められて安心したというか、受け入れて貰もらえたような気がしたとか、そういうことも、あったような、感じがしなくも、ないですが」

「アハッ、アリシエルがうぜえのです」

「う、うざっ？　待ってください、違うんです。そう、つまり」

　深呼吸をしたアリシエルは、何が言いたいのかを整理するように沈黙を挟んだ。

　平静な顔をして、しゃらりと、長い黒髪を揺らすように首を振る。

「バーガンの目を奪ったのは、私です」

「……なのですか」

「私が十歳の頃には、道場で私と立合い勝てるものはいませんでした。十二の頃には師であった祖父を超え、祖父は死にました。ついたあだ名が『剣の申し子』、裏では『化け物』です。だから、ですかね、私は、私と同じぐらいの『化け物』に会えて嬉うれしかった」

　凍いて付いた瞳ひとみは揺らがず、ただ声にのみ自らの浅ましさを恥じる自じ嘲ちようの響きが混ざる。

「ああ、そうか、私は嬉しかったんですね。『剣の申し子』でもなく、『化け物』でもなく、《英雄》でもなく──先生が、ただの女の子として扱ってくれたことが」

「それが、アリシエルさんの出した、恋の結論なのですか」

「はい」

　静かに、だが凜りんとして、彼女は迷いなく頷うなずいた。

　エミリアは慈母の如ごとくに優しい微笑ほほえみを浮かべて頷く。

「だからって物もの凄すごい勢いで惚気のろけてんじゃねーのですよこのちょろリエル！」

「エ、エミリア！　友人だと思っていた相手になんだかとてもひどいことを言われているような気がするのですが、私の勘違いでしょうか！」

「女の子扱いされたからぐらっと来るとか、ちょろい以外に言いようがないのですよ。冷静に考えるのです、女の子扱いって、グレグレの野郎、パンツ覗のぞいて着替え覗いてろくなもんじゃねえのですよ？」

「──ッ、た、確かに！　あ、いえ、でも、その、白猫のぬいぐるみを渡されましたし、私の笑え顔がおを見たいと、その、全部が終わったらお店を開くから、来ないかと」

「うっわ、あの野郎、わたしの見てないところでそんなこと言ってやがったのですか。グレグレの分際で調子の良いことばっかり言ってやがるのです。あの無一文の甲か斐い性しようなしがどうやって店を開くのですか、お店の経営ってそんなに甘いものじゃないのですよ」

　照れ照れもじもじと頰ほおを染めて胸の前で指先を絡からめるアリシエルに対し、こっちはこっちで満面の笑みを浮かべたままエミリアは容赦なくグレイブを言葉でぶん殴なぐり。

　ふ、と、彼女は金色の髪を揺らして肩をすくめる。

　珍しく、と言うべきだろう、どこか寂さびしげなものが唇くちびるの端はしに浮かんでいた。

「まあ、気持ちはわからなくはないのですよ。ただの女の子として受け入れてくれるのはやっぱり嬉しいのですよね。その気持ちは本当に、わかってしまうのです」

「……あなたも」

「それになのです」

　だが自分のことは語らず、エミリアは言葉を続けた。

「自分が死に掛けても──殺されかけても、アリシエルさんを抱き締めるのは、口先だけの調子が良いだけの駄目教師には、出来ないことなのですよ」

　寂さびしさに混ざる僅わずかな羨せん望ぼうに気付きアリシエルは息を吞のんだ。

　だがそれも一瞬、エミリアが再び輝かがやくような微笑ほほえみを浮かべて全すべてを覆い隠す。

「まあ、だからってちょろリエルさんがチョロチョロチョローンなのは変わらないのですけれどね！」

「違います、私はちょろくありません」

　凜りんとしてアリシエルは言い返すが、エミリアは完全に無視した。

　パン、と掌てのひらを一度叩たたいき、ぴんっと人差し指を立てる。

「ということで、おっぱいなのです！」

「エミリ…………はい？」

「だーかーらー、おっぱいなのです。後ろめたいのですよね、謝りたいのですよね、グレグレを元気付けたいのですよね。だったらおっぱいなのです。おっぱいの一つも揉もませてあげればグレグレは絶対元気になるのですよ。保証するのです。所しよ詮せんはグレグレごときグレグレの分際なのですよ！」

「……先生は確かに駄目なひとだと思いますが、そんなに悪いひとでもないと思います」

「なのです。わたしも結構信頼してるのですよ。少なくとも宮殿に腐るほど転がっていた目の前すら見えていないろくでなしどもよりはずっと信頼しているのです」

「エミリア」

「はい？」

「あなたは性格が悪い」

「アハッ、綺き麗れいな花に棘とげがあるのならば世界で二番目の美少女には毒があるのですよ」

　大浴場の脱衣所で二人は服を脱ぎ、邪魔にならぬよう長い黒髪を、柔らかな金色の髪を紐ひもでまとめた。

　昨日、あれだけ打ち据えられた白い裸身には傷の一つも痣あざの一つも残っていないのは、模擬戦闘後に担かつぎ込まれた医務室で受けた治療──学園付きの魔法医師による回復魔法のおかげだ。

　もっとも、回復魔法といえど完かん璧ぺきなわけではない。

「……ッ」

「うぐっ……回復魔法は便利ですけど、この『苦痛の逆流』だけは慣れないのです」

　途中で数度、彼女たちは顔をしかめた。

『苦痛の逆流』とは回復魔法の反作用だ。体に筋肉痛に似た痛みが残る。大きな怪け我がを治すほどに、この反作用も大きくなるため逆流と名付けられた。

　対処法もまた筋肉痛に似て休息や入浴が効果的である、とされている。

　裸になり髪をまとめると二人は洗い布を片手に浴室へ向かった。

「いっちばーん、なーのーでーす！」

「……」

　浴室へ続くドアを、エミリアが勢い良く開けて叫ぶ。

　途端、白い湯気とむわりとした熱気が二人を包んだ。

　聖ウェルギリウス学園の大浴場は、学園の大きさに相応ふさわしい見事なものである。

　浴室は床も壁も天てん井じようも湯船も保温効果が高いことで有名な白温石製で、同時に百人前後が利用できるほどに広く、蒸し風ぶ呂ろと水風呂まで用意されている。

　更にその全すべてが早朝から深夜までいつでも利用可能だ。

　とは言っても、さすがにこんな早朝から入浴する生徒は滅めつ多たにいない。

　二人は手順通り、洗い場でかけ湯をし、体の汚れを落として湯船に浸つかる──

「……ああ」

「うっはー、気持ち良いのですよ」

「だなあ、まったく、でかい風呂ってのは最高だよ。おまけに貸切状態だぜ、ガキに戻って泳ぎたくなる」

「…………？」

「…………です？」

　聞きなれた声がして、思わず二人は、そちらを向いた。

　一番端はしの壁際、頭に折り畳んだ洗い布を乗せて悠々と、湯船の縁に両腕を乗せてふんぞり返るように堂々と大浴場を満まん喫きつしているグレイブの姿がそこにあった。

「……先生？」

「ええと、あの、ここ、女湯、なのです、よね？」

　さすがのアリシエルも目を丸くして首を傾かしげる。その隣のエミリアは宝石の瞳ひとみをもっと丸くして妖精族の尖とがり耳をぴっこりと上下させた。

　グレイブは飄ひよう々ひようと肩をすくめ答える。

「朝釣り帰りに風呂でも使わせてもらおうと思ったら男湯が清掃中だった。こんな時間から風呂を使うのもおれぐらいだろうと思ってこっちに来た。そしたらおまえらが来た」

「釣れたのですか？」

「まあまあだな」

「それは良かったのです──だからさっさと出て行きやがれなのですよ！」

「えー」

「えー、じゃないのです。何を堂々と女湯に入ってきてるのですか、わたしたちだからまだ良かったようなものですよ。ほらアリシエルさんも何とか言ってやってください」

「私は構いません」

「ほら…………え？」

「仕方ないじゃあ蒸し風ぶ呂ろに…………え？」

　腰を浮かせたグレイブが動きを止める。アリシエルはそんなグレイブを凍いて付いた瞳ひとみでじっと見詰め、ちゃぱりと立ち上がり、壁際のグレイブの正面に改めて腰を下ろした。

「良いの？」

「良くはありません、ですが、構いません」

「ど、どういうことだ？」

　困惑するグレイブを、まだじっと見詰めて、アリシエルは言った。

「さわりますか」

「な、何を？」

「……」

　言葉の代わりに、アリシエルは腕を組んで下から、その豊かな膨らみを強調するように持ち上げて見せた。温かな湯の上に、球の半分までが、ぷかりと浮かぶ。

　ほのかな熱を帯びたその膨らみは最高級のペルセポイア産の桃を思わせる。大きいだけではなく張りがあり、何よりも瑞みず々みずしい──甘い香りで、もいでくれと誘っているようだ。

　だが、否いや、だからこそ、グレイブの困惑は深まるばかりだ。












　じっと見詰めるアリシエルの凍いて付いた瞳ひとみは何も語らないため、まさか、彼女が『元気付けたいならおっぱいですよ』と言ったのを真に受けて実行しているなど気付きもしない。

「アハッ、わたしはなーんにも知らないのですよ！」

　元凶は実に愛らしく微笑ほほえむと、宝石の瞳にわくわくを隠しもせずに見物を決め込む。

　動きのないグレイブにじれたのか、アリシエルは更にずいと果実を突き出した。

「元気になってください」

「う、うん？　そりゃあ触れば元気になるというかグレイブくんの中のグレイブくんは元気になりすぎて困るぐらいだろうけど……えー」

　グレイブは教師として教え子のアリシエルが何を考えているのかを必死に考える。何かの罠わなか、それとも、試しているのか、あるいはそれ以外か。

　理解しようと努める。

「わからん。おまえが何を考えているのかさっぱりわからない、だから、おまえに従おう……触れば、良いんだな、アリシエル？」

「はい」

　意を決したグレイブは教師として真しん摯しに問い、アリシエルもまた静かに頷うなずく。

「わかった」

　グレイブが両手を伸ばす。




　ふにゅん──




　それは天上の枕まくらであった。

　絹よりも滑らかで、なめし革よりも吸い付くようで、指が埋まるほどに柔らかく、だが、押し返す弾力は確かに存在し、全すべてを優しく包み込もうとするかのように。

　もしも、他者の姿がなければ、グレイブは感動の涙すらも流していたかもしれない。

　聖霊の遣いが奏かなでるという鈴の音が、自然と彼の脳裏に響く。

　時間にして数秒、揉もんだ回数は僅わずかに十度足らず。

　グレイブは満たされた。

　穏やかなる賢者の顔つきで、一言に万感の意を込め、呟つぶやいた。

「ありがとう」

「…………どういたしまして」

「アハッ、グレグレが本気すぎて気持ち悪いのです」

　見物を決め込んでいたエミリアも一段落ついたと思ったのか二人の傍そばへやって来た。

　アリシエルはやはり恥ずかしかったのか、頰ほおを赤く染め胸を隠すように抱き締めて、口のすぐ下まで湯船に沈んでいる。

　グレイブは改めて首を傾かしげた。

「結局、何だったんだこれ」

「……あの、先生が、元気になるように」

「おれが元気なさそうに見えたのか？」

「わたしにはいつものグレグレに見えたのですよ？」

　口のすぐ下まで湯に浸つかったままアリシエルが上目遣いにグレイブを見た。

「あれだけ、パン……下着や、私の裸に、ケダモノ…………動物的な反応を示す先生が、お風ふ呂ろなのに、何もしてこないので、きっと元気がないのだと」

「──ッ！　その通りなのです！　わたしとしたことがそんな単純なことを見落としていたのです！　確かにいつものグレグレなら美少女の裸を目に焼き付けようと凝視するなり、お湯の中に隠れてばれないようにのぞいたり、ゲハゲハ笑いながらケダモノ丸出しで襲い掛かって来るはずなのですよ！」

「おまえら二人揃そろっておれを何だと思っていやがる！」

「強いけど駄目なひとです」

「駄目教師グレグレなのです」

「なんて説得力のある認識なんだ」

　自分の振る舞いを思い返して思わず納得するグレイブだが、自身の名誉のために大きく手を振り慌てて否定する。

「いやいやいや、あのね、おれだってのべつまくなしに乳だ尻しりだパンツだって言ってるわけじゃないよ。ちゃんと時と場所を選んでるからね」

「……そうですか」

「……なのですか」

「疑いの眼まな差ざしを隠そうともしていない！　わかった、ならちょっと聞け！」

　ごほん、とグレイブは咳せき払ばらいした。

「あのな、ウェルギリウスや大王都みたいな都会ならともかく辺境には混浴の習慣が残ってる町や村が多いんだよ。おれは旅暮らしで辺境めぐりをしてたから混浴には慣れてるし、大浴場っていう公共の場での振舞い方ぐらい身につけてるに決まってるだろ」

「そう、だったんですか？」

「ああ」

「本音は？」

「下へ手たに騒げば即座に追い出されるだろうが、紳士的に接すれば一緒に風呂に入っていても許されるかもしれない、おれはその可能性に賭かけた！」

「馬鹿ですか」

「アハッ、死ねよこの野郎なのです」

「何な故ぜだ、おれはただ、自分の心に正直であろうとしただけなのに！」

「馬鹿ですね」

「まったくそこまでして美少女と一緒にお風ふ呂ろに入りたいなんて馬鹿なのですよ」

「ハッハッハッ、それ以上いじめると先生が泣いちゃうぞ。またおっぱいを揉もませてくれないと立ち直れないぐらいに落ち込んじゃうぞ」

「斬ざん新しんな脅しですね」

「勝手に落ち込んでやがれなのです。わたしは揉ませてあげないのですよ」

「え、おまえ揉めるほど胸あんの？」

「ぶち殴なぐるのですよこのグレ公！　あるに決まってるのですっていうかアリシエルさんが大きすぎるだけでわたしが普通なのです！　妖精族は華きや奢しやなのですよ！」

「ああ、はいはい、そういうことね。わかったわかった。さすがエミエミ、おっぱいも美少女、美しい、可か憐れん、あんまりない！」

「へー、そうですか、そういう態度とるのですか、その挑発乗ってやるのです。触れば良いのです、揉めば良いのです。ただし、後でわたしの使える最上級の魔法を叩たたき込んでやるのです。死んでも知らないのですっていうかむしろ死なす」

「死なないさ、おれは死なない、おれは死ぬときはおっぱい死にと決めているんだ」

　威圧を込めて魔女が呪のろい、威圧を撥ね除のけかつての《英雄》が笑う。

　宿敵との決戦に挑むかのような緊迫した空気が、二人の間に満ちる。

「さあ、かかってこいなのです！」

「良いだろう、始めようか」

　エミリアが立ち上がり、威い風ふう堂どう々どう、妖精王国の姫に相応ふさわしく控え目な胸を張った。

　次ついでグレイブが立ち上がる。だが、彼を押し留めるように、アリシエルがその手首を強く摑つかんでいた。

　凍いて付いた瞳ひとみでじっとグレイブを見詰め、感情の混ざらぬ声で彼女は言う。

「駄目です」

「……駄目か」

「はい、駄目です」

「…………どうしても？」

「どうしても、駄目です」

　変わらず声に感情はなく、瞳は凍て付いているが、どこか訴えかけるように。

　ぎゅっと、摑んだ手を、彼女は放さない。

「あー……エミリア、よく見たらおまえも普通に胸あるわ。うん、十五歳ならそんなもんだよな、調子に乗ったおれが悪かった」

「わかれば良いのですよ。美少女は心が広いから許してあげるのです」

　張り詰めていたものが消え、気が抜けたように二人が肩をすくめる。

　グレイブはわしゃりと灰色の髪をかいた。

「おれはそろそろあがるよ、今日の授業は何をするって決めてるわけでもねえし、おまえらはゆっくりしていくと良い」

　そう言って、立ち去ろうとする。

　その背中に、僅わずかに迷い、アリシエルは声をかけた。

「先生、昨日は、申し訳ありませんでした」

「あん？　ああ、最後の一発か？　ありゃ大したもんだったな、全く気配がなかった」

　グレイブはこんこんと、昨日、アリシエルの木剣で叩たたき割られた後頭部の辺りを叩いてからからと笑い飛ばす。

「アリシエル」

「はい」

「今度、めし作ってくれるんだろ、期待してるからな」

　それで話は終わりと言わんばかりに、ぽんとアリシエルの肩を叩いて湯船を出た。口笛なんぞ吹きながら、すたすたと浴室の外へと歩いて行く。

　アリシエルは、何と言えば良いのかわからなくなったように唇くちびるを少しだけ動かした。

「…………はい」

　そして、アリシエルとエミリアの二人だけが残された。

「グレグレの分際で、最後はちょっとかっこうつけていきやがったのです」

「聞いても良いですか」

「どうかしましたのですか、アリシエルさん？」

　二人は肩を並べて、百人以上も入れる大浴場の大きな白温石の湯船に浸つかっていた。

「先生には、何を、ご馳ち走そうしてあげれば良いと思いますか」

「やる気満々なのですね」

「違います。けど、手料理を作ると約束していたのは確かですから」

　言い訳めいた響きが混ざっていることにアリシエルは気付いているのだろうか。

「あなたに借りた恋物語を参考にした、だけです。いえ、見るに見かねてという気持ちもあります。給料日まで釣った魚と裏庭の草だけで過ごすと言われて」

「……何でしょう、わたし、ちょっと泣きそうな気分なのです」

「やはり豪勢なものを作ったほうが良いのでしょうか」

「気持ちはわかるのですが、それで失敗したら元も子もないのです。アリシエルさんが作り慣れてる料理が一番なのですよ……センセイなら喜んでくれるのです」

　ふむとエミリアは控え目な胸の上で腕組みをして、妖精族の耳をぴこりと動かす。

「ところでなのですが、アリシエルさん、それはいつの予定なのですか？」

「考えていませんでした、そのうちにと」

「じゃあ今からにするのです」

「い、今からですか、心の準備が、まだ、出来ていないのですが」

「こういうのは早い方が良いのです。そうだ、折せつ角かくだし『あれ』を使うのですよ！」

「……『あれ』？」

「アリシエルさんの恋を叶かなえるとっても素敵な『あれ』なのです」

「すみません、無性に嫌な予感がするのですが」

「友情に誓ってそんなことはないのです。わたしを信じるのですよ──アリシエルさんを今よりずっと、とっっっっっても、かわいくしてあげるのです！」

「とっても、かわいく、ですか」

「興味がわいてきたのです？」

「……少しだけ、気になります」

「アハッ！」

　湯に浸つかり、体を癒いやし、他た愛あいない言葉を交わして──悪巧みをしながら──未いまだ聖霊剣をその手にしていない二人の《英雄》候補はひどく平和な時間を過ごす。

　その頃、遠い場所で、事態が急変していたことなど知る由もなく。




　世界が滅ぶまで──残り三日。




　朝の食事には遅く、昼の食事には早すぎる、そういう頃だった。

　聖ウェルギリウス学園学生食堂の、五つあるうちのもっとも小さな厨ちゆう房ぼうにグレイブとエミリアの姿があった。グレイブはいつもの古びた灰色の外がい套とう姿で、エミリアの方はこれまたいつもの白い制服の上に白いエプロンをつけている。

「手料理をご馳ち走そうしてくれるって言うから来たが、アリシエルはどうした？」

「準備中なのです、もうすぐ来るはずなのですよ」

「準備？」

　さすがに聖ウェルギリウス学園、大浴場と同じく厨房の設備も最新に近い。最も小さな厨房にすら本格的なかまどが並び、調理器具も全すべて使い込み手入れするほどに質が高くなる錬鉄製で、大都市ですら珍しい水道が引かれている。

「これ以上、何を準備する必要があるんだ？　食材も好きに使って良いんだろ」

「グレグレは所しよ詮せんグレグレなのですよ、女の子の準備といえば一つなのです」

　その時だった。

「すみません、着替えていたら遅れてしまいました」

　かつん、と足音をさせ厨房にアリシエルが姿をあらわした。

　長い黒髪、凍いて付いた瞳ひとみ、その奥に僅わずかなはにかみを宿しグレイブに告げる──

「似合い、ますか？」

「なん…………だと…………」

　アリシエルがメイドだった。グレイブは驚きのあまりに言葉を失った。

　その隣でエミリアは腕を組み、勝ち誇った顔で控え目な胸を張る。柔らかな金色の髪を弾ませ、尖とがり耳を上下に揺らし、宝石の瞳を輝かがやかせ、自慢するように語り出す。

「長く艶つやのある黒髪に映えるホワイトブリム！　はちきれんばかりの豊かな胸には穢けがれなき純白のロングエプロン！　魅惑の下半身にすらりと伸びた足を隠すのは紺色のロングスカート！　どこまでも清潔で、どこまでも清せい楚そで──だからこそ、もう、健全すぎて不健全なのです！　わたしの見立てに間違いはなかったのです、アリシエルさんにはメイド服が良く似合うぅうううううううう！」

　ウェルギリウス大陸においてメイドとは、特に王侯貴族や大商人の屋敷に勤める高級使用人を指す。その職務はただの家事使用人とは一線を隔し時には主人やその家族の側近、護衛、秘書、家庭教師をも務める。家の一切を取り仕切る執事と並び高度な能力が求められる使用人の花形だ。

　優れたメイドあるいは執事を有することは家か格かくの証明にさえなり、名の通ったメイドともなれば主人を逆指名することさえ当然の権利とされる。

　元《英雄》とはいえ、グレイブのような庶民にとって高たか嶺ねの花はなに他ならず、言葉を失い、見み惚とれてしまうのも無理はない。

　因ちなみに、このメイド服は上から下まで一式、エミリアの私物である。

「ふっふっふっ、甘いのですよグレグレ、わたしは美少女なのです。当然、見えないところまでも完かん璧ぺきに仕上げているのです！」

「見えないところ……だと」

「鉄壁の如ごときロングスカート、その下は、ガーターベルト吊つりのストッキングを着用してもらったのです！　しかも、レースの飾り入りなのですよおおおおおおおおおお！」

「おおっと、足が滑すべったあ！」

　グレイブの動きには一瞬の躊ちゆう躇ちよもなかった。ずざざざと、頭から、アリシエルの足元、スカートの内側目掛けて滑り込む。

「見えっ──」

　ごすっ。

　滑り込んだと思った瞬間、グレイブの後頭部をアリシエルが踏みつけた。

「馬鹿ですか、あまりに予想通りの行動過ぎて呆あきれてしまいます」

「馬鹿でいいさ、望みが叶かなうならば、望みを叶えられるのならば、望みに近づけるならば、おれは、馬鹿でかまわない。たとえ、何を失おうと突き進む！」

「アハッ、グレグレかっこいいのです、台詞せりふだけは」

「本当にどうしようもない」

　アリシエルの視線に至っては氷を凍りつかせたよりもなお冷たく、ぐりぐりと足先を動かしている。

「……あのさ、アリシエル、おれ、一応先生なんだし、あんまり踏まないで欲しいな」

「手加減はしています」

「うん、確かに痛くないよ、顔を上げるのは無理ってぐらいの絶妙な力加減だと思うよ」

「素直に引き下がるなら、足をどけてあげます」

「聖霊に誓って」

「わかりました」

　す、とアリシエルがグレイブの後頭部から足を下げる。

　グレイブは迷わなかった。

「かかったな間抜けめ！　誰が約束など守る…………く、暗くて何も見えないだと！」

「アハッ、当然、生地も良いものを使っているのですよ。どうしても見たかったら、ランプでも持ち込むか、たくしあげるか、たくしあげてもらうかしかないのですよ」

「あまりに予想通りの行動過ぎて呆あきれてしまいますね」

　絶望するグレイブを余よ所そに、アリシエルはロングスカートの裾すそを払うようにしてすいと一歩下がった。

「くそっ、聖霊は我を見放したか！」

　だん、グレイブが厨ちゆう房ぼうの床に強く拳こぶしを打ちつけた。

「見せてくれと、普通に頼めばよかったのではないでしょうか」

「え、頼めば見せてくれたの」

「教えません」

　淡々と告げ、アリシエルがしゃらりと長い黒髪をかき上げる。

「服装一つで心を乱されるとは、グレイブ先生は所しよ詮せんグレイブ先生ですね……確かに、可愛かわいらしい服だとは思いますけれど」

　グレイブの行動はともかく、メイド服自体は気に入ったのだろう、ちょこんとロングスカートの裾を持ち上げてひらひらと揺らしている。

　グレイブはもはや本能的に、這はい蹲つくばったまま立ち上がろうともせずに揺れるロングスカートの裾を目で追いかけた。スカートの隙すき間まから、ちらちらと、白いアリシエルの足首が覗のぞいていた。

　やがて静かに立ち上がる。

「ありがとう、素敵なご馳ち走そうだったよアリシエル。今になって思えばパンツが見えなかったのも悪くない。あの暗くら闇やみの中におれの理想のパンツがあったのだと、そう思える」

「気持ち悪いことを言わないでください」

「アハッ、グレグレはもう駄目なのですというか、まだご馳ち走そうしてないのです」

「何だって、メイド服のアリシエルに踏んで貰もらえる以上のご馳走があるのか！」

「気持ち悪いことを言わないでください」

「アハッ、清すが々すがしいくらいにグレグレはもう駄目なのです」

「普通に、手料理をご馳走するだけです」

「…………ああ！　そういうご馳走か！」

「折せつ角かくだからわたしも作るのですよ、妖精族伝統の焼き菓子なのです」

「え、おまえ料理できるの？」

「いちいち失礼なグレグレなのですよ。美少女が料理を作れなくてどうするのです。しかも、わたしは妖精族の魔法使いなのですからね」

「それもそうか」

「すみません、料理と魔法に何の関係があるのですか」

「『霊薬作りは台所から始まった』という言葉があるぐらい妖精族の魔法使いにとって料理は基本的な技術なのですよ。厳密には調合なのですが」

「ああ、今日はこれが授業ってことにしとくか。霊薬作りの基礎とかそんな感じで」

「相変わらず適当なのです」

「適当が良いんだよ」

　一人はメイド、一人は制服にエプロンの教え子たちは呆あきれたようにグレイブを眺ながめていた。しかしグレイブは取り繕つくろいもせずからからと笑って肩をすくめる。

「全力で走ればそれだけ疲れる。多くを抱えればそれだけ取りこぼす。持ちきれない荷物は誰かに押し付けて、疲れない程度に走れば良い。それが長生きの秘ひ訣けつさ」

「老人のようなことを言いますね」

「っていうか、グレグレは何一つ持たずにだらだら歩いてる感じなのです」

「ハッハッハッ、おまえらも、おれを見習って適当に生きて良いんだぜ？」

「グレグレみたいなひとばっかりになっちゃったら、この世はおしまいなのですよ」

「同感です」

　エミリアが心底から呆れたように溜ため息いきをつき、メイド服をまとったアリシエルがしゃらりと長い黒髪をかきあげた。

　飄ひよう々ひようと肩をすくめて、グレイブは話を変える。

「エミリアは焼き菓子として、アリシエルの方は何を作ってくれるんだ」

「シチューを」

「ほう、良いねえ。シチューと焼き菓子なら食事とお茶を一緒にってことか。じゃあ早速始めようぜ、朝めしを食い損ねて腹が減ってるんだ」

「わかりました、では先生」

「おう、おれは何すれば良い」

「邪魔なので出て行ってください」

「わかっ…………うん？」

　手料理につられて珍しく気合を入れたグレイブが首を傾かしげる。メイド姿のアリシエルはホワイトブリムを乗せた長い黒髪をしゃらりとかきあげ実に淡々と告げた。

「火や包丁を使っているところに、いつもの調子で悪戯いたずらをされては困ります」

「先生なのに相変わらずまったく信用されていない！」

「悪戯しませんか」

「当たり前だろ、おれを見くびるな、おれがそんな最低な奴やつに見えるか！」

「因ちなみにグレグレ、アリシエルさんのパンツは黒なのです」

「見くびるなと言っただろう！　おれが、たかが、黒パンツに、負けると思うのか！」

　叫び、そしてグレイブは、物もの凄すごい勢いで床に寝転び仰あお向むけになる。

「今から、おれは床になり気配を殺す訓練に入る。だからおまえたちは気にせずに料理を始めてくれ！　さあ！」

「必死ですね」

「アハッ、熱湯ぶっかけるのですよこのクズ教師っ」

「お願いします、何でもしますから！」

「……私は先生に手料理をご馳ち走そうするつもりです。だから、です」

「うん？」

「先生に手て伝つだってもらったら、手料理ではない気がするから、待っててください」

「あー……そりゃ無粋な真ま似ねをしたな」

　立ち上がり、グレイブはわしゃりと灰色の髪をかく。アリシエルがしゃらりと長い黒髪を揺らして首を振る。

「いいえ、ただの、気分の、問題ですから」

「大人しく待ってるわ。しかしそれなら何だっておれを厨ちゆう房ぼうに呼んだんだ？　力仕事でもさせるつもりだろうとばっかり思ってたぞ」

「グレグレは変なところで鈍いのですよねえ」

　わざとらしくエミリアが大きな溜ため息いきをつく。グレイブはよくわからず首を傾げた。

　アリシエルは、じっ、と、凍いて付いた瞳ひとみのまま無表情にグレイブを見詰めていた。

「折せつ角かく、かわいい服を着たので、先生に見てもらいたかっただけです」

「エミリア！」

「はいなのです！」

「おれを殴なぐれ！」

「なのですっ！」

「ふげはあ！」

　ごすっ、一瞬の躊ちゆう躇ちよも欠片かけらの手加減もない拳こぶしがグレイブの顔面を抉えぐる。

「ありがとぶげがぁ！　ぐおっは、お、おげっはっ、ちょっぐっは！」

「なのですっ！　なのですっ！　なのですっ！　なのですっ！」

「ぐへっぎゃあ──って、殴なぐり過ぎだこの腹黒美少女！」

「アハッ」

　アリシエルは突然の奇行にも動じず淡々と見詰めたまま首を傾かしげる。

「先生は何がしたかったんですか」

「いや、パンツがどうのとおおはしゃぎした自分が急に恥ずかしくなって」

「つまり、もう、スカートの中を覗のぞき込こもうとはしないと？」

「おれに死ねと？」

「センセイはどうしてそこまで美少女のスカートの中に興味津々なのですか」

「そこに夢と希望があるからさ」

「馬鹿ですか」

「馬鹿なのです」

　しゃらりとアリシエルはホワイトブリムを載せた長い黒髪をかきあげる。

「……でも、その方が先生らしいような気がします」

「ふっ……ありがとうアリシエル」

「センセ、格好つけても全然格好よくないのですよ」

「そーね」

　グレイブは飄ひよう々ひようと笑い飛ばし、一度首を振った。それから少し照れたような微笑ほほえみを浮かべ、改めて、アリシエルを見詰め返す。

　ホワイトブリムを乗せた長い黒髪、凍いて付いた瞳ひとみ、冷たくも美しい唇くちびる。

「遅くなったが言わせてくれ──よく似合っている、可愛かわいいよ、アリシエル」

「…………はい」

　ぽっ、と、頰ほおを染めて、アリシエルが俯うつむいた。

　少し離れた場所で、エミリアが盛大に肩をすくめていた。

「まったく、世話の焼けるグレグレとアリシエルさんなのですよ」

　自称世界で二番目の美少女は優しい、どこか大人びた笑え顔がおを浮かべていた。




　時間は過ぎて中天の刻とき、教会の鐘が鳴り、多くの学生が食堂へと押し寄せる頃。

「うわあああ、アリシエルがメイド服を脱いでいるぅうううう」

「料理は終わりました。借り物の服を汚したくありません」

「じゃあ給料出たらおれがアリシエルにメイド服買ってプレゼントするから着てくれ！」

「……良いですよ。贈られた服を、着ない方が、失礼でしょうから」

「いいいやっほぉおおおおお！　おれ、仕事、超やる気が出たぜ！」

「馬鹿ですか」

「アハッ、骨の髄まで駄目なひとなのですよ」

　三人は作った料理を手に、グレイブがねぐらにしている裏庭にいた。

　晴れ渡る青空、降り注ぐ日差し、柔らかな春の風と茂る青草。

　春の爽さわやかと心地ここちよさは食事をさらに良いものにするだろう。

　更に、どこから見つけてきたのか、裏庭には品の良い白いテーブルに椅い子すが三脚、揃そろいの白い食器とティーセット、焼き菓子に合わせたルビー色に輝かがやくベリージャムまで用意されている。ちょっとしたお茶会、ガーデンパーティーの趣おもむきだ。

「良い天気だしこういうのも悪くないだろうと思ってな」

「……驚きました」

「グレグレはたまにびっくりさせるのです。けど、確かにこれは素敵なのですよ」

「そうだろそうだろ、伊達に裏庭に住み着いてるわけじゃないんだぜ」

「自慢することじゃないのですよ、あれ、センセイどうして教員寮に住まないのです？」

「あー、おれ、未いまだに学園長にすら挨あい拶さつに行ってねえからなあ。偉い人と会うのって面倒くさいじゃん？　そういうの全部、例の偉くなった友達に任せた」

「うわ、駄目すぎなのですよこのひと」

「他の教師からの評判も最悪だろうな、困ったもんだ」

「困ったものなのは先生です」

「先生とは名ばかり、その実態は、勝手に学園に住み着いた謎なぞの旅人！」

「もはや給料泥棒ですね」

「センセイが好き放題に授業してるから、というか授業していないからわたしたちも全然学園とかかわりがないのですよ。教練場を使ったぐらいで、本校舎なんて一回も使ってないのです」

「何だおれたち全員学園の居い候そうろうだったのか、納得だな」

　からからと笑いながらグレイブは運んできたアリシエルとエミリアの手料理──シチューの入った鍋なべと焼き菓子を入れたかごをテーブルに置き、教え子たちを座るように促す。

　自分は立ったまま木のさじを使い、シチューを人数分の白い深皿に盛って行く。

「すみません、代わります」

「あ、わたしがやるのですよ」

「これぐらいやらせろよ。作ってくれたのはおまえたちだ」

　シチューで満ちた深皿がそれぞれの前に並び、続いてお茶を注いだカップが置かれる。

　僅わずかに冷たい春の風が青草の上を過ぎ去り彼らの頰ほおを撫なでて行き。

　長い黒髪が、柔らかな金色の髪が、古びた灰色の外がい套とうが、風に揺れた。

「いただきます」

「いただきます」

「いただきまーす」

　こうして三人の昼食が始まった。

「お、美う味まいなアリシエルのシチュー。味が濃い、いや、こくが深い？」

「ありがとうございます。エミリアの焼き菓子も美お味いしいです。さくっとしていて、小麦の優しい味がして、こんなに美味しいお菓子を食べたのは初めてかもしれません」

「アハッ、それなら良かったのです」

「どれどれ……ああ本当に良い歯触りだ。これ簡単に見えて難しいんだよな。生地の練ねり具合が足りなかったり焼きすぎると『さくっ』じゃなくて『ぼろっ』になるから」

「グレグレ詳しいのですね」

「別名を『最初のパン』。薄さと固さが特徴で、特に焼きたては香りが素晴らしく、嚙かむほどに麦が持っている仄ほのかな甘みが口に広がって行く……だったかな」

「なのですよ！　さくっと嚙めばじわっと甘く、が、焼き菓子の理想なのです」

「そういや西の辺境を旅した頃に非常用だ、ってもっと厚くて薬草を混ぜた焼き菓子を貰もらったことがあったなあ。確かに長持ちするし、腹にもたまるけど、すっげえ固いのな、レンガを齧かじってる気分だった」

「混ぜ水をもっと少なくして焼いたのですかね。焼き菓子というか保存食なのです」

「菓子とパンの中間って感じだよな、そのままでも良いし、ジャムを載せても良いし、スープや今日みたいにシチューに浸して食べても良い」

「やってみます」

「ところでグレグレ、このお茶は何のお茶なのです？　豆のような薬草のような、今まで飲んだことのない味と香りなのです」

「野草──キンカバナの根っこのお茶だよ。洗って干して一晩寝かせて軽く炙あぶれば出来上がり、キンカバナは花も茎も葉も根も食えてどこにでも生えてるからありがたい限りだ」

「それも旅人の知恵ですか」

「……普通に美味しいから何もいえないのですよ」

「おれはアリシエルのシチューが気になるな。こくがあって、ほんのちょっとくせがあって、ただのシチューとは一味違う、何か特別な材料使ってるのか？」

「愛情です」

「愛情とな」

「おいしくなーれ、おいしくなーれ、と言いながら煮込みました」

「何それ凄すごく見たかったんですけど！」

「……恥ずかしいから嫌です」

「アハッ、可愛かわいかったのですよ。たまに、顔を赤くしたり、そわそわしたり、一体誰のことを考えていたのか気になったのです、とっても」

「可愛いなおい！」

「そんなこと、していません」

　言葉とは裏腹に、アリシエルが頰ほおを赤く染める。そんなところがますます可愛らしくグレイブが興奮した様子で力強く拳こぶしを握る。

　その瞳ひとみが、気持ち悪いぐらいにキラキラと輝かがやいていた。

「見たいなあ、アリシエルが愛情を込めるところ！」

「わたしも見たいのですよ、可愛いアリシエルさんを」

「……嫌です」

　断りながら、彼女は一口、シチューを口に運ぶ。

　だがグレイブとエミリアは何かを期待して更に瞳を輝かせて見詰め続ける。

　結局、アリシエルは根負けし、テーブルの真ん中に置かれたシチュー鍋なべに手を伸ばし。

「おいしくなーれ、おいしくなーれ……」

　そんなことを言いながら、木さじでシチューをかき混ぜた。

　グレイブとエミリアは思わず立ち上がり、歓声というべきか興奮した獣の叫びというべきか、とにかくそのような声を上げる。

「いいいいいいやっほぉおおおおおおおお、アリシエルが可愛いよー！」

「アリシエルさんが可愛すぎて困るのですよー！」

「わ、わかりましたから、大人しく、ごはんを食べてください」

「はーい」

「はーい」

　アリシエルは無表情ながら恥ずかしそうに言い、グレイブとエミリアの二人は非常に満足そうに素敵な笑え顔がおを浮かべて食事に戻った。

　にこにこしながら、アリシエルお手製シチューをまた口に運び。

「わかったぞ、これチーズだな？」

「……はい、肉の代わりにチーズを使っています、母の得意料理でした。私も、一番、作り慣れているので」

「なるほどな、あのこくと、ちょっとしたくせはチーズが原因か。使うチーズの種類を変えたり、複数のチーズを混ぜたりしたらまた味も変わるのか」

「変、ですか？」

「いや、美う味まいよ。野菜の面取りをちゃんとやっているし焦げもない。美味くて、丁寧な料理だ。ありがとうアリシエル」

「……はい、それなら良かったです」

　いかにも美う味まそうにシチューを食べるグレイブを見て、アリシエルはどこかほっとしたように肩の力を抜いた。

「おまえ、もうちょっと落ち着いたら良い嫁さんになれるぜ、おれが保証する」

「…………お嫁さん、ですか」

　凍て付いた瞳ひとみに宿る困惑、すぐに、何かに気付いたようにその頰ほおが淡い桃色に染まる。

「それは、私を、お嫁さんにしたいと──」

「うっわ！　何なのですこのジャム、ジャムのくせに爽さわやかで甘酸っぱくてすっごく美お味いしいのですけれど！」

　エミリアが宝石の瞳を丸くして大きく驚嘆の声を上げた。

「グレグレ！　これもグレグレが作ったりしたのですか！」

「お、おう、裏庭で集めた野の苺いちごで作った。保存は考えなくて良いから砂糖は少なめにして、あー、あと、乾燥させた香草をちょっと混ぜてる」

「なのですかー、お城で出て来るジャムとは全然違うから驚いたのですよ」

　感心したようにエミリアは、深いルビー色をしたベリージャムの瓶を見詰めている。

「思ったのですが、先生は真面目まじめに働きさえすればどこでも食べていけるのでは？」

「それが一番難しい。なあ、どうやったら真面目に働く気になると思う？」

　グレイブが真面目な顔をして問うと、エミリアが柔らかな髪を揺らして肩をすくめた。

「んなもん知るわけねーのですよ。まー、グレグレみたいなひとには尻を蹴り飛ばしてくれる相手が必要だと思うのですから……お嫁さんでも貰もらえば良いのですよ！」

「そいつは良い」

「……」

　からからとグレイブが笑った。

　グレイブは気付かなかったが、アリシエルがじっと彼を見詰めていた。

「問題は嫁さんのあてがないことか」

「アハッ、言うまでもなくわたしはお断りなのですよ」

「おっとふられちまったぜ、まあ、おれにはアリシエルがいるからな」

「そうですか」

「そうともさ、だからアリシエル──おれの嫁になれよ」

「わかりました。お嫁さんになります」

「だよなあ、やっぱ無理………………うん？」

「なのですよ、グレグレと結婚するひとなんて………………ですぅ？」

　二人は揃って首を傾かしげ、互いに顔を見合わせ、改めてアリシエルを見た。

　アリシエルはじっ、とグレイブを見詰めていた。

　凍いて付いた瞳ひとみは感情を宿さず、氷の仮面の如ごとき顔に表情はない。彼女が冗談を言っているのか、本気で言っているのか、外からではまったくわからない。

「あ……ああ、びっくりした！　アリシエルの冗談は心臓に悪いな」

「まったくなのです。アリシエルさんがセンセイと結婚するのかと思ったのですよ」

　若干上擦った調子で、二人は、冗談だったことにしようとする。

　次の瞬間だった。アリシエルが袖そで口ぐちから刃渡り六セルチほどの小刀を取り出したのは。

「先生──」

「おいちょっと待てアリシエル、本当に待て何をするつもりだ！」

「今から、聖約状を作りましょう」

　正式には、聖霊の誓約状と言う。聖霊とそれを信仰する教会を証人とする誓約状であり金きん銭せんや物品の絡からまぬ純粋な誓いのために作成される。両者の署名と血による押印を伴うことで法的な効力すら持ち──

　一般的には、婚姻の約束に用いられる。

　グレイブが完全に硬直した。

　エミリアは宝石の瞳を丸くして完全に言葉を失っている。

　アリシエルは淡々と、感情の混ざらない声で言った。

「嫌なんですか」

　淡々とした感情の混ざらない声に、凄まじいまでの威圧感をグレイブは覚えた。

「先生が言い出したことです。責任はとってもらいます」

「い、いや、ちょっと待て、おれ、責任を取るようなこと、した、か？」

「…………」

　アリシエルは何も言わなかった。

　ただ、周囲の気温が下がったような寒気をグレイブは感じた。

　熟練の剣士がやるように気配だけでアリシエルが圧力をかけてくる。じわじわと彼女が近付いてきている錯覚すら覚える。エミリアも同様なのだろう愛らしい微笑ほほえみが僅わずかに引ひき攣つっている。

　そんな二人を凍て付いた瞳で眺ながめ、ぽつりとアリシエルは呟いた。

「私に、優しくしました」

　ごくりと、グレイブが唾つばを飲み込んだ。

　ふっ、とアリシエルがほんの僅かに唇くちびるを綻ばせ袖口に小刀を納める。

　張り詰めていた空気が雲散霧消し、彼女はしゃらりと長い黒髪をかきあげた。

「冗談です。びっくりしましたか」

「ア、アハハハハ、なんだやっぱり冗談か」

「はい、今は」

「アハハハハハハハハハなのですよ」

　ひょっとしたらアリシエルの人生初めての冗談かもしれない。

　アリシエルの心境の変化を思えば、彼女がひどい重荷を背負っていたことを思えば、その変化は喜ばしいものなのだろうが。

　初っ端から冗談がきつすぎて、グレイブとエミリアの二人は笑うしかなかった。

「今は冗談なので、これで、我慢します」

　アリシエルは焼き菓子を一つ手に取りルビー色のジャムを塗る。

「あーん……です」

　ついばむ小鳥のように焼き菓子を唇くちびるに挟み、頰ほおを可か憐れんな桜色に染め、アリシエルは白い制服に包まれた豊かな膨らみを揺らして大きくグレイブの方へと身を乗り出した。

「ど、どうしたんだ、急に、何か、積極的というか、ぐいぐい来てるが」

　しかし焼き菓子を唇に咥くわえたアリシエルからの返事はない。

　代わりに、ああ！　と声を上げたのはエミリアだった。

「わかったのですよ！　センセイが調子に乗って『嫁になれ』とか言ったものだから、芽生えかけていたアリシエルさんの乙女おとめ心ごころに火がついてしまったのです！　つまり、今のアリシエルさんは暴走する乙女心の塊。何とかしてアリシエルさんの乙女心を鎮めなければいけないのですよ！」

「何だってええええええええ……それ要するに、勢いに乗ってやらかしちゃったら引くに引けなくなったってことか？」

「……」

　グレイブが叫び、思わず、アリシエルの方を見た。

　唇に焼き菓子を咥えたまま、ぽっ、とアリシエルが頰を染めた。

「可愛かわいい！　おれ！　貰もらう！　お嫁さん！　アリシエル！」

「血迷ってんじゃねえのですよ！」

　ばしんとエミリアが遠慮ない平手打ちをお見舞いし、グレイブが「ぺもあ」と叫ぶ。

「は、そうだった。つまり、アリシエルの乙女心とやらを鎮めれば良いんだな」

「なのです！」

　方法は明確だった。

　先日の祭りでは失敗してしまった『あーん』を成功させれば良い。

　必要なのは覚悟だけだ。

　わしゃりと灰色の髪をかいてグレイブは気を引き締め、面持ちに真剣なものを宿す。

　身を乗り出したアリシエルの肩を摑つかみ、顔を寄せる。

　眼まな差ざしは真しん摯しに、静かに、じっ、と、アリシエルの凍いて付いた瞳ひとみを見詰めていた。

　桜色に染まった彼女の頰ほお、微かすかに震える細い顎あご、それでも彼女は瞳を逸そらさず──

「ご──ごめんなさい先生！」

　耐え切れなかったのは、案の定と言うべきか勢いで突っ走ったアリシエルの方だった。

　唇くちびるで咥くわえた焼き菓子を引き抜くや短剣で貫くが如ごとくにグレイブの口の中に叩たたき込む。

　凄すさまじい勢いで口の中に焼き菓子を叩き込まれたグレイブは当然むせる。

「げっほ、げっほ、げっほ、がっは！」

「す、すみません、先生。大丈夫、でしょうか」

「か、勘弁してくれ。さすがに、今のはきつかったぞ」

　お茶を一気に飲んで叩き込まれた焼き菓子を飲み込み、グレイブは一息吐ついた。

　アリシエルは先程とは別の理由で頰を染め、小さくなって頭を垂たれている。

　グレイブはわしゃりと灰色の髪をかき、手を伸ばしてアリシエルの長い黒髪に触れた。子供にするように、彼女の頭を少し乱暴に撫なでる。

「ま、元気出せよ。おれなら懲りずに付き合ってやるからさ」

「……はい」

　呟つぶやき、アリシエルがはにかんだ。

　エミリアはやれやれとでも言いたげに苦笑を浮かべていた。

「アハッ、このジャムより甘酸っぱい空気をばらまいてやがるのですよ」

　ジャムを塗った焼き菓子を一つ口に運び、お茶を飲んで一息。

　無む垢くな微笑ほほえみを浮かべてもう一言。

「うっぜえから、こいつら死ねば良いのになのです」

「直球だな！　おまえ、アリシエルの恋を応援してるんじゃなかったのか？」

「もちろんなのです。美少女として友達の恋を応援するのは当然なのですよ。でも、いちゃついてる奴やつ等らがうぜえってのはまた別の話なのです」

「気持ちはわかるだけに何も言えねえ」




　昼下がりの穏やかな時間が過ぎて行く。

　シチュー鍋なべは空っぽになり、新しく沸かし直したお湯でキンカバナの根の茶を淹れて。

　妖精族の焼き菓子とジャムの残りも少なくなって来た。この時間に名な残ごりを惜しむように、ゆっくりと、彼らはお茶を飲む。

　柔らかな金色の髪を揺らしてエミリアが空を眺ながめていた。青空には太陽が輝かがやき、白い雲がゆるゆると流れて行く。

「たまには悪くないのですよ、こういうのんびりした時間も」

「そうですね、こんなに、くつろいだ気持ちになれたのは久しぶりかもしれません」

「何だかんだ言って、わたしたち、焦ってたのかもしれないのです。《英雄》に選ばれたのに、聖霊剣は使えなくて、おまけに霊魔は復活しちゃったのですから」

「……そうですね」

「またやろうぜ。今度はおれもちゃんと一品用意するよ」

「野草ぐらいなら良いのですが、あまり変なものは使わないで欲しいのです」

「大丈夫大丈夫、食えるものしか使わないから」

「いまいち安心できないのですよ」

「知ってるか、新鮮な魚って生でも食えるんだぜ？」

「全く安心できなくなったのです！」

「先生、これでお茶は終わりのようです」

　全員のカップにお代わりを注いでいたアリシエルがそう言った。

「なんだもう終わりか」

「ふー、根っこのお茶も慣れると落ち着く味がするのです」

「そーね、途中でドタバタしたけど、まあ、良い昼めしだったよ」

「私は少し心残りがあります。結局、あーん、が出来ませんでした」

「アハッ、それはまた次の機会なのです。応援しているのですよ」

「はい、頑張ります」

「おう、頑張れ、役得は大歓迎……あれ、役得よりぶん殴なぐられたことの方が多い気が」

「わたしが思うに、グレグレはもっとしっかりアリシエルさんを先導してあげるべきなのですよ。大人なのですから」

「先生は意外に純情なんだよ」

「絶対噓うそなのです」

「本当だっての、何せ大人になっても女の子のパンツにドキドキするぐらい──」

「うるせえ黙れなのです」

「先生は、どうして、そんなに、パン……下着が好きなんですか」

「むう……改まって問われると難しいな。おれのパンツへの愛を語りだしたら恐らく夜までかかるが、それでもかまわないか？」

「遠慮しておきます」

「同じくなのです、センセイをこれ以上見損ないたくないのですよ」

　他た愛あいのない会話と共に、それぞれが最後の一杯を口に運び──

「そうそう、めしが不ま味ずくなると思ったから黙ってたんだけどさ」

　──グレイブが言う。




「サラマンダーの足止めをしてた『栄光の剣隊』がほぼ全滅したそうだ」




「そうですか……？」

「へー、大変なのですね……はい？」

　グレイブの言葉にお茶を飲んでいたアリシエルとエミリアの動きが止まった。

　ずずず、とグレイブはゆっくりとキンカバナの根のお茶を飲み静かに首を振る。

「壊かい滅めつは昨日の真夜中、いや、今日の深夜と呼ぶべきかな？　まあ、そのぐらいで、生き残りが結界を維持できるのは一日が限界。今日が終わって、明日がやって来る頃にはサラマンダーが解き放たれる」




　サラマンダーが完全に解き放たれるまで残り──半日と少々。




「それが、世界の終わりの始まりだ」






第四日目・後編「授業の終わり」









「とりあえず、船に乗って大陸の外まで逃げたらどうにかなるかな？」

「ならないと思います」

「というか、のんびりごはん食べてる場合じゃないのですよ！」

　うららかな春の日差しが降り注ぐ校舎裏、空になったシチュー鍋なべと焼き菓子の籠かご、野の苺いちごのジャム。陽光が彼らを照らし、物静かな春風が遠慮がちに長い黒髪を、柔らかな金色の髪をふわりと撫なでて去って行く。

「行くのですよアリシエルさん！」

「はい」

　エミリアが苛いら立だたしげに尖とがり耳を上下させ金色の髪を揺らし立ち上がる。しゃらりと長い黒髪をかき上げアリシエルがそれに続く。そしてグレイブは少しぬるくなったキンカバナの根の茶をまた一口すする。

「食事は大切だぞ。幸せな人生は幸せな食事からって昔のひとも言っている」

　一瞬の早業だった。

　グレイブが殆ほとんど同時に、二人の腰、聖ウェルギリウス学園の制服のスカートを引いた。布がずり落ち、二人の足に絡からむ。結果、走り出そうとした二人は躓つまずき、柔らかな草の上に思い切り、つんのめるようにしてすっ転ぶ。

　グレイブは花を愛めでる老人のように優しい目をして、しみじみと呟つぶやいた。

「黒と白、うむ、雅みやびなパンツだ」

「──こっ！」

「──のっ！」

　アリシエルとエミリアの動きもまた速かった。

　長い黒髪を、柔い金色の髪をなびかせ素早く身を翻ひるがえし、立ち上がる勢いを乗せて、暢気のんきに座って茶を啜すすっているグレイブの顔面に拳こぶしを叩たたき込む。

　ぐもえっとうめき声を上げながら、ぶっ倒れるグレイブ。二人の教え子は仁王立ちをして、怒りに燃える瞳ひとみでグレイブを睨にらみ付ける。

「馬鹿ですか、本当に馬鹿ですか、先生は馬鹿ですか」

「こんな屈辱は初めてなのです！　本当にぶっ殺すのですよこの駄目教師！」

「まあ落ち着け、大変なときにこそパンツでも愛でて心に余裕を作るもんだ」

　むくりとグレイブが起き上がる。結構な勢いで殴られたくせに平然としているのは蹴りが当たった瞬間に全身の力を抜き、半ば自分から後ろに転んで衝撃を殺したからだ。

「いったい、どこに行くつもりだったんだ？」

「……あ」

「……う、確かに、勢いで走り出したのは認めるのです」

「とりあえず、もう充分拝ませて貰もらったからパンツしまって座りなおせよ」

　言われて、二人はまだパンツ丸出しであったことを思い出し慌ててスカートを直した。二人揃そろって顔を赤くし、恨うらみがましい目で睨みながらも椅い子すに腰を下ろす。

　グレイブは相変わらず飄ひよう々ひようと気にした風もなく恨みのこもった眼まな差ざしを受け止め、両手を開き、色いろ褪あせた《英雄》の証あかし、聖霊紋もん章しようを二人の教え子に向け──唐突に告げた。

「聖剣霊装な、おまえらが失敗してると思い込んでるだけで本当は成功してたんだよ」

「……は？」

「……はい？　え、センセイ、何で聖剣霊装に失敗するのかわからないのですよね」

「失敗してないんだから、失敗する理由なんてわかるわけないだろ」

　ぽかんとする教え子を余よ所そにグレイブは飄々と告げる。

「聖霊剣は心の鏡かがみだ。《英雄》の願いと想おもいを形にして創つくられる剣だ。アリシエルの聖霊剣は砕け、エミリアの聖霊剣は翼つばさとなって舞い散ったというならば」

　グレイブが肩をすくめ、ゆっくりと一語一語を嚙かんで含めるように言葉を続ける。

「それは、硝子ガラスのように砕ける剣であり、翼の如ごとく舞う剣であるということだ。拒んだのは剣ではない、剣はただ、心の形を映したに過ぎない」

「……」

「……？」

　まだアリシエルとエミリアの顔に理解の色はなく、困惑と疑問が強く浮かんでいた。

　聖剣霊装は成功し、聖霊剣はそこにあり、それでも聖霊剣を手にすることが出来なかった。ならば──




「要するにおまえら、霊魔大戦にびびって剣を握れなかったんだよ」




「──ああ」

「……あ」

　すとん、と、何かが彼女たちの胸にはまったかのような声だった。

　グレイブはからからと皮肉めいた響きで笑う。

「東の人間族と西の妖精族のお姫さま、剣の達人に魔法の天才、二人揃そろってだらしねえなあおい、戦うのが怖い、傷つくのが怖い、死ぬのが怖い。どうせおまえらがやらなきゃ世界が滅ぶんだ、ちょっと死ぬのが早くなるだけだろ。まったく、そんなことがよう」

　その顔から笑みが消えて、不意に、ひどく投なげ遣やりな、全すべてに疲れ果てた老人の瞳ひとみをして首を振った。

「怖いに決まってるわな──お姫さまだろうが達人だろうが天才だろうが、ただの十五歳の子供には変わりないってのに誰も気付きやしなかった」

　嘆息を一つ。あぐらをかいて、憐あわれみを込めて限りなく優しく告げる。

「おまえたち自身すら気付けなかった。剣の達人に魔法の天才、おまえたちはちょっと優秀すぎた。自分たちが怯おびえてるなんて思いもしなかった」

「……恐怖から目を逸そらし拒絶していたから聖霊剣を摑つかむことが出来なかった」

「センセイは、それを、わたしたちに伝えたかったのですね」

「ぎりぎり間に合った。助言なんてものは何を言うかより誰が言うかだもんな、出会ったばかりのおれが同じことを言ったって心に届くわけがねえ」

「回りくどいひとなのですよ、ただ等身大のセンセイ──《英雄》を見せるために駄目教師まで演じたのです……あ、演技ってことはないのですよ。絶対ないのです」

「ああ！　釣りが好きで、パンツが大好きで、大きな乳も小さな乳も愛している。働くのが嫌いで世界がどうなろうと知ったことじゃない、全て、ありのままのおれさ！」

「やれやれなのですよ。十二人目の《英雄》は気高く雄々しく、強い使命感を胸に戦いへと挑んだ。彼こそはまさに《英雄》だった。誰よりも世界を愛し、聖霊を敬い、誇り高いひとだった──なーんて英雄語りを聞かされて、実は、少しだけ憧あこがれていたのですよ？」

「残念！　現実の《英雄》はこんなもんでした！　まったくこの世界はクソの塊だ！」

　どこまでも飄ひよう々ひようと、冗談のように、道化めいて、グレイブは笑う。

　世界の命運とも彼らの胸中とも関係なく晴れ渡る青空、風に押し流されていく白い雲。

　春風がグレイブの纏まとう古びた灰色の外がい套とうを風に揺らす。

　長い黒髪がなびき、柔らかな金色の髪が弾み、二人の教え子の顔にどこか柔らかなものが宿る。

　グレイブは言った。

「おまえたちはただの女の子だ。《英雄》と呼ばれ褒め称たたえられようと『化け物』と呼ばれ畏おそれられようと何も変わらない。だから《英雄》になんぞなるな。弱音も泣き言もおれが聞こう。かつてのおれが恋をして、それを支えに、世界を守ったように──おれがおまえたちを支えよう。そのために、おれは墓の中から帰ってきた」

「……はい」

「グレグレの分際で、格好の良いことを言いやがるのですよ」

　しゃらりと長い黒髪をかき上げてアリシエルが頷うなずき、その隣でエミリアが立ち上がる。

　スカートを軽く叩たたき、両手を上げて背伸びをする。金色の柔らかな髪、薄い胸、尖とがり耳が上下に動き、盛大な溜ため息いきを一つ。

「英雄語りの歌とは全然違いますし、初対面は行き倒れですし、隙すきがあればパンツを覗のぞこうとしますし、授業はしませんし、駄目教師丸出しなのですけれど……まあ」

　花のように愛らしく、彼女は微笑ほほえむ。

「信じていた甲か斐いはあったのです」

「惚ほれたか？」

「アハッ、美少女舐なめんなですよ。ちょろいのはアリシエルさんだけで充分なのです」

「待ってください、私はちょろくありません」

「気をつけるのですよーアリシエルさん。こういう道化をやれる男は腹の奥底に何を抱えているかわかったもんじゃないのです。わたしだったら絶対惚れたりしないのですよ」

「ひどい言い草だ。おれぐらい誠意に溢あふれている男はいないぜ？」

「寝言は寝て言うのですよ」

　言うだけ言って、エミリアは背を向けて歩き出した。

　ふわりと柔らかな金色の髪が白い制服の上に揺れていた。

「じゃ、ちょっと覚悟を決めて聖霊剣を摑つかんで来るのです」

　振り返らず、軽く手を振り、エミリアはそのまま見えなくなった。

　グレイブは苦笑を浮かべて彼女を見送り、アリシエルに向き直った。

　じっ、と、彼女は凍いて付いた瞳ひとみでグレイブを見詰めていた。

「おまえはどうする？」

「私は先生に恋をしています。でも、誤解しないで下さい、ただ、強くなるために恋をすると決めただけです」

「わかってるよ」

「わかっていません。私は恋をしなければいけないのですから、先生にも恋をして貰もらわなければ困ります。だから私は上う手まく恋が出来ないんです」

　さやさやと長い黒髪が揺れていた。

　アリシエルが手を伸ばし、グレイブの手をそっと握る。

「恋物語の表題を覚えていますか」

「『あなたをもっと知りたくて』、だったかな」

　グレイブはアリシエルの顔を見た。アリシエルはずっとグレイブを見詰めていた。

　凍いて付いた瞳ひとみで、静かに、じっ、と、見詰めていた。

「聖霊剣は心の形と、あなたは言いました」

　アリシエルが呟つぶやき、その右手に刻まれた聖霊紋もん章しようが輝かがやく。

　輝きは強く、そして眩まばゆく──

　グレイブとアリシエルを包み込んだ。

「今度は、私のことを、知ってください」




　気付いたとき、グレイブは見知らぬ祭りの中にいた。

　巨大な城の門前に広がる大通りで開かれている盛大な祭りだ。屋台や露店が出て、昼間から老ろう若にやく男なん女によさまざまな者たちが大騒ぎをしている。

「……この城は確か……ヘファイストスの大王城か？」

「はい、建国の祭りの頃は、毎年、こんな感じです」

「おっ、丁度良かった。一体何をしたんだアリシエル…………あれ？」

　アリシエルの声がしてグレイブは周囲をきょろきょろと見回す。だがその姿はなく、なおも続けて声だけがした。

「どこを見ているんですか、下です」

　グレイブは素直に視線を下げ、そして、あんぐりと口を開けた。

　六歳か、七歳か、幼いアリシエルがいる。長い黒髪をしたいかにも利発そうな少女、いや、幼女と呼ぶべきだろうか。あまり上手ではないが心をこめて丁寧に縫ぬわれたのだろう服を着ており──末恐ろしいことに、その胸部は既に十五歳のアリシエルの見事な成長っぷりの萌ほう芽がが存在し、僅わずかな膨らみを帯びているように見えた。

「どこを見ているんですか、変態ですか」

「違う！」

　慌てて否定するが、幼女アリシエルの実に大人びた瞳は更にその温度を下げて、もはや絶対零度にすら到達しようとしていた。幼いアリシエルはわざとらしく嘆息する。

「まあ良いです。今更、甲か斐い性しようなしのろくでなしの先生が甲斐性なしのろくでなしで変態の先生になったところで下がる評価もありませんし」

「手厳しいなおい……まあ、それはともかく、一体、何をしたらこうなったんだ？　これが現実じゃないことぐらいはおれにもわかるぞ」

「聖霊剣は心の鏡かがみだと先生が言ったので、そのままぶつけてみたんです。こんなことになるとは予想外でしたが、面白いことになりましたね」

「他ひ人と事ごとみたいに言いやがって」

　良く見れば、周囲の風景は細部が曖あい昧まいだ。現実というよりは現実に似せて描いた絵の中にいるようで、道を行く者たちにも顔は描かれていない。祭りにつき物の喧けん騒そうも聞こえてはくるのだがどこか空くう虚きよで耳に残らず、誰もがグレイブとアリシエルなどいないかのようにすいすいと歩いて行く。

「記憶の中の世界……ってほど大おお袈げ裟さじゃないな、同じ夢を見ているってところか、面白い現象だな。お互いに聖霊紋もん章しようを持っているから成立したのか、それとも…………まあ、今は考えても仕方がないか、建国の祭りだって？」

「はい、年に一度、このお祭りだけは、母が、必ず連れて来てくれました」

　幼い頃の楽しい思い出を語っているにしてはアリシエルの顔は冷たすぎた。八割の冷淡と二割の諦てい念ねん、そして、僅わずかばかりの憐れん憫びんだろうか。

「後は全部、道場で稽けい古こです。四季の祭りも聖夜の祭りも年越の祭りも、全部」

　前に言いましたか、と彼女が問い、グレイブが頷うなずく。

「建国の祭りには必ず大国王が参加します。母は私に、大国王の──父親の姿を見せたかったから、建国のお祭りにだけは必ず連れて来た」

　淡々とアリシエルは言う。

「大国王のパレードがあるんです」

「ふぅん」

　さして興味もなさそうにグレイブは頷いた。夢の中である故だろう、アリシエルの言葉に合わせたように大王城の門が開いた。門前で空虚な喧騒を奏かなでていた顔のない民衆はいっせいに両端へと分かれて道を開ける。アリシエルも道の端はしへと向かうのでグレイブもそれに続いた。

　やがて先触れの音楽が鳴り響き、パレードが始まる。

　先頭は国旗を掲げた徒か歩ちの兵士だ。それに続くのは揃そろいの衣装に身を包み一糸乱れぬ行進と演奏を行う楽隊。そして楽隊の後ろには軍馬に乗った騎士が続く。

　最後に、四頭の白馬に引かれ、一ひと際きわ大きな馬車がゆっくりと歩くような速度で現れた。

「我らが冠！　我らが誉！　我らが大国王さま！」

「ヘファイストス万歳、大国王万歳！　我らが王国が永久に続きますように！」

「万歳！　万歳！　万歳！」

　道の両端に分かれた顔のない民衆が一斉に唱和する。それだけは妙に克明に、グレイブたちの耳にも届いていた。二人は唱和することなく馬車を眺ながめた。

　大国王を乗せた馬車は二人の前をゆっくりともったいぶるように通り過ぎて行く。

　グレイブは言った。

「見えねえじゃん、大国王」

「そうですね」

　大国王はその権威に相応ふさわしく、大きく、豪華で、沢山の宝石で飾られた王冠を頂いていた。王冠はあまりにも眩まばゆく、輝かがやきが強いために王冠以外は殆ほとんど何も見えなかった。

　王が、王冠のおまけであるようにさえ、グレイブの目には見えた。

「それでも、母はいつも、涙を流して、パレードを見ていました」

「……」

　わしゃりと、グレイブは灰色の髪をかきやるせなそうに首を振る。

「母は私を愛してくれました。自分のことよりも私を優先して身を削って私を育ててくれました。母の願いは私が立派な剣士になり、近衛このえ兵へいになることでした。近衛兵になれば大国王の護衛としてすぐ傍そばにいることが出来ますから」

「ああ」

「だから祖父に剣を学びました。どうやら私には才能があったみたいです。祖父は私に流派の全すべてを教え込んだ。やがて私は、剣の申し子、開祖レガリアの再来、そんな風に呼ばれるようになりました。実際は、ただ、剣を振ることしか出来なかっただけです」

「ああ」

「もう、二人とも、死んでしまいましたけどね。私が殺したようなものです」

　ただの輝きにしか見えない行進の向こうに、幼いアリシエルはその幼さに似合わぬ瞳ひとみで遠い何かを見ていた。八割の冷淡と二割の諦てい念ねん、そして、僅わずかばかりの憐れん憫びんを込めて。

「二人の願いも私の努力も何の関係もなく、私は近衛兵どころか《英雄》に選ばれた。大国王──父親であるらしい男にも、会えました。多分、事前に調べていたのでしょうね、私は娘だと認められて、継けい承しよう権こそありませんが王族の仲間入り、お姫さまです」

「実際に会ってみて、どうだった」

「思ったより貧相なひとでした」

「不敬罪ものの感想だな」

「母親譲ゆずりの見事な黒髪だと世辞まで言ってくれました。私の母は栗くり色いろの髪をしていましたけどね」

　アリシエルの声はどこまでも冷たく凍りついていた。果たして何を凍りつかせたのだろうか──グレイブには何となく、その気持ちがわかる気がした。

「本当に、馬鹿みたいです。何のために、私は……」

　頑張ったんですかね、と、微かすかな声にすらならぬ呟つぶやきがその唇くちびるから零こぼれ落ちる。

　彼女を捨てた父親、彼女を愛した母親、彼女に夢を見た祖父。

　誰もがよってたかって彼女を傷つけた。

「憎いか？」

「わかりません。多分、憎んでいます。でも、憎んでいるだけでもないと思います」

「おれもな、〝死んだ〟あとで、あちこち回って、一応、故郷も見に行ったんだよ。親父おやじとおふくろがどうしてるかってのも、気になったしな」

「はい」

「おれの生まれたボロ家が名所になってた。その隣でおふくろが土産にってヘルメス鳥の珊さん瑚ご細工を売っててな。思わず笑っちまったよ、なあおい、馬鹿みたいじゃないか」

　ハハハ、とグレイブは乾いた声で笑い、道化のように肩をすくめる。

「でもまあ死んだ奴やつのことばっかり考えてはいられねえよな。生きてりゃ腹も減る、金もいる。そんなもんなんだろうなって思ったよ」

「諦あきらめた」

「受け入れたんだ」

「言葉が違うだけじゃないですか」

「受け入れるってのは囚とらわれないってことだよ。憎いなら憎いで良い、愛してるなら愛してるで良い、どうせわりきれないことだらけの世の中だ、適当に生きようぜ」

「……だから、あなたは、『そんなものさ』と繰り返すんですか」

「ああ、そんなものさ」

「そうですか」

　しゃらりとアリシエルが長い黒髪をかき上げ、グレイブの目を見詰めた。

「ありがとうございます」

「どういたしまして、なんで礼を言われたのかはさっぱりわからないが」

「気にしないで下さい。何となく、言いたくなっただけです」

　いつの間にか、じっ、と幼いアリシエルがグレイブを見詰めていた。

　少し考えるように間を置いて、言う。

「ウェルギリウス学園に入って、友達が出来ました」

「エミリアな」

「恋もしました」

「……それに関しては何も言えん」

「猫のぬいぐるみ、ありがとうございます」

「どういたしまして」

「お祭りにも行けて、普通の女の子みたいに遊んで、楽しかったです」

「そう言ってもらえれば、おれも教師になった甲か斐いがあったよ」

「楽しいことが沢山あって、思ったんです──」

「うん」




「私って、かわいそうじゃありませんか？」




「…………うん？」

　予想外の言葉にグレイブが首を傾かしげる。アリシエルは気にした風もなく、淡々と言葉を重ね訴える。

「子どもの頃から剣の稽けい古こばかりで、お祭りにも行けなくて、ぬいぐるみも買って貰もらえなくて、友達もいませんでした。道場では剣の申し子とか、剣神の再来とか、骨砕き魔とか呼ばれて年上にすら怖がられていて、それでも一生懸命頑張って、良い子でいたのに、何も良いことなんてなくて」

「道場で怖がられてた理由が一発でわかるな……まあ、おまえの人生はこれからだろ」

「はい、だから、これからは悪い子になります」

「悪い子とな！」

「グレイブ先生はもっと、かわいそうな私を甘やかすべきです」

「待って、さっきからどんどんおれの想像しない方に話が転がって行く」

「幸い、相手が先生ならどれだけ迷惑をかけても私の心は痛みません」

「せめて、おれに頼り甲斐があるからとかの理由が欲しかった」

「早速ですが、本物のお祭りをもっと楽しむために、夢の中のお祭りで練習しようと思います財布になってください」

「さっきからおれの扱いが酷ひどすぎないか？」

「可愛かわいい教え子には優しくするべきだと思いませんか」

「だったら素敵な先生にも優しくしろよ、いや、良く考えたら夢の中だし大丈夫か？」

「そうですね、夢の中なら何をしてもいいわけです。たとえば幼く愛らしい私に変態的な欲望をぶつけてきたとしても、所しよ詮せんは夢の中のことです」

「やらねえよ」

「やりなさい。現実で責任を取らせますから」

「まさかの命令！」

「では行きましょう」

　アリシエルの凍いて付いた瞳ひとみの奥に悪戯いたずらな光が宿っていた。彼女はぎゅっと、小さな手で、グレイブの手を握った。

「お、おい」

　虚をつかれたグレイブが戸惑いの声を上げる。幼いアリシエルの瞳ひとみの奥で、悪戯いたずらな光が更に強さを増して輝かがやく。表情にこそ出ないが、彼女が面白がっているのは明確で、

「折せつ角かくですし、恋物語のように、振舞ってみませんか？」

　そんなことまで言い出した。

　グレイブがあんぐりと、馬鹿のように口を開けている。

　調子に乗って、幼いアリシエルはグレイブの腕に抱きついて来た。仄ほのかな──犯罪的な──膨らみ始めた蕾つぼみに似たやわらかさをグレイブは感じてしまう。

「先生、私にドキドキしましたね。そうですか先生は幼いのがお好みですか」

「……そうじゃない、そうじゃないけどさあ、いやもう勘弁してくれ」

　力なくグレイブは呟つぶやく。

「嫌です、今の私は悪い子ですから」

　アリシエルはその腕を引っ張って弾むような足取りで歩き出した。

「最後の踊りまで、全部、付き合ってもらいます」




　やがて夢も終わる。

　空は夕暮れの色に染まっていた。

　聖ウェルギリウス学園の裏庭、遠くに聞こえる彼らとはあまりに無関係な学生たちの楽しげな声、茜あかね色いろに照らされて佇たたずむグレイブの胸に、静かにアリシエルが顔を埋うずめている。

　彼女の手は灰色の古びた外がい套とうをぎゅっと摑つかみ離さない。長い黒髪もまた夕焼けの色に染まり、風もなく、時が止まったようだった。

　ささやくような声で彼女が言う。

「遊び疲れてしまいました。少し、休んでいても良いですか」

「勿もち論ろん」

「言っていませんでしたが、実は私は髪の手入れに気を遣っています。毎日髪を洗って、乾かして、櫛くしで梳すいて、大変ですが頑張ってください」

「うん？　まあ綺き麗れいな髪をしてるんだし気を遣うのは良いことだな」

「髪を洗うなら当然一緒に体も洗うのですが、この場合は石せつ鹼けんを良く泡立てて、擦こするというより撫なでるように、泡で汚れを浮かして拭ぬぐい去るようにするのが肝心です。着替えに関してですが、寝台の横にある衣装棚の下から二段目に下着が入っています。夜着は畳んで枕まくらの下に」

「何とも心が躍る情報だが、それを、今、おれに聞かせてどうしようって言うんだ」

「私は疲れてしまいました。後はよろしくお願いします、ということです」

　にこり、と、アリシエルは思わず見み惚とれてしまうような微笑ほほえみを浮かべた。

　グレイブは困ったように曖あい昧まいな笑みを浮かべて肩をすくめる。

「まあ待て、せめて部へ屋やに戻るまでは頑張れ。このままおれに任せてみろ、寝てる間に何をされるかわかったもんじゃないぞ。むしろ確実に何かやるね。とても口に出してはいえないようなことをやるね」

「わかりました」

「わかってくれたか…………うん？」

「わかりました、と言いました」

　アリシエルはグレイブに体を預け、もたれかかっていた。白い制服の向こうにある、歳としに似合わぬ豊かな膨らみの柔らかさがグレイブは急に気になり始めた。

「責任は取ってもらいますから」

「あ、あー、そうか眠すぎて何を言ってるのかわかってないんだな。そうに違いない」

　じっ、と見詰めるアリシエルの眼まな差ざし。凍いて付いた瞳ひとみが夕焼けを映してひどく熱っぽく見えて、グレイブの目は思わず泳ぐ。

「誰かを困らせるのがこんなに楽しいとは思いませんでした。悪い子って良いですね」

「その誰かが自分じゃなければ笑って頷うなずくんだけどなあ」

　グレイブは力なく微笑んだ。

「なあ、アリシエル──」

「アリスです」

　彼女は言った。

「目を覚ましたとき、傍そばにいなかったら、怒ります」

「え、ちょ、おい？」

　勝手に言って返事を待たず瞳を閉じる。その唇くちびるからはすぐに規則正しい寝息が零こぼれだして、彼女の指はしっかりとグレイブの外がい套とうを摑つかんだまま放そうとしない。

　背負っていた重荷を全すべて誰かに渡し休息する旅人のように安らかな寝顔だ。

　すっかり安心しきってグレイブに体を預けてもたれかかり眠っている。

「つまり、おれはこれからアリシエルを脱がせて髪を洗って体も洗って拭ふいて着替えさせて寝台まで運んでやる必要があるというわけか。しかも、好きにして良いけど好きにしたら責任を取らせると言われた状態で、ああ、なるほど──」

　ハッハッハッ、とグレイブは無駄に朗らかに笑い。

「出来るわけねえだろうがああああああああああああ！」

　夕焼け空に向かって力いっぱい吼ほえた。






第五日目・前編「炎の暴君と黄金の華」









　人々が寝静まった深夜、もうじき日付が変わり五日目がやって来る頃。

　聖ウェルギリウス学園寮の最上階の一室に、ノックの返事も待たず、勢い良くドアを開けて彼女が飛び込んできた。

「おはようございますなのですよアリシエルさん、世界で二番目の美少女のエミリアなのです！　いよいよ決戦で調子はどうなのですかわたしは絶好調なのです。そうだ、いつもみたいに髪を梳すくのを手て伝つだうのですよ！」

　月明かりに照らされた薄暗い部へ屋や、深夜であっても太陽のように眩まぶしい笑え顔がおを浮かべ、長なが台詞ぜりふをまくし立てたのは言わずと知れた自称『世界で二番目の美少女』あるいは英雄称号《天上に咲く金色の華》エミリア・オルトリンデ・フェリックスである。

　輝かがやく金色の髪に大粒の宝石めいた瞳ひとみ、誰もが認める愛らしい顔立ち。妖精族の尖とがった耳は今日も元気良くぴんと立ち、小柄がらながらも元気いっぱいの体を聖ウェルギリウス学園の白い制服に包んでいる。

「こんばんは、エミエミ」

「こんばんはですよグレグレ先生！」

　ぶんぶんと大きく元気良く手を振るエミリアに向かい、アリシエルの寝台に腰掛けたグレイブが軽く手を振り挨あい拶さつを返す。当然、その寝台にはアリシエルがすやすやと眠っているわけで。

　エミリアは部屋に踏み込むや、たんっ、と上質な絨じゆう毯たんの敷しかれた床を蹴けり宙を跳んだ。

「食くらえ！　必殺美少女的制裁蹴りー！」

　放たれる跳び蹴り、これが薄暗い月明かりの夜でさえなければスカートの中をしっかりと拝見出来たであろう。否いや、グレイブは悪条件にも負けず瞳を鋭するどく尖らせる。

「見えた、青と白のしま──！」

「──成敗！」

　エミリアの蹴りがグレイブの顔面に突き刺さり、彼は床の上に転がり落ちた。エミリアは倒れたグレイブの体を跨またぎ仁王立ちをして、腰に手をあて、アリシエルと比べると控え目な胸を張る。

　そして思い出したように、金色の柔らかな髪をふわりと揺らして小首を傾かしげた。

「で、これはどういう状況なのですか？　警備兵を呼んだ方が良いのですかね？」

「蹴る前に事情を聞け！」

「アハッ、グレグレだし別に良いかなって」

「うわ可愛かわいい！　可愛いけど殴なぐりたい！」

「美少女ですから！」

　えっへん、とばかりにエミリアは更に胸を張った。殆ほとんどふんぞり返らんばかりの勢いであり、体を反らせば反らすほど、グレイブ視点から見るエミリアのスカートは防御力が低下して行く。

　思わずグレイブはもっと、視点を低くしようと努力するが、既に床に倒れているので残念ながらどうにもならなかった。思わず口く惜やしげに唇くちびるを嚙かんでしまう。

「無駄なのですよ。この立ち位置ならセンセイがどう頑張ろうとわたしのパンツは見えないのです。まさに鉄壁のパンツなのですから」

「……なん…………だと？」

「わたしは学習する美少女なのです。いつまでもしてやられてばかりではないのです。そもそも美少女のパンツはそんなに安くないのですよ？　その気になれば世界が獲とれる立派な戦略兵器で、ざっとグレイブ先生百人分なのですから」

「おお、思ったよりおれの価値が高い」

「……ごめんなさいなのです」

「謝るな！　悲しくなるから謝るな！」

「ま、そもそもセンセイに嫌がるアリシエルさんをどうこうする度胸も甲か斐い性しようもあるわけないのですよね」

　言いながら、ふわりとスカートの裾すそを揺らすようにしてエミリアが一歩引いた。グレイブは目を細め、全神経を集中してある一瞬を捉とらえようと凝視していたが、エミリアが言ったようにどう頑張っても影すら摑つかめはしなかった。

　グレイブは一瞬だけ瞳ひとみに哀かなしみを宿し、静かに立ち上がった。

「男とは悲しい生き物だ、たかが布切れ一枚に心を奪われ身を滅ぼす」

「センセイが浅ましいだけなのです」

「それも間違ってない。自慢じゃないが、おれは必要なら誰の靴くつでも舐なめられる男だ」

「本気でなんの自慢にもならないのですよ！」

「ハッハッハッ、さて」

　グレイブは微笑ほほえんで問うた。

「聖霊剣は摑めたか」

「美少女ですから」

　にこやかにエミリアもまた微笑みを返す。

　それ以上の質問は必要なかった。

「行くか」

「行きましょう」

　彼らは互いに頷うなずき、互いに眠るアリシエルへと視線を向けた。

「アリシエルさんのこんな優しい寝顔、初めて見ましたよ」

「おれもだよ」

　その眠りが、自然と目覚めるのを待つしかないものであることを二人は察していた。

　いつの間にだろう、グレイブが纏まとう古びた灰色の外がい套とうの裾すそをぎゅっとアリシエルが握っていた。グレイブがどこかへ行ってしまうのがわかっているように。

　だからグレイブは外套を脱ぎ、彼女の隣に残して歩き出した。

「ま、これが形見にならないように悪あがきをしようや」

「安い形見なのです」

「後は釣つり竿ざおぐらいしか残せるものがねえからなあ、何か買っておきゃよかった」

「それはそれで何か間違えてると思うのですよ」

　下らない話をしながら、二人はそっとアリシエルの部へ屋やを出た。




　そして元《英雄》と、不完全な《英雄》候補──外套を脱いだグレイブと、制服姿のエミリアは騎士団本部地下に位置する『転送の間』より、空間を跳んだ。

　決戦の地へ。大陸の中央である教会都市デルフォイより大陸の辺境へ。




　転送魔法による一瞬の浮遊感。

　二人は『大陸の鉄かな床とこ』と呼ばれ大陸最大のエトナ鉱山を擁していた小王都キュクロープが、かつてはあった、硝子ガラスの大地に立っていた。

　そして、

「ああ──」

　エミリアは見た。

　数百メルトル先、無数の光の壁と鎖で封じられた赤い蜥蜴とかげを。

　エミリアは感じた。

　魔法使いであるが故に、サラマンダーの放つ凶暴な魔力とでも呼ぶべきものを。

　エミリアは畏おそれた。

　霊魔と、ただ、呼んでいた存在は。

「神──」

　囚とらわれながら、威容を誇り、威厳をもち、君臨する。

　もう一つの太陽。

　日付が変わったばかりの真夜中を、真夏の真昼のように熱く照らすもの──

　エミリアは気付いた。

　さっきから、自分の尻しりを、もにゅもにゅと盛大に揉もんでくれやがっている手に──

「って、この状況で何をやってるのですかあああああああああ！」

「見事な尻しりだ。乳と違って肉付きが良い。これで十五歳とは妖精族恐るべふらぁ！」

　柔らかな金色の髪が美しい弧を描き、エミリアは体全体で振り返りながら、体重の全すべてを乗せた重く鋭するどい拳こぶしをグレイブの顔面に叩たたき込んだ。

　顔面に拳をめり込ませたまま、グレイブが叫ぶ。

「馬鹿野郎！　サラマンダーから目を逸そらすな一瞬の油断が命取りになるんだぞ！」

「一瞬の油断が命取りになる状況で教え子のお尻を揉もんでるセンセイが言ってんじゃねえのですよおおおおおおおお！」

　もう一発、今度は逆の拳を叩き込んだ。ぐへっ、と間抜けな声と共にグレイブがぶっ倒れる。ぜえぜえと肩を上下に揺らし、唾つばを吐き、サラマンダーに向き直る。

「まったく、しかもひとがちょっと気にしていることを言うのですから」

　敵から目を逸らしてはいけない、確かにその点だけはグレイブが正しい。

　改めて見るサラマンダーは確かに恐ろしく、畏おそろしい。

　だが、その恐れも、畏れも、等身大のものだ。

「恐れても良い、畏れるのも良い、だが、吞のまれるな」

　あっさりと立ち上がったグレイブは静かな声で言った。

「わかっているのです」

　真昼のように明るい真夜中、真夏のように暑い春の夜。

　前にサラマンダー、背後に聖霊騎士団『栄光の剣隊』の生き残りが集まる本陣。

　サラマンダーまでの距離は二百メルトル、本陣への距離はそれよりもずっと遠い。

「この辺りがただのひとの限界だ」

「熱くて眩まぶしいのですよ。太陽がすぐ近くにあるみたいなのです」

「聖霊剣を手にした《英雄》にとっては何の意味もない」

「ここから先はわたし一人、そういうことなのですね」

「《英雄》の戦いは孤独な戦いだ。ひとの力は霊魔に通じない。サラマンダーが纏まとう『業ごう火かの魔装』に触れればその身は焼かれ、魔術は弾はじかれ、鋼は溶ける。聖霊剣を持つ《英雄》でなければ魔装を纏った霊魔と戦うことは出来ない」

「センセイは、どうするのですか」

「聖霊騎士団の生き残りがいる。撤退を手て伝つだって、その後は──おまえの戦いを見守る、ぐらいしか出来ない」

「それは大仕事なのですよ。しっかり見守っていて欲しいのです」

「逃げるなら、ここが最後の一線だ」

「逃げないのですよ、そんなの美少女らしくないのです」

　エミリアの瞳ひとみはじっと、サラマンダーを見詰めている。

　最強の霊魔サラマンダー、身長八メルトルの直立する赤い蜥蜴とかげ。身の丈ほどに長い腕と、長い尻尾しつぽを持ち、反比例するように足は短く、だが太い。

　吐息は焰ほのお、鱗うろこは溶岩、その全身は燃え盛る紅ぐ蓮れんの炎ほのお。

　グレイブは懐なつかしさすら込めてその正しい名前を呼んだ。

「《火天狂霊：燎原の如くに燃ゆるものスピリツト・オブ・サラマンダー》」

『オオオオオオオオオオオオオオ──！』

　呼応するかの如ごとくサラマンダーが吼ほえ、その長大な腕を振るう。

　霊魔を縛り付けていた結界、光の壁が光の鎖が硝子ガラス細工のように打ち砕かれる。

『魂の焰が見える！　宿敵の焰が見える！　宿命と加護を受けし──《英雄》の焰！』

　サラマンダーの声はひとの耳には咆ほう哮こうとしか聞こえない。それでも、咆哮に宿る沸き立つような激情は、その場にいた誰にでも理解できたであろう。

「聖剣霊装！」

　英雄称号《天上に咲く金色の華》エミリア・オルトリンデ・フェリックス。

　金色の妖精姫は《英雄》の証あかしたる聖霊紋もん章しようが刻まれた左手を掲げ、己が心を映した剣の名前を呼んだ。

「護まもれ──《聖約：クラウ・ソラス》！」

　エミリアの聖霊紋章は眩まばゆく輝かがやく。

　真昼のように明るい夜を、更に明るく照らし出す、もう一つの太陽のように。

　溢あふれる輝きが掲げた腕より彼女の全身を包み込み、霊魔を倒す《英雄》の武器、聖霊剣が創つくられる。

　それは包み込む剣、君臨する剣、彼女の誇りと願いの形。

　天上にて咲く金色の華たらんとする剣の形は──二対四枚金色の翼つばさ。

　溢れる輝きは彼女の背に集つどいて、金色の翼という剣を象かたどった。

「恐怖に気付かなかった。目を逸そらしていた。わたしの心は《英雄》から逃げていた」

　故に彼女は剣を手にすることを拒んだ。

　だが、今、彼女は剣を手に入れた。

　翼の剣をその背に宿した。

　その眼まな差ざしは強く、サラマンダーを見据えている。

「気付いたなら、もう怖くはないのです──だって、わたしは美少女だから！」

　盛大に、サラマンダーというよりは、すぐ後ろで見守っているグレイブに向けるようにエミリアは啖たん呵かを切って、ばさりと大きく二対四枚金色の翼を震わせる。

　その背にある全すべてを守らんと巨大な翼が左右に広がる。

　大きく息を吸い込み、それ以上に大きな声でエミリアが叫ぶ。

「『世界で二番目の美少女』エミリア・オルトリンデ・フェリックス、推して参る！」

『来るが良い《英雄》、我が宿敵！　新たなる命の焰ほのおよ！』




「……いや、そこは英雄称号の方を名乗れよ」




　グレイブの小さなぼやきを余よ所そにエミリアは二対四枚金色の翼つばさをはばたかせて大地を蹴けり、サラマンダーがその両腕を大きく振り上げた。

「美少女なめんなですよサラマンダァアアアアアア！」

『汝なんじが熱量、見定めさせてもらおうぞ！』

　最初の一撃は、両者、真っ向から。

　小細工も何も抜きにぶつかり合った。

　エミリアが拳こぶしを構え疾駆の勢いと共に振りぬけば金色の翼もまた一つの巨拳を象かたどりその動きを拡大し再現する。

　翼が象かたどる巨拳とサラマンダーの巨腕が繰り出す一撃が激突し、

　衝撃が暴風のように吹き荒れ、硝子ガラスの大地は砕けて無数の欠片かけらは巻き上がり、




　星ほし屑くずのように降り注いだ。






第五日目・後編「世界を守る戦い」









　真夜中は真昼のように明るかった。

　聖霊騎士団『栄光の剣隊』本陣で、灰色の外がい套とうを纏まとわぬグレイブが彼方かなたを見詰めている。

　視線の先では金色の巨大な翼と、赤く巨大な燃える蜥蜴とかげがぶつかり合っていた。

　地響きが轟とどろき、巨大な拳が大地を砕き、強烈な熱波は竜巻の如ごとくに吹き荒れる。神話の獣が食い荒らすように、見る間に地形が変わって行く。

　酷ひどい有様だった。一千人の部隊が、もうその十分の一も残っていない。無傷のものとなれば更にその十分の一もいるかどうか。大半は酷ひどい怪け我が人にんだ。

　まだ若い、顔に包帯を巻いた青年騎士が揺れる大地に難儀しながらやって来て告げる。

「撤退の準備が完了しました。何とか、怪我人を運び出すことは出来そうです……装備も物資も全すべて、この場に放棄することになりますが」

「騎士団本部からの許可は出ている」

「救援部隊がこちらに到着するまで待機していれば、怪我人を無理に動かす必要も、物資を放棄する必要も…………戦死者の骸むくろを置いて行くことも」

「死人が増えるだけだ。こちらへ向かっている救援部隊と合流し最低でも四キロメルトルは離れなければならない、それも可能な限り速く」

「我々は死など！」

「恐れていないことは知っているさ」

　グレイブが振り返り静かに告げる。

「命を賭として戦う《英雄》の傍そばで、唯一、『栄光の剣隊』だけが、口先だけでなく、ともに命を賭した。だからこそおれはその生と死に敬意を表する」

「あ、あなたは…………もしかして」

　グレイブの言葉を聴く青年騎士の顔に戸惑いが浮かんでいた。

　無言のまま、グレイブは青年騎士に背を向け《英雄》と霊魔の戦いに視線を戻した。

　元《英雄》であるグレイブにすら見守ることしか出来ない戦い。《英雄》を知り、霊魔を知るグレイブは声にせずに呟つぶやいた。

「……まずいな」




　夜が明けたことに気づかなかった。

「うぉおおおおりゃあああああららあああああ、どうしたのですかサラマンダー！　わたしはまだまだ全然元気なのですよ。かかってきやがれ、こんちくしょー！」

『どうした新しき焰ほのおよ、もっとだ、もっと燃えるが良い！　その熱量を我に見せよ！』

　激突する拳こぶしの衝撃波は大地を砕き暴風となって吹き荒すさぶ。

『天上に咲く金色の華』エミリア・オルトリンデ・フェリックスの聖霊剣──金色の翼つばさ──クラウ＝ソラスの特性を端的に説明すれば、再現と拡大である。

　即すなわち、エミリアが拳を振るえば二対四枚の黄金の翼は巨大な拳となってその動きを再現し、魔法を唱となえればその魔法は拡大され放たれる。

　戦闘はエミリアの一方的有利で進んでいた。系統立てられた戦闘技術──武に裏付けられたエミリアの拳は当たる。対してサラマンダーの拳は当たらない。エミリアの武が防ぐ、力任せの大振りを金色の翼が象かたどる拳で受け流し、あるいは受け止める。

　エミリアは一度も攻撃を受けず、一方的に殴なぐり続け。

「ああああああああもう！　どんだけ頑丈なのですかこのクソ蜥蜴とかげえええええ！」

　だがサラマンダーは倒れない。

「おっらあああああ！」

『おおおおおおおお！』

　もはや数えることすら馬鹿馬鹿しいほどに振るわれた拳の激突。互いに、大きく拳を引いて次の一撃に更なる力を込める。

　揺れる金色の髪、弾はじける汗の雫しずく、聖霊剣の加護があってなお周囲は真夏のように暑い。弓を引くように拳こぶしを肩まで引き裂れつ帛ぱくの気合と共に繰り出す。

　同じくサラマンダーが硝子ガラスの大地を砕きながら踏みしめその巨腕を振り上げた。

　轟ごう、と激突する二つの巨拳。

「っくうううううう！」

　金色の翼つばさを通して伝わって来る衝撃にエミリアは歯を食い縛る。

　サラマンダーの攻撃には武の欠片かけらもない、全すべてがただの力に任せた一撃だ。力任せでありながら武など足元にも寄せ付けぬほど、速く、重く、ただ強い。

　当たれば死ぬ、という当たり前の現実をエミリアに突きつける。

「こっそり大だい禁きん呪じゆを編んでた時を思い出すのですよ」

　まるで綱渡り。僅わずかの魔法を唱となえる隙すきすら惜しい、王手が掛かった盤上を泳ぐ心地ここち。

　最強の霊魔という称号に違わず、根本的に存在としての強度が違いすぎた。

「こんなのと、延々と戦い続けて、独りで勝ったとか、センセイ、実は凄すごいのですかね」

　冗談のような独り言を呟つぶやくエミリアは間違いなく優勢だった。優勢でありながら、一方的に追い詰められているのもまたエミリアであった。

　独りではサラマンダーに勝てない、エミリアはそれを理解している。

　戦い始めたときから、夜が明ける前から、ずっと待っている。

　目覚めを、信じて、待つ、それがエミリアの選んだ戦い方だった。

《英雄》の戦いは孤独な戦い、だが、彼女たちは二人の《英雄》なのだから。

「ああもう、いつまでも魔法使いに肉弾戦させてんじゃねえのですよ！」

　その叫びに答えたわけではないだろう。

「聖剣霊装」

　凜りんと、冬の朝のような声がした。

　なびく長い黒髪、凍いて付いた瞳ひとみ、灰色の古びた外がい套とうをその身に纏まとい《戦剣姫ドウルガリエ》アリシエル・クーデライトが忽こつ然ぜんと虚こ空くうより戦場に現れる。

　右手に刻まれた聖霊紋もん章しようは黒く輝かがやき。

　もう一人の《英雄》は己の心の裡うちより、己の心を映した己の刃やいばの名前を呼んだ。




「歩め──《覚かく醒せい：ガーンディーヴァ》」




　美しい剣だと、誰もが思ったであろう。

　黒く硝子の如ごとくに澄み渡る一刀。

　その刀身に煌こう々こうと燃える焰ほのおを閉じ込めて、黒く輝く聖霊剣。

　凜──と、見み惚とれる程に美しい黒剣がサラマンダーの右腕を切り裂いた。

『おお！』

　傷口から血潮の如ごとく激しく炎が噴き出し、切り飛ばされた右腕が炎の塊に還かえり消滅し、サラマンダーは感嘆とも賞賛ともつかぬ声を漏らす。

　すたん、と、アリシエルは鮮やかに着地し、エミリアを一いち瞥べつし。

　何も言わなかった。

　動きを止めなかった。

「貫け──《神仰：トリシューラ》」

　黒の剣が形を変え、アリシエルの手には槍やりが握られていた。

　その身に煌こう々こうと燃える焰ほのおを閉じ込めて、黒く輝かがやく聖霊の槍。

　長い黒髪をなびかせて、アリシエルは流れるように黒槍を構えて突きを放つ。

　硝子ガラスの穂先は恐るべき威力を秘めてサラマンダーの崩れた膝ひざを貫き地に縫ぬい付ける。

「砕け──《光鉄：アグネヤストラ》」

　黒の槍が形を変え、アリシエルの両腕を重厚な篭こ手てが包んでいた。

　その身に煌々と燃える焰を閉じ込めて、黒く輝く聖霊の篭手。

　サラマンダーが膝を突きながらも力任せに残った左の巨腕を振るう。

　右の篭手で受け、間かん髪はつ入れず、左の篭手でサラマンダーの左腕を破壊する。

「唸うなれ──《天てん牢ろう：パラシュラーナ》」

　黒の篭手が形を変え、アリシエルは黒い硝子の鞭むちを手にしていた。

　その身に煌々と燃える焰を閉じ込めて、黒く輝く聖霊の鞭。

　硝子の鞭が振るわれ、刹せつ那なのうちにサラマンダーを捉とらえ、その身を切り裂く。

「轟とどろけ──《祝聖：インヴァジュラ》」

　アリシエルは身の丈を越えるほどに長大な黒の大おお槌つちを両手で持ち、

　遠心力を乗せ、思い切り、サラマンダーの顎あごを狙ねらって下から上へと振り抜いた。

　サラマンダーが宙を舞う。

　巨大な燃える赤い蜥蜴とかげは百メルトル近くも吹っ飛ばされて大地に落ちた。

　ずしんと酷ひどく重たい音が周囲に響く。

　相手が尋常の生物ならば、顎から上が文字通り消滅していただろう。

　しゃらりとアリシエルは長い黒髪をかき上げ、エミリアに声をかける。

「すみません、寝坊しました」

「まったくなのですよ。魔法使いにあんまり無む茶ちやさせないでほしいのです」

　疲れきった声で呟つぶやき、エミリアは金色の翼つばさを支えにしてよろりと立ち上がった。疲弊の色が濃い顔に、それでも美少女に相応ふさわしい輝くような笑みが浮かんでいる。

　他た愛あいない会話を交わしながらもアリシエルの凍いて付いた瞳ひとみはサラマンダーを見ていた。

　サラマンダーはぞろりと立ち上がり、天に響かんばかりに哄こう笑しようする。

『見事だ、新しき焰たちよ！　その熱量、しかと我が身に届いたぞ！』

　アリシエルの猛攻に傷ついた体でありながら暴君の威が失われることはない。ずん、と、一歩を踏み締め、硝子ガラスの大地を踏み砕き、低く突撃の姿勢に身構える。

『故に、我もまた全すべての熱量を捧ささげよう。我が焰ほのおの全てをぶつけようではないか──いざ、我が権能において解き放たれよ魔装！』

　紅ぐ蓮れんの瞳ひとみが輝かがやき、その身に纏まとう業ごう火かの魔装はタガが外れたかのように際限なく燃え盛る。サラマンダーの巨体が噴火する直前の火山の如ごとく、更に一回りも二回りも大きく膨れ上がる。否いや、膨れ上がり続けている。

　燃え盛る焰の塊は、かつてこの場所にあった『大陸の鉄かな床とこ』小王都キュクロープを焼いた赤い禍まが星ぼしを思わせる威容を放ち、堂々たる炎の暴君の威風を示さんと熱量を高める。

　応じるように、アリシエルが輝く焰を閉じ込めた黒い硝子の剣を構えた。

　そして一歩前に歩み出て、背後のエミリアに告げる。

「サラマンダーを倒します、だから、私を守ってください」

「…………はい？」

「私がサラマンダーを倒します。だから、私を守ってください」

「ちょっと待つのですよ、いま、わたしにも理解できる文章に置き換えるのです。つまり……アリシエルさんの聖霊剣は見たまま攻撃に偏ってるからこのままだと相討ちにしかならないので、わたしにどうにかしろってことなのですか？」

「そういうことです」

「アハッ」

　エミリアは可愛かわいらしく笑い、改めて、サラマンダーを──巨大化し膨張し直立する巨大な蜥蜴とかげと焰の塊の中間のようになりつつある炎の暴君を見た。

「あんなの防げって無む茶ちや苦く茶ちや言ってくれるのですよ」

「出来なければ私が死ぬだけです」

「本気で無茶を言ってくれるのですこのひと！」

『おれに考えがある』

　いきなり二人の耳に声が届いた。

「……」

「セ、センセイ？　あ、改造魔法の、あれなのですか！」

『そうだ、おれの改造魔法、「ひみつだよ☆すてきな先生とのないしょばなし」、だ』

「相変わらず名前がひどいのです」

『ほっとけ！　いや今は時間がない、手短に言うぞ。騎士団が残した荷物漁あさってたら大結界の魔法式を書いた機密書類を見付けた』

「このひと、この状況で火事場泥棒してるのですよ！」

『細かいことは気にするな！　大結界でサラマンダーの突撃を防ぐ……のは無理だが威力は削そげる。再起動はおれがやるからエミリア、足りない魔力を補ってくれ』

「えー、わたし、アリシエルさんを待ってたせいでかなり結構へろへろなのですよ？」

「エミリア」

「はい、どうしたのですかアリシエルさん」

「あなたを信じます」

　淡々とした声でアリシエルが言った。エミリアはきょとんとして、少し笑う。

「ずるいのですねえ、信じてるとか言われたら頑張るしかないのですよ」

　エミリアの背中で翼つばさの形をした聖霊剣クラウ＝ソラスが輝かがやいた。

　二対四枚の輝く翼が天地に大きく広がり、大地に魔力を流し込み、魔力で刻み込まれていた大結界が淡い魔力光を発する。

　同時に、熱量を限界まで高めたサラマンダーが大地を蹴けった。

『行くぞ《英雄》！　いざ共に、燃え尽きようではないか！』

「美少女の底力見せてやるのですよ！　さあ来やがれこのクソ蜥蜴とかげぇえええええ！」

『万物必滅！　紅ぐ蓮れん蹂じゆう躙りん！　我が名は《火天狂霊：燎原の如くに燃ゆるものスピリツト・オブ・サラマンダー》！』

「美少女全開クラウ＝ソラァアアアアアアアス！」

　再起動した大結界が《英雄》の膨大な魔力を燃やし、二人の《英雄》とサラマンダーの間に、無数の、強きよう靭じんな、光の壁が聳そびえ立たつ。

　光の壁を砕きながら、焰ほのおの塊であるサラマンダーが突き進む。

　赤い禍まが星ぼしの如くに、その巨体が大地を燃やし喰くらいながら迫り来る。

　暴風に長い黒髪をなびかせて、煌こう々こうと燃える焰を閉じ込めた黒の剣を正面に構え、アリシエルは静かに佇たたずんでいた。

　彼女は剣の申し子だった。

　有り余る才を持ちながら、剣を振るう理由だけをもてなかった。

　母の愛のため、祖父の夢のため、世界を守るため、誰かのため──そればかり。

　彼女の剣には心がなく、ただ、虚むなしさだけを秘めていた。

「誰にも、私の想おもいは邪魔させない」

　初めて彼女は己のために剣を振るう。




　アリシエルの手の中で、黒い硝子ガラスの剣が砕けた。

　煌々と燃える焰を閉じ込めた、檻おりのような、棺ひつぎのような、囲いのような、剣が砕けた。

　誰かのためにではなく己のために剣を振るう彼女の剣。

　むき出しの心。

　煌々と燃える焰。

　アリシエルは、その剣おもいの名前を呼ぶ──

　十五歳の少女が持つ、一瞬の、尊い、輝かがやき、それは何よりも熱く。




「高鳴れ──《煉れん慕ぼ：パールヴァディー》」




　その時、大陸に住まう全すべてのものが見た。

　天を貫かんばかりの巨大な火柱が立ち昇り、二つに切り裂かれるのを。




『見事だ、新しき焰ほのおたちよ！』

　満ち足りた笑みと共に、一匹の赤い蜥蜴とかげが硝子ガラスの大地に倒れ伏した。

　周囲には何もなくなっていた、起伏のないただの平地が遥はるか彼方かなたまで広がっていた。

　焰と炎の激突が全てを消し飛ばしてしまった。

「ありがとうございます、もう少しで自分の炎に焼かれて死ぬところでした」

「どういたしましてなのです……美少女ですけどさすがに死ぬかと思ったのです」

　硝子状に溶けた地面の上に、アリシエルとエミリアが静かに佇たたずんでいる。

「おーい、エミリアー、アリシエルーってうわ熱っ！　熱いし暑いしなんじゃこりゃ！」

　外がい套とうを纏まとわぬグレイブも、手を振りながら硝子の平原を駆けてやって来る。

　そしてグレイブは足を止め、サラマンダーを一いち瞥べつし、二人の教え子に向き直った。

「勝ったか」

「はい」

「はいっ」

　世界を守り抜いた。表情に乏しいアリシエルの顔にすら薄うつすらと勝利の喜びが浮かび、エミリアなど今にも飛び上がらんばかりの様子だ。

　アリシエルとエミリアの手に刻まれている聖霊紋もん章しようが自然に浮かび上がった。

　聖霊紋章の共鳴、それは暗黒の空に浮かぶ赤い星を見たときと似ている。だが、あの時とは違い、何かが流れ込んでくるような熱を感じた。

「ッ！」

　思わず二人は苦く悶もんの声を漏らし、説明を求めるようにグレイブを見る。

「霊魔の再封印の始まりだ」

　心配するな、と、呟つぶやき──グレイブは、小さな、呻うめき声を漏らした。

　それは、ひとには唸うなり声にしか聞こえぬ霊魔の言葉であった。

　霊魔の言葉を唱となえ、霊魔の力を借りる禁忌の魔法、その一つ。




『願いはかなしく／骸むくろは永久に／摂理を拒みて朽ち果てぬ棺ひつぎを求む』






第　日目「　　　　　」









　世界の全すべてから色が失われて行く。

　グレイブを中心に白と黒の入り交ざった灰色の光が広がって行く。

　それは瞬またたく間に、誰一人何があったか認識できぬ間に世界を塗り潰つぶす。

　全てが灰色に染まった世界を認識しているのはグレイブと、封じられようとしていた、今にも燃え尽きそうな炎の塊、王座を追い落とされた炎の暴君だけだ。

『時の狭はざ間まの魔法か、まさか、ひとの身でそんなものを使うものがいるとは……』

　はっ、と気付いたようにサラマンダーがその揺らぐ炎の目を見開いた。

『何な故ぜわからなかった！　その魂の焰ほのお、覚えているぞ、貴様、かつての《英雄》か！』

「おいおい、今まで気付かなかったのか？　七年ぶりの再会だってのに冷たい奴やつだな、炎の暴君のくせに冷たい奴ってのも変な話か、ハッハッハッ」

　グレイブは当たり前のようにサラマンダーに語りかけ、下らない冗談まで言った。

『……何を企たくらんでいる、七年前の《英雄》よ』

「友達と久しぶりにあったってのに、もう真面目まじめな話か？」

『友とは笑止、貴様はひとであり聖霊に選ばれた《英雄》、我らは相あい容いれぬものだ』

「つれないねえ、七年前はあんなに激しく殴なぐりあった仲じゃあないか」

『…………戯たわけたことを言う』

　ふっ、と、サラマンダーは恐らく微笑ほほえんだのだろう。

『わからなくはない』

「ありがとう」

　サラマンダーを見るグレイブの顔には寂さびしげな微笑みが浮かんでいた。

　その存在は敗やぶれ、その肉体は砕かれ、封じられるのを待つばかりの身でありながらサラマンダーは暴君の威厳を失わず、そこに恐怖は欠片かけらたりとも存在しない。

『我にも一つだけ、わかることがある』

「へえ」

『我らの封印があれほどに弱く、僅わずか七年で復活することになったのは、貴様の差し金だな。かつての《英雄》よ。古き焰、我が友、貴様は何を企んでいる』

「ああ、なんだ、やっぱり気付いていたのか」

　グレイブは寂しげに微笑む──サラマンダーを見る眼まな差ざしには、旧懐と共にひどく冷酷なものが宿っていた。

「最強の霊魔、炎の暴君サラマンダー、七十年かけ封印の中で力を蓄えるはずのおまえは僅わずか七年で再びエリュシオン大陸に現れてしまった。不完全なまま力を振るうしかなく、そして、敗やぶれた。つまり──おまえは、七年前とは比べ物にならないぐらい、大きく、弱りきって、ここにいるということだ」

『貴様……』

「余力がなければ全部振り絞るしかない、約定に縛られたおまえたちの辛い所だな」

『わかったぞ、貴様の望みが、貴様、そんな恐ろしいことを……』

　サラマンダーの瞳ひとみに、恐怖が宿った。

　グレイブの微笑ほほえみはいっそ優しげですらあった。

「やっぱりさあ、たまたま選ばれちまった何も知らないガキに世界を丸ごと背負わせて戦わせるってのはどうかと思わないか。おれがやられたからって言うわけじゃあないが、どうかしてるぜ」

『約定を、崩そうと、しているのか、貴様は……』

「同じことを繰り返したって仕方がない。聖霊にも、聖霊の加護を得た《英雄》にもできないなら、おれがやるしかないだろ？」

　グレイブは言った。

「全すべての霊魔を、おれが、滅ぼす」

『貴様、なんと、恐ろしい、なんと、大それた真ま似ねを、貴様は──』

「笑える話だよなあ、《英雄》なんてくそったれたものをやらされて、嫌だ嫌だと思いながら戦って、やっと、解放されたのに、おれは結局、《英雄》でしかいられなかった」

　泣きそうな笑え顔がおと言うのだろう。限りない優しさとどうしようもない諦てい念ねんとありったけの自じ嘲ちようを込め、乾いた声でグレイブは笑う。

『貴様は、この世界を敵に回そうとしているのだぞ！』

「知ってる」

　グレイブの両手に刻まれた《英雄》の証あかし──聖霊紋もん章しようが灰色の世界に輝かがやいた。

　強く孤独な光。

　その目におびただしい恐怖を浮かべ、サラマンダーが哀願する。

『やめろ！　やめるのだ！　やめてくれ！　頼む、頼む、助けて──』

「聖剣霊装」

　グレイブは己の心が鍛きたえた剣の名前を呼んだ。




「喪うしなえ──《無命：ナナシヒルコ》」




　両手の聖霊紋章が強く輝き、そして、何も起こらなかった。

　剣を握るように構えたグレイブの手には何もない。

　否いや、そこには『なにもない』が、ある。

　グレイブは『なにもない』を握っていた。

『お、おおおおおお、貴様、そんなものまで、そんなものまで』

　恐怖を過ぎて諦てい念ねんを抱き、もはや絶望に達した声でサラマンダーが呻うめいた。暴君の矜きよう持じはどこにもなく、ただ、哀れに、怯おびえ、震え、許しを請うている。

『虚無にまで、手を伸ばしたのか！』

「他に方法があればおれだってそっちを選んださ。これを作るのに七年もかかったんだぜ？　しかもだ、おれの命を全部使い潰つぶしても、たったの六回しか作れない」

　グレイブは溜ため息いきをつく。

「ああ、嫌だ嫌だ。ウェルギリウスで教師やって、そこそこの給料貰もらって、適当に生きていけりゃあそれで良かったのにな。でも仕方ねえよなあ──これがあいつとの約束だ」

『やめろ、やめてくれ、嫌だ、そんな滅び方は嫌だ、頼む、かつての《英雄》よ！』

「悪いなサラマンダー、もう決めたんだよ。七年前、おれとあいつが出会って、あいつが死んだときに、全すべてを決めていたんだよ。約定も、法典も、天てん秤びんも、関係ない。何を犠牲にしても、誰を裏切っても、全てに背いても、構わない」

　一瞬、その脳裏に二人の教え子の姿が浮かび、すぐに消えた。

　代わりに浮かんだのは、七年前に喪うしなった、彼女の影。

「おれは世界を救わないと決めたんだ」

　グレイブは虚無を形にした、存在するはずのない剣を静かに掲げる。

　サラマンダーの燃える瞳ひとみが完全なる絶望で満たされる。

『こ──の──裏──切り──者──』

「喰くらい尽くされ消えてなくなれ、哀れなサラマンダー、おれの友達」

　別れの言葉と共に最さい期ごの刃やいばは振り下ろされた。




　かくて《火天狂霊：燎原の如くに燃ゆるものスピリツト・オブ・サラマンダー》は滅び世界は守られる。

　時の止まった世界に残されたのはグレイブただ一人。

　その両手に刻まれた《英雄》の証あかし、色いろ褪あせた聖霊紋もん章しようが輝かがやいていた。

　世界を焼き尽くす禍まが星ぼしの如く、鮮やかなる紅ぐ蓮れんに輝いていた。

　残る滅びは、あと、五つ。

　次なるは《水胡貪霊：波濤の如くに喰らうものスピリツト・オブ・ウンデイーネ》




「さあ、もう一度、《英雄》を始めよう、世界の終わりの始まりだ」




　そして過去に囚とらわれた亡霊は静かに嗤わらう──






第六日目「最後の試練」









　世界が滅ぶはずだった日、世界が滅ばなかった日。

　二人の《英雄》が世界を救った日。

　エリュシオン大陸を南北に縦断し東西に分かつ聖ステュークス大河に築かれた教会都市デルフォイの南地区、聖ウェルギリウス学園──いつもの裏庭にて。

「まず、湯を沸かす。そこに塩漬け肉をたっぷりぶち込む。これだけだとちょいと味が物足りないので刻んだ野草をたっぷりとぶち込む。煮えたらスープの出来上がりだ」

　いつものように古びた灰色の外がい套とうを纏まとったグレイブが、いつものように白い制服姿の二人の教え子──アリシエルとエミリアに少し遅めの昼食を振舞っていた。

　昼寝にはうってつけだろう心地ここちよい昼下がり、簡素なスープの匂におい、静かな時間。

「で、ここからが肝心。出来上がったスープに硬パンを浸す。そんで、チーズを山ほど、スープが完全に見えなくなるぐらい、何なら鍋なべから溢あふれるぐらいたっぷりと、ナイフでごりごり削り落として、上から火で炙あぶる」

　途端、食欲をそそる、チーズの焦げる香ばしい匂いがあたりに満ちる。

「こいつは北の方の料理でな、スープが冷めないようにチーズで蓋ふたをするって工夫が特徴だ。このチーズが美う味まいんだよ。表面はパリッと、その下はとろーり。スープに浸つかって柔らかくなったパンと絡からめるようにして食うのが特に良い」

　言いながら、グレイブは大き目の木さじを二つ使い、器用にスープを取り分ける。

　材料自体はどうということのないものばかりだが、確かに、表面はパリッと内側はとろりとろけたチーズはもはや見るだけで美お味いしそうだと感じさせる力があった。

「名前をつけるなら、北方風パンとチーズのスープってところかね」

　思わず、ごくりと喉のどが鳴りそうなほどに。

「……」

「……わぁ」

　アリシエルは凍いて付いた瞳ひとみでじっと、木皿に取り分けられたスープを見詰めていた。エミリアは宝石のような瞳を更に輝かがやかせて感嘆の声を上げる。

　グレイブは苦笑を浮かべ、陶製のコップに水割り果汁を注ぎ同じように配る。

「んじゃ、まあ、お疲れさまでしたってことで。乾杯そしていただきます」

「乾杯」

「かんぱーいなのですよ」

　きんっ、と軽い音をさせてコップをぶつけた三人は、水割り果汁を口に運び、パンとチーズのスープに手を伸ばす。

「しかし本当におれの手料理なんかで良かったのか？　報奨金も出たのに」

「いいえ、これが良いんです……美お味いしいですよ」

「なのです！　とろっとしたチーズをパンに絡からめてスープと一緒に──うまっ！　欲を言えばもっと寒い日に食べたかったのですよ！」

「あー、春だし南の方の料理でも良かったかもな……あー、魚やら貝やらを炒いためた麦と一緒に蒸し煮するのがあったか。今度やろう」

「楽しみにしています」

「むしろすぐにやるのです、今夜とかどうなのですか」

「気が早すぎる！」

「そもそもグレグレが悪いのですよ、料理上手なことを隠していたのですから」

「隠した覚えはないんだが、まあ良いよ。それなら今夜も作るよ。一仕事終えたんだ、しばらくは休めば良い。さすがに次の霊魔はそんなすぐには来ないだろう」

「そう願います」

「ところでアリシエル」

「はい」

「なんていうか、おまえ、妙に近くないかな？」

「はい」

「はいじゃなくてだな」

　いつもの裏庭、グレイブの作ったスープの鍋なべを囲んで座る三人。

　アリシエルは、グレイブの真横、膝ひざと膝が触れてしまいそうなほど近くにいた。

「わかりました、失礼します」

　一いつ旦たん、アリシエルは木皿を置き──

　あぐらをかいたグレイブの膝の上に、ちょこんと腰を下ろした。グレイブの顎あごの下にアリシエルの頭があり、アリシエルが丁度すっぽりとグレイブの内側に収まる形だ。

「……まさか、更に距離を詰めてくるとは思わなかった」

「私、怒ってるんですよ」

「何かしたっけ？」

「…………傍そばにいないと怒りますと言ったのに、目を覚ましたらいませんでした」

「いやアリシエル、あれは仕方ないだろう。サラマンダーが動き出す時間だったし」

「それに、アリスとも呼んでくれません」

　グレイブは助けを求めるようにエミリアを見た。

　金色の柔らかな髪がそよ風に揺れていた。エミリアは宝石の瞳ひとみを輝かがやかせ、尖とがり耳を上下にぴっこり動かし、全すべてを理解したように微笑ほほえみ頷うなずいた。

「アハッ、もう食べないなら貰もらっちゃうのですよ」

「あ、おい、おれのスープ！」

　そして、そのままグレイブの手から木皿を奪って食べ始める。

　空いてしまった手が、わきわきと意味もなく空を摑つかむ。

「え、えー」

「先生」

　空を摑む手が、アリシエルによって摑まれた。その声は普段と何も変わらず淡々として真意が見えず、彼女が膝ひざの上にいるためグレイブは表情を見ることもできない。

　グレイブの眼前で、しゃらしゃらと長い黒髪が揺れていた。僅わずかに漂う石せつ鹼けんの香りは彼女が入浴を済ませていることを示していた。一度意識してしまうともう止まらない、膝に乗せた柔らかな重み、肩越しに見える白い制服の胸元、布地を突き破やぶらんばかりにたゆゆんと膨らんだ豊かな胸。

　するといきなり、アリシエルが首だけで振り返った。邪よこしまな考えを見透かすように、じっ、と凍いて付いた瞳ひとみでグレイブの顔を下から見上げて来る。

「私は先生のことを何とも思っていません。先生に恋をしていますが、それはあくまで強さを求めることの一環であり、先生個人のことは何とも思っていません。ですから間違っても勘違いしないで下さい」

「お、おう？」

　あくまで淡々とアリシエルは言う。気のせいかもしれないが、アリシエルがグレイブの外がい套とうを摑む手に力がこもっているように感じた。

「サラマンダーを封印して当面の危機は去りました。そろそろ、二人の関係も一歩前進すべきではないでしょうか」

「…………いや、そんなこと言われても、おれにはどうすれば良いのか」

「あなたの意見は聞いていません」

「わあ理不尽」

「これからの霊魔との戦いを考えれば絶対に必要なことですから。私の聖霊剣ガーンデイーヴアは硝子ガラスの刀身に炎を閉じ込めた剣であり、その炎こそが真の武器です」

「凄すごい威力だったな。サラマンダーの全力と正面からぶつかり合って押し勝つぐらいだ」

「あれは恋の炎です」

「……はい？」

「ときめきと呼んでも良いかもしれません」

「いや、言葉の意味はわかるんだ。それ以外の全すべてがわからないだけで」

「残念なことに、サラマンダーを相手にときめきの炎は全て使ってしまいました。次の戦いまでに補充をしなければなりません」

「なんて面倒な聖霊剣なんだ」

「先生にはこれからも頑張ってもらいます。きちんと、私に恋をさせてください、さもなくば世界が滅びます」

「霊魔大戦を脅迫に使ってきやがったよこの教え子！」

「しかし、いきなりそんなことを言われて先生が困るのも無理はありません。ですからグレイブ先生が私の質問に答えてくれるなら今回は譲歩します」

「質問ねえ、そりゃ構わんが」

「重要な質問ということはありません、私もそれほど知りたいというわけでもありませんし、それほど気になっているわけでもありません」

「何が聞きたいんだ」

「先生が、『昔』、恋をしていた相手はどんな人ですか」

「どんな人って言われても、説明に困るな……」

「でしたら、質問を少し変えます」

　しゃらりと、アリシエルは長い黒髪をかき上げ言った。




「その人と私は似ていますか」




「…………え？」

　どう答えるのが正解なのだろうか、グレイブは思わず考えてしまった。思考が止まり、動きが止まる。いつの間にか、アリシエルが体全体で向き直っている。

　アリシエルはじっとグレイブを見詰めて視線を逸そらさない。

　凍いて付いた瞳ひとみからは何の感情も読み取れず、質問の意図すら正確に拾うことは難しく、灰色の古びた外がい套とうを握る手に凄すさまじい力が加わっていた。




「その人が、私に似ているんですか」




「それとも、私が、その人に似ていましたか？」




　アリシエルはじっとグレイブを見詰めて視線を逸らさない。

　少しずつ、顔が、体が、近寄って来る。

　逃げようにもグレイブの後ろに逃げ道はない、膝ひざの上に乗られていては逃げられない。グレイブの全身に冷や汗が流れ、本能が叫びだす。

　この質問──答えを間違うと、とんでもないことになるぞと。




「答えてください」




「ねえ──」




「どっちですか」




　春の午後、心地ここちよい風が吹く校舎裏、太陽はあくまで柔らかく温かく世界を照らし、彼らを見守り。

「満腹になったら眠くなってきたので、わたしはちょっとお昼寝するのですよ！」

　エミリアが草の上にごろんと横たわり背を向ける。

「……えー」

　世界を守るよりも難しい質問が、かつて世界を守り、今もまた世界を守る《英雄》を守ろうとしている《英雄》を──追い詰めていた。













暗黒神殿（あとがき）









　はい、どーも、嵐の夜に生まれし（中略）たる我輩です。お久しぶりの読者さんはお久しぶり、初めての読者さんは初めまして。我輩だけだと間が持たないので早速、担当編集を召喚したいと思います。まずは場を清めるためにカバラ十字の儀式を──

「あの、呼ぶなら普通にメールか電話で呼んで下さい」

　おっと現れたか、新々担当編集よ…………新担当と新シリーズ作るぜ、とかやってた時に新担当が異動になって新々担当になったのはさすがの我輩も驚いたぞ。

「今回は時間がかかりましたね。誰かさんが突然一ヶ月ぐらい連絡取れなくなったり」

　ククク、ちょっと暗黒神に呼ばれていたのだ。我輩は悪くない。暗黒神のせいである。

「次は家まで押しかけますよ？」

　勘弁してください。

　いや、しかし、あれだ。最初はパンツのパの字もなく真面目にファンタジー書いていた我輩が、暗黒神に呼ばれて啓示を受けた結果、こうしてパンツ塗まみれファンタジーを完成させたのだから結果としてナイス暗黒回帰であり暗黒ファインプレーである。間違いない。

「次は家まで押しかけます」

　マジで勘弁してください。

　それはさておき新シリーズである。続刊が出る前に……多分、出るんじゃないかなと思わなくもない雰囲気で心の片隅に微かすかな希望を抱いているので、略称を決めたいのだが。

「現状だと『英雄候補』とか『前略』とか『はにとす』とか、適当に呼んでますよね」

　うむ、今回は暗黒神殿が広いし折角なので統一見解を出そうかと思うのだ。

「そういうのは自然発生するもので、作者側が言い出すものではないと思うのですが」

　正論は止やめよ。絶対に自然発生しないであろう『はにとす』という略称をこっそり推しておる我輩の策戦を台無しにするでない。

「推してたんですか、『はにとす』」

　ちょっとハニートーストみたいで可愛いであろう？　我輩ちゃん、蜂蜜大好きっ！

「……疲れてるんですか？」

　んなことねーよ、我輩超元気だよ、元気すぎてたまに人生の意味について考え直す旅に出たくなるぐらいに元気だよ！　水族館でエイとかペンギンをひたすら眺めてたいよ！

「あ、はい。面倒くさそうなので深いことは聞きません。話は変わるんですが『はにとす』の一巻発売記念の書店さん用サイン色紙を書いて欲しいんですが」

　おっ、良い話じゃないの。どんどん書いちゃうよ。何枚？　十枚ぐらい？

「五百枚ちょっとです」

　うん……うん？　え、それ、桁が一つ大きくない？　マジ？　我輩の手が壊れちゃいそうな枚数なんだけど、何かの間違いだよね？




　間違いじゃなかったです。




　それでは謝辞の方に移りたいと思います。読者の皆さま、いつも応援ありがとうございます。気付けばデビューから五年、六年？　ぐらい経たち、二十冊……ぐらい？　本を出すことが出来ました。新シリーズ『はにとす』の方も、楽しんで頂ければ幸いです。

　新々担当編集さん、校正校了の方、営業の方、今回もよろしくお願いします。

　最後に、イラストを担当していただいた、たかしな浅あさ妃ひさん。素敵なおっぱいもとい、素敵な挿絵をありがとうございます。

　それではまたいつかどこかで。




　二〇一六年春

『一番最初はファンタジーですらなく、文明崩壊後世界ポストアポカリプスものだった』葉は村むら哲てつ









　著者

　葉村哲（はむら・てつ）

　　広島県出身広島県在住。好きな食べ物は小難しい名前のチーズ、好きな音楽はインドカレー屋のＢＧＭ、好きな映画は１０００円で売ってるＤＶＤ。担当さんとの打ち合わせで一番使う台詞は「んじゃ、とりあえずやってみましょう」毎日一生懸命適当に生きているこの本の文章担当、デビューして６年ぐらい経ってることに驚いた。




　イラスト

　たかしな浅妃（たかしな・あさひ）

　　７月１日生まれ。愛知県出身、東京都在住。

　　可愛い物が好きな脚フェチです。

　　Website【純銀星online】（http://silvery.littlestar.jp/）
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